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プロローグ







　ゴーリア子し爵しやく夫人にとって、その日は人生最悪の日と言えただろう。

　秋も深まり、外出用のコートの選せん択たくに頭を悩なやませることの多くなった日。ロレルカトル騎き士し団だん本部の尋じん問もん室に夫人の姿はあった。

　粗そ末まつな椅い子す、ところどころに不気味な染しみの見える木製の机。周囲の石造りの壁かべは圧あつ迫ぱく感がある。

　半分が地下に、半分が地上に出ているという「半地下室」とでも言うべき部屋は、まるで中の人間の運命を示しているようだった。

　すなわち、有罪か無罪か。

　無罪であればこのまま地上へと向かうことができる。

　そうなれば夫人は無ぶ粋すいな騎き士したちに嫌いやみの一つでも言い、夫に頼たのんで自分を捕とらえた騎士を権力で潰つぶすことができる。

　だが有罪と判断されたらどうなるか。

　その場合は地下の留置所へ直行となる。

　子爵である夫の名を出だせば、留置所へ入れられることは防げるだろうかと考えた夫人は答えに詰つまった。

　騎士団は夫人の身分を知って、なおも尋問室に連れ込んだのだ。

　ある程度の効果はあるかもしれないが、容易たやすくは逃にげられないだろう。

　地下の牢ろう獄ごく……考えただけで夫人は身み震ぶるいしそうだった。

　地ち下か牢ろうには豪ごう奢しやな衣装も綺き麗れいな宝石も無い。顔はさほど美しくないけれど自分のお茶の好みを知っていて気が利きくメイドもいない。

　自分の日々の生活を形作ってきたものの一いつ切さいが無いのだ。

　待っているのは深まる秋の冷気と蜘く蛛もの巣。ネズミもいるかもしれない。

　そして周りは騎士団が捕えた粗そ暴ぼうで野や蛮ばんな犯罪者ばかり。そんな中に子爵夫人たる自分が入れられる？

　――冗じよう談だんじゃない！

　夫人の心に浮うかんだのは怒いかりの感情だった。

　地下牢行きなどあってはならないこと。自分はただ『夜会』へと奴ど隷れいを買いに行こうとしただけ。そこそこ可愛かわいい少年を新しく見つけて首輪をつけて、芸を仕込んで日々の無ぶ聊りようを慰なぐさめたいだけなのだ。

　そんなささやかな願いを持っただけの自分を捕えて地下牢に入れるなんてナンセンス。これは騎士団の横暴と言ってもいい。

　騎士団は主に下級騎士の出身者で構成されている。おそらく騎士たちは子爵夫人である自分に嫉しつ妬とを抱いてこんな真ま似ねをして――




「いい加減白状しやがれって言ってんだゴラァァァァァ!!」




　夫人の思考は、机を挟はさんで向かい側に座すわっている騎士の野太い声によりかき消された。ずんぐりとした体格のこの騎士は、夫人の取り調べの担当者だった。

「肝かん心じんな質問には黙だまりやがって。いいか、もう一度聞くぞ。お前は『夜会』の客か？」

　夜会……王都の裏でこっそりと開かい催さいされている大規模な人身売買の場だ。数日後にまた開催され、騎士団はこれを摘てき発はつする心づもりのようだ。

　夫人にとっては『夜会』は単なる娯ご楽らく品ひんの展示場なのだが、騎士団にとっては親の仇かたきも同然の存在らしい。

　夫人は『夜会』の常連だった。今度の会にも参加するつもりだったし、家の引き出しには蝋ろうで封ふうをされた招待状も隠かくしてある。

　そうして今まで『夜会』の秘密は守られてきたのだが、どうして今回は発覚したのか分かりかねる。

　いや、今はこの場を切きり抜ぬける方が大切だ。

　夫人は眼前の騎士の顔を盗ぬすみ見る。強こわ面もてで言葉づかいも粗そ雑ざつ。大方、女性の扱あつかいに慣れていないのだろう。こういう男は何人も手玉にとってきた。今回だって大だい丈じよう夫ぶ。

「オイ、これ以上黙るっていうなら本当に容よう赦しやしないぞオラァ！」

　騎士が追い打ちをかけようとした時を見計らい、夫人はその瞳ひとみを涙なみだで濡ぬらす。

「わ、私、存じ上げませんわッ！」

　声を上ずらせ必死さを演出する。本当ならばもっと艶あでやかに、男心をくすぐる泣き方もできるのだが、この状じよう況きようでは単純に喚わめいた方が無実さを匂におわせられる。

「無実の私を捕つかまえて、濡れ衣ぎぬを着せようなどと！　しかもこんな乱暴なやり方で！　レオリム団長は、レオリム・ランパレル騎士団長はどこですの！　私は子爵夫人として彼かれに強く抗こう議ぎいたします！　私は子爵夫人ですのよっ！」

　喉のどに無理をさせ大きな声を上げる。ただ泣なき叫さけぶだけの馬ば鹿かな女の振ふりをすることへの抵てい抗こう感が無かったわけではない。それでも「夫の爵しやく位いを盾たてにする我わが儘ままな女」を相手取ることがいかに面めん倒どうなことか、夫人は知っていた。

　案の定、泣き喚く夫人を前に騎士は言葉に詰まってしまったようだ。丸型の鼻の頭を掻かきながら、どうしたものかと狼狽うろたえている。

　すると尋問室の部屋が開き、撫なで肩がたの騎士が入ってきた。

「どうしたんですか？」

　撫で肩の騎士が聞いてくる。ずんぐり騎士が何か言う前に、夫人は撫で肩騎き士しに駆かけ寄よった。

「あの騎士が悪いのです！　身に覚えのない容疑で私を捕まえ、更さらには大声を出して私を……嗚呼ああ！」

「それは申し訳ありません。あの人は腕うでは立つのですが、どうにも乱暴で言葉足らずで」

　ずんぐり騎士とは対照的。撫で肩の騎士は夫人にひたすら謝あやまり続ける。

「乱暴で言葉足らずだァ？　おいテメェ、後こう輩はいのくせに俺おれに因いん縁ねんつける気か！」

「先せん輩ぱいの言葉が女性を傷つけているのは事実でしょう！　もういいです！　以降の尋問は私が代わりにやります！　先輩はどうぞ引っ込んでいて下さい！」

　撫で肩の騎士はその外見に似合わぬきつい口調でずんぐり騎士を責める。

　撫で肩の騎士は味方だろうか。

　夫人は両手で顔を覆おおいながら腹の中で考える。生み出した結論は「味方ではない」だ。

　撫で肩の騎士が助けに来るタイミングがあまりに出来過ぎている。

　おそらくこれは尋問術の一種である『良い騎士と悪い騎士』だろう。最初にガラの悪い騎士が恫どう喝かつして恐きよう怖ふ心しんを呼び起こし、直後に感じの良い騎士が助け舟ぶねを出すことで、良い騎士への依い存そん心しんを生み出させて情報を吐はかせる技術だ。

　とすると、この撫で肩の騎士も尋問に通じたかなりの手て練だれに違ちがいない。彼に助けを求めることは得策ではないはずだ。

　それを見み抜ぬいた夫人はまた叫ぶ。

「もうこんなところに居たくはありません！　即そつ刻こく馬車を用意なさい！　今なら騎士団をクビにするだけで赦ゆるしてやりますから！」

　最初は「今なら赦してあげる」と言おうとしたのだが、本当に無実の人間なら冤えん罪ざいに対してそんなことは言わないはずだと考え、思いとどまった。

「もちろん馬車はご用意いたします」

　笑え顔がおで応対した撫で肩の騎士はすぐに言葉を続ける。「ですが、馬車が来るまでの間は我々の話にお付き合いいただきたいのです。そうお時間は取らせませんし、何ならお茶も用意いたしましょう。うちの騎士団長はお茶にも通じていますので、高級な茶葉が用意されています」

　一見して親切そう、しかし油断のならない一言だ。撫で肩の騎士はここからは自分が受け持つと言っておきながら、夫人が帰ると言い出すと「我々」の話に付き合えと言い出した。つまり無理を通そうとするとこの撫で肩の騎士も「悪い騎士」になり、二人掛がかりで尋問してくることを匂わせている。

　ならばどうするか。夫人は素す早ばやく頭を回転させた。

「仕方ありませんわね。馬車が来るまでの間、もう少しここにいてあげましょう」

　ただし、と夫人は繋つなげる。

「粗暴な男たちと、閉ざされた部屋でお話しすることを私はこれ以上望みません。私と話をしたければ女性を用意なさい」

　二人の騎士が顔を見合わせる。夫人は心中でしてやったりとほくそ笑えんだ。

　騎士団は基本的に男しかいない。すぐに「女性を用意しろ」と言ったところで無理だろう。話を聞きたいという騎士たちの言葉に逆らわず、しかし尋問を拒きよ絶ぜつする。夫人の案はここまでは完かん璧ぺきだった。

　だが、

「……いいでしょう」

　撫で肩の騎士が言った。

「確かに夫人の言葉通りです。女性相手には女性を。道理にかなっています。ちょうど女の新人が入ったので、彼かの女じよにお相手させましょう」

　途と端たん、夫人は言いようのない不安に襲おそわれた。

　二人の騎士が一いつ瞬しゆんだけ、だが確かに笑ったのだ。それは人を安心させるような朗ほがらかな笑みではなく、獲え物ものを罠わなに誘さそい込んだ狩人かりゆうどのそれだった。

「すぐに彼女をよこしますので、しばらくお待ちください」

　二人の騎士は言い残すと出ていく。扉とびらが閉じられると静せい寂じやくの世界が広がった。

　胸が苦しくなるような沈ちん黙もく。夫人の視線は扉へと注がれる。二人の騎士が言っていた女性があの扉から入ってくるはずだ。

　彼女が永遠に来なければいいと思う反面、早く来て終わらせてほしいという対極の気持ちがある。

　それからどれくらいの時間が経過したのだろうか。

　近づいてくる足音。扉が開かれ、夫人は息を呑のんだ。




「お待たせっ！　綺き麗れい可愛かわいい系けいミラクル聖少女セイント、アスティちゃんの登場です！　可愛くてごめんなさいっ☆」




　開け放たれた扉より入室してきたのは、夫人の理解を超こえる少女いきものだった。

　確かに、自じ称しように違わず可愛くはある。ウェーブのかかった茶色の髪かみが少女の動きに合わせて活発に跳はね回まわり、愛あい嬌きようのある笑顔が調和してさらに魅み力りよくを高めている。また顔の作りも良いので、違う装いをすれば美人と呼ばれるだろう。

　しかし、きらきらと光こう沢たくを散らした化け粧しようといい、指二本を立てて目の横に当てる決めポーズといい、夫人の想像していた女騎士像とはあまりにかけ離はなれていてどう反応していいものか分からない。

　夫人が目線を落とせば、アスティと名乗る少女の鎧よろいにリボンで装そう飾しよくが施ほどこされているのが見て取れる。普ふ通つうの騎士でないことは明白だった。

「これからはアタシが尋問するから！　よろしくにっ☆」

　アスティは笑いながら夫人の方へ足を踏ふみ出す。

　その次の行動があまりに自然な流れで行われたため、夫人は反応できなかった。

「オラッ☆」

　アスティは笑みを崩くずさぬままに夫人が座っていた椅子を蹴けり飛とばした。その威い力りよくは強く夫人は椅子ごと吹ふき飛ばされて床ゆかを転がる。

　理り不ふ尽じんな展開に夫人は目を白黒させた。体の痛みよりも戸と惑まどいの方が大きい。

　まだ言葉も交かわしていないうちから暴力を振るわれた？　そんな馬鹿な。

　すると夫人は手に鈍にぶい痛みを覚えた。アスティが夫人の手を足あし蹴げにしているのだ。

「ねぇ、おばさんって『夜会』に行くんでしょ。知ってること全部教えてよ」

　笑顔のまま暴力が続けられる。夫人は思わず睨にらみ返かえした。

「こ、こんな乱暴なことが許されると……」

「許されるよ☆」

　アスティはあっけらかんと言ってのける。

「だってアタシ、可愛いもん」

「え？」

　信じられない言葉に夫人は聞き返す。その反応にアスティは眉まゆ根ねを寄せると、夫人の傍そばに転がっていた椅子に目をやり、それを踏み壊こわした。飛んだ破は片へんが夫人の顔にいくつも当たり、夫人は詰まった悲鳴を上げる。

「知ってた？　可愛いって正義なんだよ？　正義が悪をぶちのめすことは何ら自然なことなんだよ？」
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　だからさ、とアスティは可愛らしく続ける。

「おばさんみたいな悪人をどんな目に遭あわせても、正義ラブリーなアタシなら許されるの☆　特にアタシのお兄ちゃんの死で調子に乗っちゃうような勘かん違ちがい悪人にはなおさらね」

「お、お兄ちゃん？」

「そうだよ」

　その瞬しゆん間かん、アスティの目に残ざん忍にんな輝かがやきが宿った。

「全すべての悪への最恐の抑よく止し力りよく……アスティス・クリムバーン。ティゴザで同じ騎士団の手で処分されたけど、クリムバーン家の正義が王都から消えたわけじゃない。王都にはまだアタシがいる。『可愛い』という罪を背せ負おいし断罪者、アスティ・クリムバーンがね☆」

　夫人の心臓が恐きよう怖ふで跳ね上あがる。

　アスティス・クリムバーン。悪人の存在を許さぬ絶ぜつ滅めつ主義者。悪人にとって、単純な危険度で言えば騎士団長のレオリムをはるかに上回る存在。

　三年前より王都から姿を消していたが、彼の恐怖が消え去ったわけではないので、その間の『夜会』は実に細々としたものだった。それだけアスティスの存在は暗がりを歩く者たちにとって恐おそろしかったのだ。

　その妹が眼前にいる。逃げ場ばのないこの部屋で、自分を取り調べようとしている。

「ってことで尋問の続きでーす。　馬車が来るまで黙っていようとか考えたら、この場でアタシが拷ごう問もんしちゃうみょん☆」

　アスティは両手の人差し指を両頬に当て、物ぶつ騒そう極きわまりない言葉を愛くるしく紡つむぐ。

　焦あせりのあまり夫人の口からは精査されていない言葉が出た。

「わ、私は全く無関係ですわ！　何も知りません！　早く解放なさい！」

　この言葉が最悪の選せん択たく肢しであったと、夫人はすぐに思い知らされる。

「この期ごに及およんで知らないって……おばさん本気でこのアタシに抵抗する気なんだ？」

　アスティの手が鋭するどく飛び、夫人は頭に痛みを感じた。髪を掴つかまれたのだ。

　そのまま夫人はアスティにより左耳の中に何かを入れられた。それが何かを考える間も無く、アスティによって頭を机の上に押おさえつけられ右を向かされる。

「そのままの状態で良く聞いてね☆　おばさんの左耳の中にはセシロオオアリっていう虫が入ってるの」

　セシロオオアリとは何か夫人は知らなかったが、虫が入っていると言われた瞬間に全身が総毛立つ。一刻も早く取り出したい。だが体が動かせない。

「この蟻ありは夜、暗くなると植物の幹を上るの。そしてある程度の高さまで行くと卵を産み付けるんだよ」

　ねっとりとした口調でアスティが解説する。

「暗いおばさんの耳の中で、その蟻は夜が来たと勘違いして耳の中を上る。そして途と中ちゆうにある鼓こ膜まくを食いちぎっちゃうの。この蟻、顎あごの力が強いんだよ。そのまま蟻はおばさんの耳の奥おくへ奥へ、更に奥へ……キャーッ☆」

　ガサガサ。夫人は自分の耳の中で何かが蠢うごめいているのを感じた。耳の中での出来事なので音がとても大きく聞こえる。そして大きく聞こえた分だけ不安になる。

「お、お願い！　取って！　取ってぇぇぇぇぇぇッ!!」

　背筋を這はいずり回るような原始的な恐怖。耐たえきれない。今度の悲鳴は演技ではなく心からのものだ。

「は、話しますわ！　『夜会』について知っていること、みんな話します！　だから！」

　声が割れるほど叫びながら夫人は後こう悔かいした。

　ロレルカトル騎士団の尋問術とは『良い騎士と悪い騎士』だと思っていた。

　今分かった。違うのだ。

　ロレルカトル騎士団の真なる尋問術は『悪い騎士と冷れい酷こく非道の女騎士』なのだ。

　騎士団は絶対に獲物を逃がさない。

　失敗した。夫人の心に虫食いのような穴が開いていく。

　こんなことになるなら早めに白状しておくべきだった。

　そうすれば罪状も軽くしてもらえただろうに。

　後悔も、今となっては全て遅おそきこと。

　豪奢な衣装が、宝石が、高級茶葉を存分に使ったお茶が、自分の生活を形作っていた物全てが崩壊していくのが夫人の目には見えた。

　幻げん覚かくかもしれない。だが確かに見えた。

　――もう滅め茶ちや苦く茶ちや。

　呟つぶやいた言葉も全てが虚むなしい。この日、ゴーリア子爵夫人の人生は完全に崩壊した。







一章　絶体絶命結アタツク・オブ婚不可避・ザ・メイド







　ゴーリア子爵夫人の尋問を終えたアスティ。彼女が次に向かった先は騎士団長の部屋だった。入室すればそこには赤髪の優やさ男おとこ、レオリム・ランパレル騎士団長の姿がある。

「……どうだったんだい？」

　アスティの顔を見るや、レオリムは真しん剣けんな表情で尋たずねてきた。

「バッチリだよっ☆」

　アスティがそう返すと、レオリムは頷うなずいた。そして……

「……ップ、ププププププププァッハハハハハハハハハハー!!」

　突とつ然ぜん笑い出す。今まで真ま面じ目めな顔をして堪こらえていたのを吐き出すかのように。

「さ、最高！　その姿とっても似合ってるよフェリマ君！」

「わ、笑わないで下さい！」

　アスティの声調が変わり、彼女は自分の頭とう髪はつに手をかける。

　そして茶色のウィッグを取れば、その下から現れたのは流れるような金色の髪。個性的なメイクを取れば凛り々りしい女騎士の顔立ちが現れる。

　今いま更さらながらの羞しゆう恥ちで顔を染めているこの騎士こそロレルカトル騎士団に所属する女騎士フェリマ・ソーレインだ。

「そもそもこうしろって言ったのは団長だったではないですか！」

「君も賛成してくれたよね？」

「アスティスの妹を名乗って相手に心理的圧迫を与あたえる、という作戦までは私も同意しました。けれどこんな酷ひどい、アスティスの妹にしては不自然な性格を演じるなんて……」

　本来、フェリマはアスティスの妹を名乗ることも不本意だったのだ。

　先の事件でフェリマはアスティスと死し闘とうを繰くり広ひろげた。

　仕方がないことだったとはいえ、相手は同じ騎士団員だった。その死を侮ぶ辱じよくするようなことはしたくない。

　だがレオリムは言った。アスティスにとって真に許せないのは悪が蔓延はびこる世だ。悪を潰すためなら彼は自分の名を出すことも厭いとわないだろう、と。

　その言葉に納なつ得とくし、家族がいないアスティスの妹役をフェリマは演じた。

　しかし指定されたこのキャラクターには納得がいかない。違い和わ感かんの塊かたまりだ。

「不自然だからこそ良いんだよ」

　レオリムの顔にはまだニヤニヤ笑いがこびり付いている。

「もしもアスティスそっくりの性格で妹を演じたら相手だって怪あやしむだろうさ。そう都合良くアスティスの妹が現れるはずがないってね。だけどあまりにも意外性のある妹だった場合、人は逆に信じてしまうものさ。騙だまそうとするならもっとうまく騙すだろう。つまりこれは本物に違いない、ってね」

「言っていることに理り屈くつは通っていますね。で、本音は？」

「いつも真面目なフェリマ君が綺麗可愛い系ミラクル聖少女になるのを見てみたかった」

「団長のことは尊敬していますが、それは団長を殴なぐらないという確約ではありません」

「ごめん僕ぼくが悪かった。だから振り上げた拳こぶしは下おろそう……違う僕の頭にじゃない！」

　フェリマはレオリムの頭に振り下ろそうとした拳をゆっくりと解く。

「……フェリマ君ってさ。ティゴザから帰ってきてどことなく逞たくましくなったね」

　レオリムの言葉は当てこすりだったが、フェリマはそれを素す直なおに受け止められた。

　騎士としてあり続ける。アスティスを倒たおしたときフェリマは彼にそう誓ちかった。

　決意を言葉にするのは簡単だ。けれど騎士としてあり続けるためにはまず強くなければならない。

　誰だれかを守るためには優やさしさや正義感の前にまず力が必要。フェリマはティゴザでそれを思い知り、王都に戻もどってからも鍛たん錬れんに力を入れている。

「逞しいって言えばさ。さっきの虫を使うっていう女の子らしからぬ尋問も凄すごかったね。会話を盗ぬすみ聴きいていたけど流石さすがだと思ったよ。ところであれは誰から教わったのかな？」

　レオリムの目が少しだけ細められる。

「えっと、それは……」

　フェリマの口の回りが少し鈍くなった。

「尋問や拷問に虫を使うやり方。そして、外見からは外傷が分かりにくい耳を攻こう撃げきするという手口。これらは暗殺ギルドに良く見られる特とく徴ちようだから気になってね」

　この方法はティゴザで出会った青年のナハトから教わったものだ。彼は料理人なのだが何な故ぜかこのような薄うす暗ぐらい技術に通じていて、暇ひまがあっては拷問とそれに対する対処法を教えてくれる。身を守るのに知識はいくらあってもいいとは彼の言だ。

　ナハトはこのような知識の発信源が自分だと知られるのを嫌いやがり、フェリマに口止めをしていた。

　ナハトがどうして嫌がるのかは知らないが、彼の言葉も無視できない。

「ティゴザには色んな人がいましたので……」

　言葉を濁にごすフェリマにレオリムはそれ以上追及しなかった。ふぅん、という生返事は別にフェリマの話に興味が無いわけではなく、もっと重要な話へと移るためのものだ。

「じゃあ、そろそろ本題に入ろうか」

　レオリムは自分の机にあったお茶を一気に飲み干し、その眼光を鋭いものに変えた。

「夫人からの情報を全部報告してくれ。今度こそあの忌いま々いましい『夜会』を叩たたき潰す！」




　　　◇




　夫人は『夜会』を単なる娯楽品の展示場と考えていたようだった。騎士団にとっては親の仇のようなもの……夫人の想像ではおそらくその程度だったろう。

　だが騎士団にとっての『夜会』は親の仇なんて生易しいものではない。それ以上だ。

　最初に『夜会』と騎士団が激げき突とつしたのは五年前になる。

『夜会』の開催場所に騎士団が踏み込んだが、相手が待まち伏ぶせていて返り討うちに遭った。騎士団の完全な敗北である。

　悪いことに『夜会』はこの一件で騎士団に対する警けい戒かいを更に強めてしまい、摘発がより困難になった。

　騎士団は『夜会』の内部に斥候スパイを潜もぐり込ませるなど努力をしたが、正体を割られて全員殺された。

　このように騎士団は常に『夜会』に苦く汁じゆうを嘗なめさせられてきたのだった。

　そんな状況に変化が生じたのは三年と半年前。騎士団はとうとう禁じ手を打った。

　通り名『輝ける正義アストライア』……アスティス・クリムバーンの現場投入である。

　その効果は良くも悪くも苛か烈れつだった。

　アスティスは早さつ速そく『夜会』の参加者たちを絞しぼり上げ始めた。高位の貴族相手だろうがお構いなし。当然『夜会』側から暗殺者が放たれるもその全てを彼は撃げき滅めつした。この時期、『夜会』はかなり弱体化した。

　騎士団にも影えい響きようがあった。アスティスが重職に就ついている貴族をも強制連行したので、その補完が間に合わず政治機能の一部に混乱が生じた。

　結果として政治を混乱させてしまった騎士団へ批判が生まれ、『夜会』と騎士団、お互たがいに見えない消しよう耗もう戦せんが続いた。

　その苛烈さに比べると、消耗戦の終わりは呆あつ気けないものであった。

　アスティスが極北の町ティゴザへ執しつ政せい官として向かうことを希望したのだ。

　嵐あらしの中心がいなくなり、『夜会』と騎士団はそれぞれに態勢を立て直す時間を得た。

　それから一年後。アスティスはティゴザで音信不通となる。『夜会』は勢力は力を取とり戻していたが、アスティスがどこに潜ひそんでいるとも分からないので、その開催は極きわめて小規模であり騎士団も情報を手に入れることができなかった。

　今、アスティスの死を聞きつけて『夜会』は本格的な開催に動きつつある。

　そんな中、騎士団長レオリム・ランパレルの独自の情じよう報ほう網もうにゴーリア子爵夫人が『夜会』の客として浮かび上がった。それをフェリマが尋問し、今に至るのである。




「――なるほどね」

　フェリマが夫人の取り調べの結果を報告すると、レオリムは腕うで組ぐみをしたまましばらく押し黙った。

「僕の情報網から入った情報と夫人の情報、どちらも『夜会』の開かい催さい日びや場所が一いつ致ちしている。どうやら『夜会』の開催は罠ではないみたいだね」

　偽にせの情報を掴ませて騎士団を混乱させる罠という心配は無いようだ。

「というわけでフェリマ君。君に任務を与えたい」

「はい！」

　フェリマは姿勢を正した。ティゴザ以来の重要任務に体が自然と熱を持つ。

「潜せん入にゆう任務だ。君はゴーリア子爵夫人名義で『夜会』に客として潜入。会場内から出口を全て塞ふさいでもらいたいんだ」

「出口を塞ぐ……ですか」

「うん。小こ賢ざかしい『夜会』の連中のことだ、必ず隠し通路で逃げ道みちを確保しているはず。連中を逃がしてしまったらまた『夜会』が蘇よみがえってしまう。君が逃げ道を消し去ってくれれば後は袋ふくろの鼠ねずみだ。騎士団の主力で連中を一いち網もう打だ尽じんにしてやる」

　このレオリムに小賢しいと言わせる辺りに『夜会』の恐ろしさの片へん鱗りんが窺うかがえる。

　フェリマには潜入任務の実戦経験は無いが、これは出来る出来ないの問題でないことは心得ていた。

　やるか否いなかだ。当然やる。

「言っておくけど、この任務は極めて危険だよ」

　レオリムはビシリと言い放つ。

「恐らく『夜会』には武器が持ち込めない。君は全くの無防備なんだ」

「私は剣けんにあらかじめ呪じゆ文もんを彫ほり込んで魔ま法ほうを使っています。『夜会』ではいつもの魔法も使えないということですね」

　そんな中で自分の正体が明かされれば、抵抗することもできずに殺されてしまう。

　その光景を想像し、フェリマは生なま唾つばを呑み込む。

「この任務は熟練の騎士向けだね。だけど騎士団に長く所属した騎士は『夜会』に顔を知られている可能性があるんだよ。その点、君ならば連中も顔を知っていないはずさ」

　確かにフェリマは入団してから一年と少し。他の騎士よりは『夜会』に顔を知られている可能性は低い。念を入れて変装していけばすぐさま見破られることもないだろう。

「分かりました。……あと、任務に関して相談したいことがあります」

　レオリムは手で話を促うながす。

「夫人から聞き出した話によると、『夜会』への参加には条件があります。その条件を満たすためにはどうしても協力者が必要となります。その選出について私に一任してもらえないでしょうか？」

「当てはあるのかな？」

「はい」

　フェリマは清すが々すがしい笑みを浮かべた。

　頭の中では、今回の任務に相応ふさわしい協力者イケニエの顔が浮かんでいる。

　騎士団の威い信しんをかけた任務に私情を挟むのは畏おそれ多おおいが……日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんにもケリをつけておきたい。

「よし。じゃあ協力者については君に任せよう。任務は三日後の夜だから、それまでに万ばん全ぜんの態勢を整えておくようにね」

　フェリマは敬礼した。と、レオリムの表情が少し和やわらぐ。

「ところでさ。もう一度アスティちゃんが見たいんだけど」

「面つら師しに頼んでご自身でどうぞ」

　面師とは人相を変える専門家のことで、主な仕事は依い頼らい人にんの変装や整形だ。

　整形と言っても大たい抵ていは些さ細さいなものだ。口の中に綿を詰めて顔の輪りん郭かくを変えたり、髪の色や目の色を変えたりする。

　凄すご腕うでと呼ばれる面師は手術で鼻の高さを変えたり魔法で姿を変えさせたりするが、犯罪に悪用される危険性があるため、それほどの腕の面師は国に登録する義務があり、それを怠おこたる面師は危険因子とみなされ投とう獄ごくされることもある。

　アスティの変装もフェリマが知り合いの面師に頼んでやってもらった。ウイッグと化粧でここまで印象を変えられるのだから、玄くろ人うととは凄いのだと思い知らされる。

「ご自分って……女装した僕が鏡の前で『可愛くってごめんなさい☆』ってやるの？」

「見た者全ての背筋を凍こおらせる究極氷結魔法の出来上がりですね」

「フェリマ君ってティゴザから戻ってきてから毒を吐くようになったね」

「毒の使い手と知り合いましたので、仕方がないことです」

「そうかそれなら仕方がない……仕方がないのか？」

　頭を抱かかえるレオリムをフェリマが見み遣やっていると、どこからともなく慌あわただしい足音が近づいてくるのが聞こえた。フェリマたちは顔を見合わせる。その足音からは何やら切せつ迫ぱくした気配が感じられる。

　次の瞬間、団長室の扉が開け放たれ、一人の騎士が転がり込むように入室した。その顔は汗あせにまみれ、息は狼おおかみのそれのように荒あらい。

「た、大変です……！」

　騎士は息を直すこともなくレオリムに報告する。歪ゆがめられたその表情が、ただならぬ出来事が現在進行形で起こっていることを教えてくれた。

「本部……この本部に襲しゆう撃げきが！」

　敵てき襲しゆうだろうか。フェリマとレオリムは騎士へと走り寄る。

「落ち着いて。ここにいれば大丈夫だから」

　レオリムの口調は大変穏おだやかで、背中に火が付いたような騎士の息が落ち着いてきた。これぞ最強の騎士の余よ裕ゆうがなせる業だ。

「焦らなくていいから教えてくれないかな。この僕が守護する騎士団本部に乗り込んでくる酔すい狂きような阿あ呆ほっていったい誰のことだい？」

　フェリマとレオリムが見守る中、幾いく分ぶんか落ち着いた彼は大きく息を吸うと言う。

「れ、例のメイドが……『超機動仲人ザ・マツチメーカー』が本部に攻せめ込んできましたッ!!」

　途端、




「「……大変だァァァッ!!」」




　フェリマの悲鳴とレオリムの悲鳴が見事に調和する。

　熱湯の中に投げ入れられたかのような心ここ地ちだ。

　早く脱出しなくてはとんでもないことになる。

「と、とにかく見つからないうちに逃げなきゃ……ッ！」

「何ど処こに行こうというのですか、お嬢じよう様さま」

　泡あわを食ったフェリマがどこから逃げようかと考えていた時、女の声が投げかけられる。

　その声が耳に入った途端、フェリマはカエルよろしく飛び上がった。声のした方に恐る恐る視線を動かすと、果たして彼女はそこにいた。

　端たん的てきに言えばメイドである。歳としのほどは二十代の半ば。深緑と白を基調としたメイド服に身を包つつみ、長い髪は後ろで結ゆわえてある。そこまでは普通なのだ。

　特筆すべきは彼女が右手に持つ本だ。辞書のような分厚さを持つその本の背表紙からは長さのある鎖くさりが伸のびており、その鎖が彼女の体に巻きついている。巻き方はどこか扇せん情じよう的てきではあるものの、あの鎖が最悪の武器となることを知っているフェリマには恐怖しか感じ取れない。

　彼女の名前はアン。フェリマに仕えるメイドであり、かつてのソーレイン家の惨さん劇げきから生き残った人物である。フェリマは引ひき攣つった笑みを浮うかべる。

「ア、アン……元気そうで何よりだ」

「お嬢様もお元気そうで。無む駄だだと知りつつ逃にげ出だそうとしているあたりが特に」

「逃げるだなんてそんな……それより、何の用かな？」

「分かっているから逃げようとしているのでしょう？」

　アンは獲物を狙ねらう猛もう禽きん類るいのような眼まな差ざしをフェリマに向け、右手の本を開く。

　そして本の中に挟まっていたリスト（人名が列挙されている）を取り出し、フェリマに向けて突つき付つけた。

「さぁお嬢様。これが今回のお見合い相手の候補者です。お選びください」

「嫌だ！」

　間かん髪はつを容れずにフェリマが叫べば、アンは薄うす笑わらいを浮かべる。そのまま彼女は体中に巻き付いていた鎖を解き放ち、その勢いのままに周囲の物品を打うち据すえた。床ゆか材ざいの一部が、窓のガラスが、そしてレオリムが大切にしていたティーカップが犠ぎ牲せいとなって砕くだけ散ちる。

「僕のカップぅ!?」

　カップの亡なき骸がらを前にレオリムが目に涙を浮かべる。

「畜ちく生しよう！　本部に……それも団長室にまで侵しん入にゆうを許すなんて！　見張りの騎き士しは何をやっていたんだっ！」

「騎き士し団だんにはあの人にお世話になった者が多く、乱暴に止めることはできなかったんですよっ！　団長だってご存じでしょう！」

　知らせを告げに来た騎士が付け足す。「かく言う私も妻との結けつ婚こんの際には何かとあの人に相談に乗っていただいて……」

「騎士団員すら掌しよう握あく済みとは、『超機動仲人』恐るべし……ッ！」

　そう。アンはただのメイドではない。

　彼女のもう一つの顔は「最強の仲なこ人うど」なのだ。男女を結び付けるためには努力を惜おしまず、その男女の仲を裂こうとする者が現れたなら実力で以もつて排はい除じよする。たった一つの愛のために百の屍しかばねを生み出すことも是とする覚かく悟ごと実力を兼かね備そなえた彼女を、人は畏い怖ふと敬意を持って『超機動仲人』と呼ぶ。

　そして彼女が結び付けてきた男女の記録は、彼女が右手に持つ本に詳しよう細さいに記録されていく。その本は頁ぺーじを継つぎ足たされて日に日にその重みを増していき、鎖の遠心力で本を加速、敵に衝しよう突とつさせる彼女の必ひつ殺さつ技わざ『愛魔神ラブマシーン』は比例してその破は壊かい力りよくを上げていくのである。

　その彼女が襲撃してきた。フェリマにとってこれ以上の恐怖は中々無い。

　騎士団の宿舎で暮らし、アンと離れて生活していて油断していたこともフェリマの恐怖を増長させていた。

　フェリマの恩人にして天敵とも言えるアンは、威い嚇かくするように鎖で床を打つ。

「お嬢様は以前より、私が持ってきた縁えん談だんを何度も断りました。ならばとお見合いにしてみてもリストを見ずして断る始末。もういい年なのですから、そろそろ聞き分けていただけますか？」

「嫌なものは嫌！」

　フェリマは小動物のように震ふるえながら抵てい抗こうする。

「わっ、私は運命の殿との方がたは自分で見つける方針なんだ！　自分で見つけられるんだっ！」

「では、運命の殿方を見つける努力はしていると？　……そこの騎士団長様！」

　鋭い言葉の切っ先はレオリムに向けられた。最強の騎士団長はほとんど条件反射で直立不動の姿勢を取る。

「お嬢様の日頃の行動を説明していただけますか？」

「ぼ、僕が、かい？」

　聞き返せばアンは無言のまま鎖で床を五回打ち据えた。ハ・ヤ・ク・シ・ロの合図サインだ。

「不ふ肖しよう、このレオリム・ランパレルが説明させていただきますっ！」

　声を上ずらせてレオリムが説明する。

「フェリマ君は努力家です。朝早く起きて鍛錬を。水浴びをした後、皆みんなで食事をします。その後は王都の見回りや馬の手入れなど勤務を真面目にこなし、休息の時は町で雑貨屋を回っているようです。ティゴザから戻ってきてからは日頃の練習に加え、大剣の練習をするようになりました。町では暗い色合いの服を着た美少女と並んで歩く姿が時々目もく撃げきされているそうですが、男の影かげは報告されていません！」

「職場恋れん愛あいは？　ここまで男所帯の騎士団ですもの、噂うわさくらいはありますよね？」

「噂好きの僕が情報を一いつ切さい持っていないことから考えて可能性は皆かい無むです！」

　フェリマにとって不利な情報がどんどん垂れ流されていく。

　団長が上手に嘘うそを吐ついてくれたらこの場を切きり抜ぬけられたのに！　とフェリマは思うも既すでにアンの表情には怒いかりの色が浮かんでいた。

　フェリマの経験が叫さけんでいる。これは、ヤバい。

「……つまりお嬢様は勤務にかまけ、男おとこ漁あさりをサボっていたというわけですね？」

「待つんだアン！　逆なら納得いくが、そんな理由で怒おこられるのは理不尽だ！」

「お黙だまりなさいな！」

　アンの一いつ喝かつがフェリマの反はん撃げきを葬ほうむり去さる。

「いいですかお嬢様！　私がここまでお嬢様の結婚に口出しするのは、何もお嬢様が嫌きらいだからではありません。むしろお嬢様のことは大好きです！」

　しかし！　とアンは声の張りを強めた。

「お嬢様はソーレイン家のたった一人の生き残り！　お世よ継つぎを残せなければソーレイン家は滅ほろびます！　私はソーレイン家に仕える者として、お家を守らなければならないのです！　そのためにもお嬢様には結婚していただかなくては！」

「だからって急がなくてもいいじゃないか！」

「あの夜のことをお忘れですか！　同じような明日が来ると思っていたら全てを灰とされた惨劇の夜を！」

　フェリマは押し黙った。

　アンが言っているのはソーレイン家が襲撃に遭った日のことだ。

「人生、一寸先は闇やみ。今日と同じような明日が来る保証はどこにもありません。お嬢様や私も、明日には何かの事故で命を落としてしまうかもしれないのです。ならばお世継ぎはなるべく早く考えるべきでしょう！」
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「むぅ……」

　フェリマがうまく言い返せないのはアンが怖こわいからだけではない。アンが本当にフェリマと家のことを真剣に考えてくれていると知っているからだ。

　アンが仲人に力を入れているのも、仲人として多くの相手と人脈を作り、やがてソーレイン家再興の時には力を貸してもらおうとしているためだ。全てはソーレイン家、そしてフェリマのために彼女は頑がん張ばってくれている。その気持ちはありがたい。

「今は亡なきご主人様は、お孫の顔を見るのを楽しみとしておられました。お嬢様のお兄様もあの夜亡くなられ、その望みを叶かなえられるのは最も早はやお嬢様だけなのです。さぁお嬢様、どうぞお見合いを！　ご結婚を！　お世継ぎを！　そしてご家族の墓前にてソーレイン家再興を誓って下さい！」

「だ、だからって、私にも大切な任務があるわけで……」

「お嬢様。私の人生哲てつ学がくはご存じですよね？」

　冷えた声でアンが問う。勿もち論ろんフェリマは知っている。アンの生き様を形容し、結婚という存在の前提すら打ち崩す究極の言葉だ。

「結婚とはするものではなくさせるもの……これが私の哲学です。もうお嬢様を騎士団に置いても百害あって世継ぎ無しと私は判断しました。お見合いすらも拒こばむ以上、私は強制的に結婚させるしかないようです。そう、全てはソーレイン家のために！」

　次の瞬間、アンを中心に途と方ほうもない「力」の炸さく裂れつが起きる。

　フェリマの第六感が告げている。あれには勝てないと。何とか逃げ出そうとするも、体が既に抵抗を放ほう棄きしてしまっている。全身が萎なえてしまったかのようだった。

　唯ゆい一いつ動くとすれば口。ただ、口だけで一体何ができるというのだろう。

　力を暴風雨のように解放して迫せまりくるアンに、フェリマはあまりにも無力だ。

　ならば諦あきらめるのか？　――否いな！

　諦めてはならない。フェリマの心にその衝しよう動どうが強く湧わき上がる。

　自分はティゴザで誰かを守るという信念の下に相手の正義を切り裂さいた。

　そんな自分の信念をないがしろにするということは、相手の正義も軽かろんずることだ。

　本当に相手の正義に敬意を表しているならば守り抜かねばならない。

　そう、守るのだ。自分の意志を、自分の未来を！

「良く聞けアン！」

　気づけばフェリマは叫んでいた。力の限りに腹から声を上げていた。

「私は、私は……ティゴザで恋こいの奴ど隷れいを手に入れたんだからなぁッ!!」

　その瞬間、世界は沈ちん黙もくした。

　アンが、レオリムが、その場にいた騎士までもが目を丸くしている。

「だ、黙って聞いていれば私がモテないことを前提に話を進めてっ！　私だってモテるんだぞ！　そしてティゴザで恋の奴隷を手に入れたんだ！　私のためなら命いの懸ちがけの死闘にも参加してくれるほど私にぞっこんだぞ！　私を追ってはるばる王都までやってくるほどだからなっ！」

　言いながらフェリマは頬が熱を持つのを感じていた。顔は既に熟れたリンゴである。

　正直、焦りのあまり言葉が暴走し自分でも信じられないようなことを言っている。

　だが、もう引き返せない。このまま進むしかない。たとえ進む先が地じ獄ごくであろうと。

「だ、だから見合いなんて無理だ！　そいつを悲しませることになるからなっ！」

「……本当なのですか、お嬢様？」

　心なしかアンの声が微かすかに震えていた。

「ほ、本当だ」

「嘘ではないのですね？　その場しのぎの苦くるし紛まぎれではないのですね？」

「も、もちろんだ！」

「確かに……嘘だったら恋こい人びととか彼かれ氏しとか、もっと当あたり障さわりのない言葉を使うはずです。それを恋の奴隷とか言っているあたり、逆に信しん憑ぴよう性せいが……」

　意外にもこの言葉が功を奏したようで、アンが真剣に悩なやみ始める。

　このまま切り抜けられるか。光明が見えてきたとその時フェリマは思ったのだが。

「……紹しよう介かいしてください」

「は？」

「本当にそんな殿方がいるのか、私に証明してみせて下さい」

　良く考えればこうなるのは当然のことだった。

　後あと戻もどりもできず、結局フェリマは三日後に殿方を紹介することになってしまう。

　今日の所はしのげても窮きゆう地ちであることは変わりない。

　さぁ弱った。どうしよう。




　　　◇




「私の恋の奴隷になってくれっ！」

「ど　う　し　ち　ゃ　っ　た　の!?」

　王都の中心部から少し外れたところにある宿。その一室が戸と惑まどいの声に満たされた。

　ここの部屋の主はナハト。先の事件でフェリマと知り合い何だかんだで王都へ同行してきた青年である。

　もう一人、ティゴザからはルナ・ホワイトメアという少女がついてきている。彼かの女じよはナハトの隣となりの部屋を借りており、今は魔法の研究に勤いそしんでいるはずだ。

　そしてフェリマはナハトが長期滞たい在ざいの契けい約やくを結んだ部屋を訪おとずれ、ナハトに絶賛懇こん願がん中である。当のナハトはフェリマの衝しよう撃げきの言葉にただ茫ぼう然ぜんとしていた。

「頼たのむ！　一日だけで良いんだ」

「ごめんちょっと意味が分からない」

　兎とにも角かくにも必死なフェリマに、ナハトはただ気け圧おされるばかり。

　そうしてギャーギャー二人で騒さわいでいると、部屋のドアが勢いよく開かれる。

「聞こえたわよフェリマ！　私の愛の奴隷の分際で、恋の奴隷を手に入れようなんてどーいうことかしら！」

　澄すんだ声で欲望に澱よどんだ内容を叫ぶのはルナという少女だ。

　愛の、という言葉は余計だが、フェリマが彼女の奴隷であることは間ま違ちがいない。

　先の事件で、フェリマはルナに「隷れい属ぞくの魔法」をかけられた。それ以降フェリマの行動と心は常にルナに手た綱づなを握にぎられている。

　王都に来てもそうだ。初めての王都に年相応にはしゃいだルナは買い物に精を出し始めた。それまでルナがいたティゴザという町は寂さびれた田舎いなかで、目を楽しませるような品は少ない。このはしゃぎようも致いたし方かたのないものではある。

　だがルナは買い物の荷物持ちや道案内をフェリマにさせるのだ。ルナが魔ま力りよくを使って命令を出せば、それがどんなに嫌なことでもフェリマは従わざるを得ない。寂しいからという理由で夜中に起こされた時は流石さすがに殴なぐりかかろうとしたが、できない。フェリマはルナに攻撃できないように命令されているからだ。

「ルナ様か。済まないが今は大切な用事があるんだ。部屋で大人しくしてくれ」

「あらぁ？　ご主人様に向かってそんな口をきいていいのかしら？」

　ルナは年に似合わぬ大人びた表情を作った。こういう様が形になるのは、彼女の顔立ちが殊更に良いからだろう。

　しかしフェリマはそれどころではない。ナハトと話をしなければならないのだ。

　そのためにはルナが邪じや魔ま。だがフェリマはルナに対して強きよう攻こう策さくを取ることができない。

　ルナもそのことは心得ている。だからこそ年上であるフェリマにも不ふ遜そんな態度がとれるのだ。

「恋の奴隷だか何だか知らないけど、貴女あなたは私の可愛かわいいお人形。私の許可なく勝手ができると思っているの？」

「私がどうしようが私の勝手だろう」

「ああ、違ちがうのよ」

　ルナはやれやれといった態で不敵に微笑ほほえむ。

「私が本気で命令したら貴女は逆らえないの。私を撃うて。ナハトを追い出せ。どんな命令でも」

　それは本当だ。今更ながらに「隷属の魔法」をかけられてしまったことが悔くやまれる。

「例えば『人を殺せ』って言ったら貴女の意思とは関係なく――」

　途と端たん、フェリマが微かに息を呑のむ。

「嫌……私は、嫌……！」

　喉のどから絞り出すような拒きよ絶ぜつの表明。フェリマの様子がおかしいことに気づいたナハトとルナがこちらを注視する。

「殺したくない……！」

　続けてフェリマの口から洩もれたその言葉に二人の顔色が変わった。

「まさか……！」

　ナハトがルナを見る。その視線に射い貫ぬかれたルナは狼狽うろたえた。

「えっ、嘘。だって私は魔力を込めて命令していない……」

「そうね」

　フェリマがいきなり悟さとったような声を上げたため、二人はこちらに視線を移す。

　そして、




「人を殺さなきゃ」




　声を発するや否や、フェリマは腰こしに下げていた剣を抜き放ち――ナハトに向けて斬撃を放つ。

　日ごろ鍛きたえているだけあり、その軌き道どうと剣速は申し分ないものだった。

　が、フェリマの剣は誰の血を吸うこともない。

　襲おそわれたナハトが一いつ瞬しゆんの間に自分の腰に下げていた細剣を抜き放ったのだ。細剣はフェリマの剣を防ぼう御ぎよし勢いを殺し、ナハトは体の柔じゆう軟なん性せいを活いかして、フェリマの剣を持つ手を蹴けり上あげる。剣は手から離はなれ宙を舞まい、床ゆかにけたたましい音を立てて転がった。

「魔ま女じよ！」

　そのままフェリマの背後に回り込んだ彼かれはフェリマの身体を抱だきかかえ、ルナに怒ど声せいを飛ばした。

「フェリマ、［やめなさい］！」

　ナハトの声に突き動うごかされたルナが魔力を込めて命令をする。

「……ッ!?　わ、私は何を？」

　声に合わせ、ナハトの腕うでの中でフェリマはその動きを止めた。首筋にナハトの安あん堵どの息を感じる。ナハトはフェリマがもう暴走しないことを知ると、ゆっくりと手を放した。

「……オイ」

　ドスの利きいた声。ナハトがルナへと一歩踏ふみ出す。ルナは瞳ひとみを恐きよう怖ふで揺ゆらしていた。

「な、何かしら？」

「お前、覚悟できてんだろうな？」

　ナハトが右手の指を、さながら何かを握りつぶすかのように蠢うごめかしながらルナとの距きよ離りを縮めていく。ルナは飛とび退のくも、小さな宿の小さな部屋なので間合いを開けられない。

「え、ちょ、ちょっと落ち着きましょう。私は魔力を込めて命令してないのよ？」

「お前の言葉に反応して攻撃されたんだが？」

「だ、だってそんなはずないもの！　私が魔力を込めて命令しないといけないのに、どうして!?」

　ルナが目を回している。自分の理解を超こえた事態に思考が追いついていないのだ。

「言い訳は無用。とりあえずお仕置きだ」

「ぴぃっ!?」

　フェリマの眼前で、ナハトがルナへ凄せい惨さんなお仕置きを始める。

　それをぼんやりと眺ながめつつ、フェリマは心の中で呟つぶやく。

（済まないナハト。実はあれ、全部演技だったんだ）

　フェリマが直接ルナを攻撃することはできないが、ナハトを攻撃することは可能だ。

　ナハトほどの手て練だれならあの程度（手加減はした）の攻撃は防げるだろうという計算の下に放った攻撃でフェリマはナハトにルナを攻撃させることに成功した。

（それにしてもアスティといい、今のと言い、実は私は女優向きか？）

　ルナが床に突っ伏ぷし気絶するのを見つつそんなことを考える。

　方法の是ぜ非ひはあれど、ひとまずフェリマはルナを黙らせた。




　　　◇




「私の恋の奴隷になってくれっ！」

「ま　た　は　じ　ま　る　の!?」

　邪じや魔ま者ものを始末したところで、再度交こう渉しようの開始である。

「頼む！　一日だけで良いんだ」

「どう考えても面めん倒どう事の流れなんですが」

　ナハトは露ろ骨こつに目を逸そらす。

「ナハト、せめて話だけでも聞いてくれ！　これは切実な問題なんだ！」

「話を聞いて、それだけで済むのか？」

「済むはずないだろう。話を聞いたからには協力してもらわないと」

「あっナハトさん急用を思い出したのでこれで失礼させてもらいます」

　素す早ばやく戸口に向かおうとするナハト。フェリマはナハトの腕の装そう飾しよく具ぐを掴つかんで脱だつ走そうを阻そ止しする。

「……逃げるなら、強攻策を、取る」

　刻み込むようにフェリマが言えば、ナハトの眼差しも剣けん呑のんになる。

「アルコールフェリマにでもなる気か？　お前が酒を飲む暇ひまを、この間合いで俺おれが与あたえるとでも？」

　フェリマは酒に酔ようと攻こう撃げき力りよくの高い甘あまえん坊ぼうになるという悪あく癖へきを持つ。ナハトは何度か彼女の被ひ害がいを受けていたので、強攻策と聞けばすぐにアルコールフェリマを想像したのだろう。

　ナハトは手練れだ。それは疑いようもない。フェリマが胸むな元もとから酒さか瓶びんを出して飲むまでの間に、本気のナハトなら気絶必至の攻こう撃げきを仕し掛かけることができるだろう。手の内が知られている以上、この場でアルコールフェリマになることは難しい。

　それはフェリマだって織り込み済み。だから新しい強攻策を用意した。

「面師って知っているか？」

　フェリマが問えばナハトは鼻白む。彼にとっては馬ば鹿かにされているともとれるほど簡単な問いかけだったのだろう。何を今いま更さら、とばかりにつっけんどんな返事がくる。

「知っている。それがどうした？」

「じゃあ、この名前は知っているな？」

　フェリマは次の言葉をしばし口の中に溜ため込み、舌先で転がすように告げる。

「西の魔マ技ギ……アイアン・ピグレット」

　ナハトの表情に一いち抹まつの畏れが入り混じる。

「知っているも何も、伝説の面師だろ。他を超ちよう越えつした技術と魔法で多くの奇き跡せきを成なし遂とげてきたっていう。その技術は、艦船ガレオンすらも美少女に変えてしまうほどだったとか」

「彫ちよう刻こく家かとしても突出した技能を持ち、聖像アイドルを沢たく山さん手て掛がけてきたらしいな。生きる伝説と言われるに相応の実績がある」

　フェリマが補足すると、ナハトは解げせないと言った顔をした。

「どうしてその名前が出てくる？」

「その人が偶ぐう然ぜん王都に来ていることを騎士団の情報網が掴んでいたから、少し話を聞きに行ったんだ。今度の任務で少し気になることがあったからな。そのついでと言ってはなんだが仕事を依い頼らいした」

「仕事？」

「今度私が行う任務にはどうしても強い力を持った美少女が必要になる。それにはルナ様を選出しようと思っていたが、仮にルナ様が使えなくなったことを考えると、美少女のストックも必要だと考えたんだ」

「あれっおかしいな。俺には関係ない話のはずなのに何な故ぜだろう寒気が」

　フェリマは良い笑え顔がおを浮かべる。

「ナハトって意外と女顔だよな？　それに強いし」

「それ以上喋しやべるな」

　何かを察したようなナハトが悲痛な声を上げる。

「つまりだな。私の頼みを聞き入れてくれればナハトには何も起きない。だが逃げようとするならば、ナハトは伝説の面師の本気をその身を以て知ることになる。ああ大だい丈じよう夫ぶ。話は通してあるし、依い頼らい料りようも既に支し払はらってあるからいつでもいける」

　詰つまった声を漏もらすナハトの前で、フェリマは一枚の紙を丁てい寧ねいに取り出す。

　それを裏にして机に伏ふしたままナハトに問うのだ。

「ナハトの変身姿……つまりナハ子の予想図を一枚買い取ってきた。ナハトの返事如何いかんによってはこれがナハトの三日後の姿となるわけだが、見たいか？」

「喜んでお話を聞かせていただきたいと思います！」

　フェリマはこの日、男の本気の土下座を初めて見た。




　フェリマは事の次し第だいを説明する。

「……お前のメイドへの恋こい人びと紹しよう介かいと、『夜会』潰つぶしか。厄やつ介かいだな」

　ナハトは腕うで組ぐみをして顔にしわを寄せる。

「というか、どうして恋こい人びと役やくが俺なんだよ。もっと勝手知ったる知り合いとかいるだろ」

「それは、そのぅ……」

　フェリマは落ち着かない様子で両手の指をつつき合わせながら、口の中でもにょもにょとはっきりしない言葉を回す。

「……さ、最初に浮かんだのがナハトだったから、です」

「…………」

「…………」

「……まあ、話を続けようか」

　ナハトが顔を隠かくすように横を向くと、言う。その横顔にどこか赤が差しているのはフェリマの見み間ま違ちがいだろうか。

「とりあえずその二つの仕事は手伝おう。西の魔技の魔改造の餌え食じきは避さけたいし、『夜会』には俺も少し気になるところがあるからな」

「ありがとう！」

「言っておくが俺が力になれる保証はないぞ。まず恋人の振ふりなんてやったことが無い」

「参考になるかどうかは分からないが、アンに恋人について色々教えられたことがある。それを元にすれば、恋人の演技も自然と身につくはずだ」

「メイドの恋愛指南ねぇ。役に立つのかそれ？」

「分からないが、無いよりいいだろう」

　ナハトは唇くちびるをへの字に曲げていたが、ちょっとは興味があるらしい。

「では、恋人と上う手まく付き合っていくために覚えておくべき言葉」

「それは一体？」

「アン曰いわく、見敵サーチアンド必殺デストロイ」

「それ、俺の知っている恋人って概がい念ねんとちょっと違う気がするんだが」

「これと決めた殿方は確実に心を仕留めよ。恋愛とは狩しゆ猟りようなり――これがアンの教えだ」

「お前のメイドが言う恋愛って、彼氏をデストロっちゃうようなものなんだ……」

　ナハトが頭を抱える。

「続いて恋人との距離感だ。せっかくお互たがいが好いい仲になっても、これが上手くいかなければ不幸なことになってしまう」

「距離感。確かに大事だな」

　ナハトがいい感じで相あい槌づちを打ってくれるので、フェリマとしても話しやすい。

「恋人への距離の詰め方について、アンはこのような表現を使っている」

　フェリマは一拍置いて、言う。

「曰く、侵しん略りやくスルコト火ノ如ク」

「過激すぎやしませんかね!?」

「更に、疾キコト火ノ如ク、徐しずカナルコト火ノ如ク、動カザルコト火ノ如シ。殿方と距離を詰めるにはこの言葉を参考にせよと教わった」

「つまるところオールファイアじゃねぇか！　辺り一面焼け野原になるだろうが！」

「骨まで溶とけるような燃える愛こそ至高だとアンは言っている」

「肝かん心じんの愛すら焼しよう失しつさせるような火力って、果たして適切なのか？」

　ナハトがすっかり辟へき易えきしている。

「もういいフェリマ。恋人役は黙って俺に任せておけ。俺がリードしてやる」

「別にかまわないが……大丈夫か？」

「その言葉、世界中で誰だれよりもお前にだけは言われたくない」

　それより、とナハトは話題を変えた。

「問題は二つ目の任務の方だ。『夜会』は本当に危険だ。俺かお前、どちらかが命を落とすことも考えられる」

　釘くぎを刺さされるが、それはフェリマを心配してくれているから。

　フェリマはナハトの助力が嬉うれしかった。

　窮地に陥おちいったティゴザの記き憶おくがよみがえる。あの時、誰よりもナハトの背中が頼もしく思えた。今だって何だかんだでフェリマを心配してくれているのだろう。彼が素す直なおでないために、その心配が伝わりにくいのが瑕きずだが。

「ちなみに『夜会』参加のための条件はどうする気だ？」

「当初の予定通りルナ様を使おうと思っている。仕事内容を知らせれば協力を拒きよ否ひされるだろうが、『可愛い女の子がいっぱいいるぞ』と言えば仕事の内容なんか聞かずとも協力してくれるはずだ」

「哀あわれなり魔女。その言葉の先に待っているのが悪夢だとも知らずに」

　二人はまだ床で突っ伏しているルナへ視線を向ける。

　ルナは女の子が大好きなのだ。フェリマを隷属させたのもそれが理由の一いつ端たんというのだから、救い難がたい奴やつである。

「それで、俺が西の魔技の魔の手にかかる心配は無くなったってわけだな？」

　ナハトが再度聞いてくる。不安な気持ちを少しでも落ち着けたいのだろう。

「そうだが……改めて言われると惜しい気がしてくる。正直、ナハ子を見てみたい気持ちもあるんだ」

「お前、隷属ついでに変態になる呪のろいでも魔女にかけられたの？」

「それほどの魅み力りよくをあの絵から感じるんだ。一度絵を見てみるか？　たゆんたゆんだぞ？」

「それって原形を止めぬくらいに魔改造されるってことだよな？」

「本人が嫌いやがっているのなら強制することはできない。しかし、しかしだ。ナハ子は可愛い。そして可愛いは正義であるからして、正義は執しつ行こうされなければならない……うぅ」

「分かったアスティスが悪いんだな！　アスティスとの戦いで大方頭に深刻なダメージを負ったんだろ！　おのれアスティス、外げ道どうの極きわみ！　そしてフェリマ、こっち見んな！」
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　そして三日後。

　ここはアンとフェリマが暮らしていた小さな家。フェリマは騎士団に入ってから寄宿舎生活になったために、今はアンとその旦だん那なさんが住んでいる。

　フェリマがここにやってくるのも随ずい分ぶんと久しぶりだ。アンと二人、息を殺して過ごしてきた日々が頭の中に浮かび上がる。そんな生活の中でも楽しさはあった。竈かまどを見ればアンが焼いてくれた手作りパイの味を思い出せるし、本ほん棚だなを見ればアンにねだって買ってもらった本がのこっている。騎士団としてお金を手にした今は、当時の生活において本がどれだけ高かったのかということと、それでも家計をやりくりして買ってくれたアンの優やさしさが分かる。

　時刻はちょうどお昼時。アンの旦那さんは技師の仕事のために留守にしており、家ではフェリマとアンが昼食の準備をしていた。フェリマはこのランチの場にて恋の奴隷をアンに紹介しなければならない。

　ナハトに恋人の振りを頼んでいるのだが、当のナハトは現れない。

　そろそろ現れてもよさそうなのに、一向にドアのノックが聞こえてこない。

　さては逃げられたか。フェリマはそんなことを考えてしまう。

「お嬢じよう様さま。お食事の準備は整いました。あとは殿方がいらっしゃるのを待つだけです」

　アンはアップルパイを食しよく卓たくに載せ、フェリマに問う。

「再度確かく認にんを。本当にいらっしゃるのですか？」

「く、来るとも！」

「その割には声は震えていらっしゃいますし、視線はずっと落ち着きが無いですし、料理でも砂糖と塩を間違えそうになりましたし、『身代わりの件、アンにばれたらどうしよう』と口走っていらっしゃいましたし」

「え!?　わ、私は口を滑すべらせてはいないはず！」

「ああ、最後の一つは冗じよう談だんです」

　嬲なぶるようなアンの口ぶり。これ以上アンと二人きりになることが耐たえ難い。針の山の上に座すわっているような心ここ地ちになる。

（ううう……ナハトぉ）

　狂くるおしいまでにナハトを求めているフェリマ。

　そしてその時は訪れる。ドアの向こうに人の気配。そしてドアをノックする音。

「来たっ！」

　フェリマが飼い主を待っていた犬のようにドアに向かってひた走る。

　尻尾しつぽがあったのなら千切れんばかりに振っていただろう。

「いらっしゃ……誰？」

　ドアを開けた先に立っていた人物を見て、思わず漏れてしまった言葉がこれだった。

　略礼服ブラツクスーツに身を包つつみ、上品な黒で染め上げられた頭とう髪はつはきちんとセットされている。

　親しげな笑えみを浮うかべるその男をフェリマはナハトと咄とつ嗟さに呼べなかった。

　綺き麗れいなナハト。

　若もしくは、ナハト亜あ種しゆとでも呼ぶべきか。

「お招きにあずかり光栄だ。愛いとしのフェリマ」

　呆あつ気けにとられているフェリマの手をナハトと思われる青年は優しく手に取り、そのまま軽く口づけをする。

「ふぇ!?」

　手の甲こうが真っ赤に焼けたかと思った。

「中に上がらせてもらっていいかな。君をここまでのレディに育て上げたというお方にお目通りがしたいんだ」

　にこやかスマイルのナハト。普ふ段だんとは全然違う。フェリマはどうしていいのか分からずただ「ふぇ」と頷うなずくだけだった。

「ありがとう」

　ナハトは図はからずも扉とびらを塞ふさいでいたフェリマを少し下がらせ家の中に入る。そのままフェリマの腰へごく自然に手を添そえると、共にアンの所に向かう。

（こっ、腰に手っ！　しかも近い！　近いぞナハト！）

　あわわわわ、と狼狽うろたえるフェリマ。

　アンはというと背筋を伸のばし、ただ黙ってナハトの顔を見つめていた。

　ナハトは流りゆう麗れいなお辞じ儀ぎをする。頭が沸ふつ騰とうしかけていたフェリマもここで少し冷静になった。というのも、ナハトのにこやかな表情の裏に微かな焦あせりと緊きん張ちようの色を見た気がしたからだ。見間違いかもしれないが、普段の不遜なナハトにしては妙みような表情だ。

　それも一瞬のこと。顔を上げたナハトは澱みなく口上を述べていく。

「お目にかかれて光栄です。御お嬢じようさんから貴女のお話は伺うかがっております。私はウィストベリー家の三男で、名をジェスティン。親しい者からは『ジェスト』、若しくは『切れ者』と呼ばれております」

　ちょっと気取った貴族の三さん男なん坊ぼうを名乗るナハト。もちろんウィストベリーなる家は存在せず、全すべてがナハトのでっち上げだ。

　アンが本気で調べたら一発ででっち上げと分かってしまうが、それについての対策はナハトもしてある。

「ロザランドから参りましたため多少言葉に訛なまりがあるかもしれません。聞き苦しい点は平にご容よう赦しやを」

「いいえ、ウィストベリー様。素す晴ばらしい発音です」

　ナハトの出身は隣りん国ごくロザランドということにしてある。仲なこ人うどとして培つちかったアンの情じよう報ほう網もうも流石さすがに隣りん国ごくまでは張られていないはずだ。

　ナハトのちょっと小生意気ながらも紳しん士し然とした姿に、ようやくアンの表情も柔やわらかくなってきた。三人は食卓に着き、ランチが始まる。パンにミルク、野草とラディッシュのサラダと奮発した子羊のリブ。客を迎むかえるにはあまりに質素なメニューだが、デザートのアップルパイは垂すい涎ぜんものの一品だ。
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「ウィストベリー様。バターとコケモモのジャム、どちらをご所しよ望もうですか？」

「ジャムでお願いします。いい色で食欲をそそる」

「こんな田舎料理、お口に合いますかどうか」

「大国ボトキアをして田舎と言われてしまっては、ロザランドの立たつ瀬せがなくなります。それにしても大国を守るフェリマも立派なものだ。なぁ？」

「ふぇ」

「ふふ、すっかりお嬢様もウィストベリー様もお似合いで」

　アンは流石に如じよ才さいなく、食事のあれこれを素早くこなしていく。

　ナハトもボロひとつ出ださぬ紳しん士し振ぶりを続け、フェリマ一人だけが緊張と普段のナハトらしからぬアプローチで頭が茹ゆだっている状態だ。

「ボトキアにはどうして？」

「船の研究です。ボトキアの艦船ガレオンは大型でロザランドのそれとは大おお違ちがいです。大きな船さえあれば家の事業がうまくいきます。家か督とくを継つぐわけでもなく異国で遊びほうけてる私ですが、せめて何か家に用立つものをと思いまして。あとは剣けん術じゆつを片手間に」

「それはご立派なこと。お嬢様も少しは家のことを思っていただきたいのですが」

「ふぇ」

　さっきから生返事しか発することができない。心ここにあらずの状態だ。

「それにしてもウィストベリー様は黒の装いがお似合いですね」

　ナハトはやや照れたように自分の袖そでを持ち上げる。

　匂におい立つほどの高級さは無いが、生き地じの良さが分かる良いこしらえだった。

「デヴォリー・マロンの新作です」

「いい選択チヨイスです。黒い服が似合う殿との方がたは出世すると昔から言いますもの。例えば出しゆつ世せ頭がしらのダンゲンジェイン辺境伯はくは宴うたげの場で必ず黒薔ば薇らを付けていると言いますし、今は伯はく爵しやくとなられたイーゲンボーグ様は奥おく様さまを亡くされてから黒のお召めし物ものばかりを選んでいるとか。あれだけの地位にありながら妾めかけの一人も作らず、再さい婚こんもせずに奥様を思いしのぶ姿が、逆に王都の婦人方の恋こい心ごころに火を点つけているらしいですね」

「王都ロマンスの世界ですか。いいですね」

　ナハトが話に合いの手を入れる。

「そう。結けつ婚こんとは浪ろ漫まんなのですお嬢様」

　ここでアンの矛ほこ先さきが再びフェリマへ向いた。

「結婚とは新しい自分の再発見。かつては戦場で武名を轟とどろかせたイーゲンボーグ様は奥様に結婚を申し込みに行く折、緊張から三回も落馬したそうです。戦場では不死身と恐おそれられたあの方が顔を傷だらけにしているのを見た人々は、どんな恐ろしい敵と戦ってきたのかと戦せん々せん恐きよう々きよう。イーゲンボーグ様も自分がこんな人間だったと思わなかったと苦笑いしていたそうです」

「ふぇ」

「結婚というのは戦いくさ一いつ辺ぺん倒とうだった方の顔に笑いをもたらすほど素晴らしいものなのです。お嬢様もいい加減に覚かく悟ごを決められては……」

「ふぇ」

　見かねたナハトが恐る恐る聞いてくる。

「……愛しのフェリマ。さっきから様子がおかしいんだが、大丈夫なのか？」

「ふぇ」

「駄だ目めだコイツ聞いちゃいない」

「ふぇー」

　やがてランチも終わり、だんだんとフェリマも正気に戻もどってくる。

「そ、そんなわけだアン。こうして『まいすてでぃ』も紹介したわけだし、お見合いは断ってくれ」

　たどたどしくもなんとか言い切る。

　するとアンは鷹おう揚ように頷いた。

「……まぁいいでしょう。正直な話、このような殿方をお連れするとは思いませんでしたが、これも運命の導きかもしれません」

　アンは視線をナハトへと滑らせる。ナハトは愛あい想そよく微笑み返す。

「お嬢様のこと、よろしくお願いいたしますね」

「それは交際をお認め下さると？」

　ナハト、ノリノリである。フェリマは顔を真っ赤にする。

「ええ。貴方あなたになら任せられます。私も貴方の力は存じ上げておりますから」

　フェリマにはその言葉の意味が呑み込めなかったのだが、ナハトの顔色が目に見えて悪くなった。一体どうしたことなのか。

「ただ、もしもお嬢様を裏切ることがありましたら、その時こそは昏倒させるほどの脚撃をお腹にお見舞いしますので、ご注意くださいな」

　顔を引きつらせるナハトを前に、アンはにこやかに笑いかけると深々と頭を下げる。

　この一礼が、心臓に悪いランチの幕引きとなった。
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　家を後にしたフェリマはナハトと共にルナが待つ宿への道のりをたどる。

　肩かたを並べながら二人は大きく息をついていた。

「あぁ緊張した」

「同感」

　一仕事を終えた気け怠だるさが、二人の足を重くしている。

　アンの料理を食べるのは久しぶりだったし、アンの料理は美お味いしいのだが、フェリマはランチの味を全く思い出せずにいた。

「それにしてもナハトの変装はすごいな」

　話題を変えるとナハトは肩を竦すくめる。

「……俺にも面師としての心得はあってな。それにしてもここまで変装すれば大丈夫だと思っていたがまさか見破られているとは。恐ろしい女だ……」

「ナハトとアンの間に何かあったのか？　さっきの話と言い、今の言葉と言い、私にはさっぱり分からないんだが」

「いや。いい。詮せん索さくするな。そうそう――」

　ナハトはわざとらしく話題を変える。

「――今日は夜からが本番だ。準備はできているのか？」

　そうだ。アンとのランチもなかなかの大仕事だったが、今日の夜はそれよりもはるかに危険な任務が待ち受けている。

　騎き士し団だんの敵『夜会』への潜せん入にゆう。無防備な状態で欲望渦うず巻まく魔ま窟くつへと入っていくのだ。

「準備はした。私はゴーリア子し爵しやく夫人として『夜会』に潜入する」

「俺はその召めし使つかい役ってわけだな。日が暮れたら俺たちの宿の前に馬車を呼ぶ。それに乗って会場へと向かう。済まんが本部に戻ることはやめてくれ。王都のどこに『夜会』の目があるか分からん以上、お前を騎士団員だと分からせるような行動の一いつ切さいは認められん」

「大丈夫だ。必要な荷物は全て昨日ルナ様の部屋に運び込んである」

「あの魔女自身も含ふくめて『荷物』か」

　ナハトが皮肉げに口こう唇しんを持ち上げた。

「……一つ言っておきたい」

　急にナハトが歩みを止めてフェリマへと向き直る。その表情は真しん剣けんだった。

「一度『夜会』に入ってしまえば孤こ立りつ無む援えん。慎しん重ちように行動しないと全ぜん滅めつする危険がある」

「承知している」

「なら誓ちかえ。俺や魔女、誰かが犠ぎ牲せいになりそうでも決して飛び出すな。時には見捨てろ」

「ッ！」

　フェリマは言い返そうとして、止めた。

　確かにナハトの言っていることは理にかなっている。一人の窮きゆう地ちに芋いも蔓づる式しきにはまっていくことは好ましい状じよう況きようではない。

　騎士団での訓練の中でも、時として仲間を見捨てた方がいい場合もあると教わっているのだ。

　ナハトはその覚悟を問うている。誰だれ一人ひとり守れぬ中ちゆう途と半はん端ぱな優しさなど不要だと。

「……分かった。誓おう。ただ一つだけ聞かせてくれ」

　フェリマはナハトを睨にらみ付つける。

「もし私が危機に陥った時、ナハトは私をやはり見捨てるか？」

「もちろん。俺はお前の手伝いだ。命を擲つ義理はない」

「そうか」

　フェリマは再び歩き出そうとして、また足を止める。

「……一つ言っておこう。ナハトは嘘うそを吐つくと手を今みたいにそわそわ動かす癖くせがある」

　途端にナハトは右手を体の後ろに隠した。フェリマはそんなナハトにもう一言告げる。

「冗談だ」

「…………」

「やーい、ナハト、顔真っ赤！」

　ケラケラとフェリマがからかえば、ナハトは身をワナワナと震ふるわせる。

「いやぁ。何だかんだで私を心配してくれているなんてありがたいな。しかもそれを素直に口に出せないところも可愛くて……」

「それ以上喋るな。本気で暗ア殺サるぞ？」

　ナハトが顔を真っ赤にしていたのが、フェリマにはとても印象的だった。
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　とある地下室に、亜あ麻ま色いろの髪かみをした女性が立っていた。

　彼かの女じよの正面には豪ごう奢しやな椅い子すに腰かけた男。その傍かたわらには藍あい色いろのドレスを着た妖よう艶えんな女が侍はべっている。

「――つまり我に貴様の復ふく讐しゆうの手伝いをせよ、ということか？」

　男はつまらなそうに亜麻色の髪の女性を一いち瞥べつした。

「はい。お力、貸してほしいのです」

　彼女が頷けば、男は冷ややかに笑ってみせた。

「我の庭で貴様が誰をどうしようが、それは構わない。ただし我は復讐には手を貸さん。何故なら復讐は時として『正義』となる。我は悪徳を望む者。正義など唾だ棄きすべきもの」

「……つまり私が『夜会』で復讐を果たすことは認めてくれるのです？」

「勝手にしろ。しかし人間の許可が無いと復讐の一つもできんとは、悪あく魔まとやらはよほど世せ知ち辛がらい存在だな」

「仕方ありませんわ」

　傍らの女が舐ねぶるような目をする。

「私たち悪魔は人間との契けい約やくの上で力を使いますもの。契けい約やく者しやの無い悪魔は往々にして弱いもの」

　馬鹿にされていると女性は感じるも、不思議と怒いかりは湧わいてこない。

　ただ眼前の二人の関係が気になり、女性は問う。

「……貴女あなたはこの方と契約を？」

「ええ、そうよ。私はあの絵を守るために召しよう喚かんされたの。地下室は湿しつ気けが多いから、魔ま法ほうできちんと守っていないと傷んでしまうのよ」

　女性は男の椅子の向こうにある壁かべに目をやった。

　そこには大きな肖しよう像ぞう画がが掛かけられている。

　それが椅子に腰こしかける男にとって何か大切なものであることは明白だった。何せ悪魔と契約するくらいなのだから。

　しかし契約には代だい償しようがある。

　たかが絵のために悪魔と契約してしまう人間。常識では考えられない。

「絵を守るために悪魔と契約を？」

「おかしな人でしょう。でもね、そこが気に入ったのよ。ご主人様はいい感じで狂っていらっしゃるから」

「……口が過ぎるぞ。我の剣けんは貴様ら悪魔をも殺すと知っての物言いか？」

「褒ほめたつもりでしたのに。お気に障さわるなら口を噤つぐみますわ」

　二人のやりとりを見て、女性は口を真一文字に結んだ。

　協力は得られなかった。けれど、『夜会』で何をやってもいいとお墨すみ付つきは出た。

　やってやる。絶対に殺ってやる。

　やつの存在があるために多くの人間が死ぬ。そんな状況を作ってやる。

　それが奴を最も苦しめる方法。

　憎にくき仇かたきの悶もだえる顔を思おもい浮かべれば、自然と笑いも零こぼれてくる。

「あのクソ騎き士し。ぶっ殺してあげるのです」

　ねっとりとした殺意が舌先からこぼれ出る。

　口の中で何度もその言葉を回し、女性は地下室を後にした。







二章　人身売ワルモノ・フ買之夜エステイバル







　騎士団本部がある王都グレモリスだが、その全域に騎士団の目が行き届いているわけではない。騎士団が自由に見回りを行えない場所もある。

　例えば王宮。これは当然である。騎士団員とはそもそも身分の低い貴族の子し弟ていがなるもので、おいそれと王宮には出入りできない。他にも他国名義の施し設せつや一部の宗教施設などには騎士団は自由に出入りできない。

　中でも厄介なのが花街だ。別に出入りを禁止する法律があるわけでもないのだが、名めい誉よある騎士団が薔薇文様を掲かかげて娼館通りを出入りするのは体てい裁さいが悪い。

　そのため騎士団は娼館街などに犯罪者が逃にげ込んだ場合はそこの元もと締じめと交こう渉しようして引ひき渡わたしてもらう方針にしているのだが、時には犯罪者を匿かくまったりする奴もいる。

　このような理由から、王都において花街は騎士団が見回りを行えない一種の結界として作用していた。中には外聞もへったくれもなく娼館に突とつ撃げきしていった騎士もいたのだが、そいつは紫し電でんを身に纏まとい犯罪者だろうが娼しよう婦ふだろうが委細構わず恐きよう怖ふを植え付けるような規格外の騎士なので参考にはならないだろう。

　底冷えのする夜の闇やみが王都に落ちたころ、王都の高級娼館『ショチケツァル』の前に一台の馬車が停とまった。

　御ぎよ者しやが素す早ばやく踏ふみ台だいを出し、客を地に下ろす。

　最初に降りたのは略礼服に身を包んだ青年だった。

　青年の手には鎖くさりが握にぎられており、その鎖を引っ張れば馬車からボロを着た美少女が転がるように出てくる。少女の華きや奢しやな首には毒々しい紅色をした首輪がはめられており、青年の持つ鎖はその首輪から伸びていた。

　最後に一人、肢し体たいをボルドーのドレスに包み、その上に黒テンの毛皮の外がい套とうを合わせた女が降りる。黒のレースのついた帽ぼう子しで顔を隠しているため、その年ねん齢れいは定かでない。

「騙だまされた！」

　馬車が足早に去るのを見送ると、首輪で繋つながれた少女が抗こう議ぎの声を上げた。

「何たる屈くつ辱じよく、何たる恥ち辱じよく！　こんな仕事だと知っていれば協力なんてしなかったわ！」

　するとドレスの女がため息を吐く。

「人身売買の場である『夜会』に参加する者は、商品を『夜会』に納めなければならないんだ。用意した商品の質が悪ければその場で入場を断られることもある」

　ドレスの女……フェリマが言えば、略礼服のナハトもそれに続く。

「つまりお前が美少女だからこの役になったんだ。悪く思うなよ。ちなみにフェリマに命令しようとしたら漏れなく俺おれのお仕置きな？」

「ぐぬぬ」

　そう。『夜会』に潜入するにはまず買い手がつきそうな美少女か美少年が必要。

　フェリマが西の魔技アイアン・ピグレットに会いにいったのもこの条件のためだった。

　商品になるような美び麗れい児なんて、そうそういるはずがない。となれば作ってしまうのが手っ取り早い。『夜会』で通用するような商品を作れる面師はあまりいない。

　そんな中、西の魔技が王都に来ていると分かれば『夜会』の参加者はその人に仕事を頼たのむだろう。ならば西の魔技に聞けば『夜会』の参加者の情報が仕入れられるのではないかと考えたのだ。

　残念ながら西の魔技からは参加者の名前は聞き出せなかった。お祭り好きのこの人物はここしばらく冬祭りの準備で忙いそがしく、怪あやしいと感じた仕事は目も通さずに断っていたのだという。

　犯罪に加担していなかったのでありがたいと言えばありがたいのだが。

「それにしても高級娼館か。確かに騎士団もおいそれと手出しできない場所だな」

　一見すれば高級宿。もちろん建物を高級にしただけで、実態は何ら変わりない。上玉を揃そろえているらしいが女のフェリマにしてみれば顔を顰しかめる程度の情報でしかない。

「噂うわさじゃ、ここはアスティスすらも強行突とつ入にゆうできなかった場所らしいぞ」

「アスティスが……？」

　ナハトが言うと、ルナが彼かれの名前に敏びん感かんに反応した。同時に少し顔を歪ゆがませ、かすかに背中を震わせる。

「ルナ様、あの時の傷が痛むのか？」

「大丈夫よ」

　ルナはちょっと弱さの漏れる笑みを浮かべる。先の事件でルナはアスティスによって大きな傷を受けた。

　不思議とルナはその傷の手当てにあまり魔法を使っていない。フェリマはルナがあの傷を消したくないのではないかと思う時がある。

　たとえ敵意の込められた斬撃でも、ルナにとってはアスティスからもらった大切なものなのかもしれない。彼への愛が歪んだ形で発はつ露ろしているのかもしれないが、フェリマはそれを指し摘てきしてはいけない気がした。

　あの傷はルナにとって深い意味を持つもの。第三者が容易たやすく触さわるべきではない。

「任務を確かく認にんするぞ」

　ナハトが一行の顔を見み渡わたした。

「フェリマは客、俺はその従者として内部に潜入。俺たちの目的は会場の隠し通路などの脱だつ出しゆつ経路を全て潰し、この会場自体を連中を閉じ込める檻おりへと変えることだ。魔ま女じよ、お前は商品として商品部屋に入れ。そこには商品となった者が捕とらえられているはずだ。お前はそれを守ってくれ」

　ナハトはルナへ指を突つき付ける。

「女の子だらけだからって呆ほうけるなよ？　もしもこの会場でトラブルが起きれば、会場の連中は逃げ出すだろう。その際自分たちの顔を知っている商品たちを生かしておくはずがない。必ず口くち封ふうじをしようとするはずだ」

　ルナも事の重大さが呑のみ込めたのだろう。

　頷いたその顔に緩ゆるみは一片も見られない。

　ひきしまった顔のまま、今度はルナが口を開く。

「フェリマ。騎士団にあの玉は渡してくれたかしら？」

「ああ。団長に預けておいた」

　フェリマはルナから小さな水すい晶しよう玉だまを受け取っていた。

　小さな玉にはルナの魔法がかけられており、ルナが魔ま力りよくを込めれば発光する。

　この玉で騎士団に突入の合図を送るのだ。玉が光れば、後からやってくる騎士団の主力が『夜会』に突入する計画になっている。

　魔法を使える関係上、突入のタイミングはルナが見計らうことにしてあった。

「じゃあ話しておきたいことがあるの。貴女の神聖魔法についてよ」

　神聖魔法――確かアスティスが戦いの中でぽつりと口にした単語だった。

　前回の戦いでフェリマは神聖魔法『誰も知らなネームレスい逆襲劇リベリオン』を発動させてアスティスに勝利している。その発動の鍵かぎとなったのは皮肉にもルナの「隷れい属ぞくの魔法」だった。

「神聖魔法は心に強く影えい響きようする魔法らしいの。火や土、風に雷かみなり……魔法には様々な属性があるけれど、心に作用する魔法は二つしかない。神聖魔法と禁術と呼ばれる類たぐいの魔法よ」

　魔法の使い手はそれぞれに適応する属性がある。フェリマは火、ルナは氷だ。

「貴女の神聖魔法は敬意の剣。相手に敬意を示すことができれば最強の剣になるけれど、逆に相手が下衆だったら発動すらできない。『夜会』に貴女が敬意を示す相手なんてまずいないでしょうから、今回は神聖魔法の力は借りられそうにないわね」

「やはりそうか……」

「そして神聖魔法の使い手のことだけど……」

　ルナは困ったような表情をしながらフェリマの顔を見る。

「……今は言わないでおくわ。私の方もはっきりとした調べができたわけじゃないし、大切なことだから間ま違ちがったことは言いたくないもの」

　ルナが奥おく歯ばに物が挟はさまったような言い方をしたのが不思議だった。何か訳でもあるのかもしれない。それは後のち程ほど聞いてみようとフェリマは考える。

　ルナが口を閉ざし、話は済んだ。フェリマは全員の顔を見渡す。

　さぁ、任務開始だ。




　瀟しよう洒しやな彫模様が施ほどこされた石造りの扉の前に、複数の男が整列していた。

　フェリマたち一行が近づけば全員が頭を下げる。その後、男の一人が頭を上げた。

「いらっしゃいませ。ドン・ヨーブ主しゆ催さいの舞ぶ踏とう会かいへようこそ。招待状をお見せいただけますでしょうか」

　不良閣下ドン・ヨーブ。

　周しゆう到とうな『夜会』の主しゆ催さい者しやにしては幼よう稚ちで杜ず撰さんな仮名だ。けれど遊んでいるとしか思えないその幼稚さ加減がどこか不気味にも思える。

　フェリマはナハトに目線を送った。ナハトは騎士団がゴーリア子爵夫人から押おう収しゆうした招待状を取り出すと、男に手て渡わたす。

「……ゴーリア夫人でいらっしゃいますか。確かにお招きしております。それでは会の掟おきてに則のつとり、ご寄付をお願いいただけますか」

　フェリマはまた一言も発さずナハトを促うながした。

　ナハトが手元の鎖を引けば、顔にボロを被かぶせられたルナが前に引きずり出される。

「では見聞させていただきます」

　ルナの周囲に集まった男たちがボロを落とす。夜の闇の中に露あらわになるのは、燈とう火かに照らされた、透すき通とおるような肌はだだった。

「なんと」

　ルナの姿を見た男が息を呑み、それからフェリマに言う。

「これは素晴らしい。このようなご寄付をいただけるとなると、こちらも相応の礼を尽つくさねばなりません。どうぞ今こ宵よいの会は特別席にて――」

　フェリマが鼓こ動どうを速める。

　不ま味ずい。特別席なんかに通されたら注目を浴びてしまって動きにくくなる。今回は潜入任務なのだ。

　するとフェリマの心の動きを察したのか、ナハトがすかさず言う。

「後々の面めん倒どうになるのは避さけたいので言うが、その娘むすめの背中には大きな火傷やけどの傷がある」

「火傷！　この玉の肌に……」

　男はルナを見て呻うめき、それからフェリマへと視線を戻した。

「残念至し極ごく。裂れつ傷しようは取とり繕つくろいようもあるのですが、大きな火傷は寄付の価値を下げます。ここまでのご寄付は滅めつ多たに見ないもので張り切ってしまいましたが、今回の特別席でのご観覧はご縁えんが無かったということで……」

　フェリマは残念そうな顔を作りながら、心の中で安あん堵どの息を吐いた。

　勿もち論ろんナハトを恨うらみがましそうに見る演技も忘れない。融ゆう通ずうの利きかない従者へと向ける目つきの演技には自信があった。普段ルナがフェリマに向ける目つきを真ま似ねすればいい。

「では、どうぞお通り下さい」

　目の前で石の扉が開かれていく。ルナを男たちに預け、二人は中へと進む。

　中にも案内人が影かげのように佇たたずんでおり、フェリマたちは彼の案内の下に廊ろう下かを進んでいく。床ゆかに敷しかれてフェリマたちの足音を呑み込む絨じゆう毯たんは素しろ人うと目めから見ても高級品だと思われる装そう飾しよくと厚みをしていた。

　やがて二人はとある部屋の前に通される。中に入ると高級そうな調度品が二人をもてなした。だが二人で過ごすには少し大きめというだけの部屋でしかなく、ここが『夜会』の会場だとは思えない。

　すると案内人がやおら壁かべ際ぎわの本棚へと近づきそれを横にずらした。隠かくされていた部分が露わになり、そこには隠し扉があった。案内人が扉を開ければ下へと続く階段が見える。

「この先が会場となっております。自由な一時をお過ごしください……」

　フェリマとナハトは目で会話をし、まずナハトが、次にフェリマが階段を下りる。

（地下があったのか）

　廊下にまで敷き詰つめられていた厚手の絨毯は地下の音を地上にまで届かないようにする用よう途ともあったらしい。

「……また扉だ」

　階段を下りて行った先、今までとは一風違ちがった装飾が施された扉が二人を迎えた。

　暗くてフェリマには装飾の細部まで読み取れなかったが、ナハトは夜目が利くらしく、暗がりの中でも扉をしげしげと眺ながめまわす。

「どうやらこの扉の先は、昔の地下宮きゆう殿でんだったようだな」

「読めるのか？」

「文字は全然。けれど神を意味する古代の記号がある」

「古代記号？　何でそんなものを読めるんだ？」

　フェリマが疑問を素す直なおに口にすると、ナハトはポリポリと頬ほおを掻かく。

「……旅人に、というか、冒ぼう険けん者しやに憧あこがれていたころがあったんだよ。閉ざされていた世界から逃げ出した以上は世界の全てを目に収めてやるってさ。その時にちょっと齧かじった」

　意外さからフェリマは目を丸くした。ナハトが旅人に憧れていたことではない。ナハトが自分のことを嫌いやがらずに語ったことだ。

　ナハトも自分らしからぬ行こう為いをしたことに気づいたようだ。咳せき払ばらいを一つし誤ご魔ま化かす。

「いよいよ会場だ。さぁて。かつての地下神しん殿でんは今やどうなっているのやら」

　軽口を叩たたきながらナハトが扉を開ける。

　扉の先にあった光景は――一言で表現するならば「劇場」だった。

　扇おうぎ状じようの形をした巨きよ大だいな地下空間に椅子やテーブル、絨毯が持ち込まれている。天てん井じようには幾いくつものシャンデリアが設置されており、地下だというのにかなり明るい。

　扇おうぎの要かなめに当たる部分……つまり最も視線が集まりやすい部分には舞ぶ台たいが設置されておりかなり本格的だ。おそらくバックスペースも造られているだろう。

　舞台は大楽団が十分に演奏できる広さがあり、見事なものだった。

「かなり広いな。俺たちが入ってきたところ以外にも脱だつ出しゆつ路ろは多数あるだろう。こりゃ、全部の脱出路を見つけるのは困難だぞ」

　ぼやくナハトと共に会場内に視線を巡めぐらせるフェリマ。その眼めが妙なものを捉とらえた。

　会場の隅すみに何かが積み上げられている。目を凝こらせば、それは壊こわされた石像であることが分かった。地下神殿で祀まつられていたのだろう聖像アイドルだ。神殿を劇場に改造する過程で邪じや魔まだと見なされたのだろう。

　この光景を見た時、最初こそフェリマはこれが示じ威い行動であると考えた。

　信しん仰こうの対象物を破壊したまま衆目に晒さらすことで、自分は神をも畏おそれぬ者であるのだと客にアピールするための演出である。そのように分ぶん析せきしたのだ。

　だが、それならばもっと聖像を客に見えるようにするだろう。示威にしては聖像の置かれ方があまりにも無造作過ぎる。まるで興味が無いかのようだ。

　――そうだ。興味が無いのだ。

　フェリマはその結論に行き当たる。

　この劇場を手て掛がけた人物……おそらく主催者は神に興味が無い。信仰に関心が無い。

　別に神を畏れるわけでも憎むわけでも、まして貶おとしめようなどと考えることもない。ただ興味がないのだ。無神論者というわけでもないだろう。主催者にとって神とはそもそもいないことを論ずるまでもなく、思考の外にいる存在なのだ。

　姿も知らぬ主催者が急に空そら恐おそろしく思えてくる。

　フェリマは自分よりもはるかに実力があるアスティスと戦っている。彼と戦っている時には恐怖を覚えた。だが、アスティスへの燃えるような敬意もあった。それはアスティスの心情を理解し、それに応こたえたいとフェリマ自身が思えたからだ。

　だが今回の敵である主催者は違う。理解できない。ただひたすらに不気味なのだ。

　三々五々と他の客が集まりゆく中、フェリマは正体の知れない主催者が、今も自分たちをじっと観察しているような気がして身を震わせた。




　　　◇




　ルナは自分を強い魔ま法ほう使つかいだと自負している。

　炎ほのおすら凍いてつかせる氷の使い手であり、戦せん闘とうともなれば身を引き裂さく冷気を、地を割る氷柱つららを、そして全てを封ふうじる氷結の獄ごく牢ろうを生み出し敵の心身を凍こおらしめる。

　アスティスやフェリマを形はどうあれ一度は破ったことのある戦闘実績は伊だ達てではない。

　最近はフェリマ関係で何かと痛い目を見ているが本当は強いのだ。

　本人がそう評するのだから疑ってはいけないのだ、と思っている。

　商品として現在二人の男に連れられているが、本気を出せばこんな男たちは十も数えないうちに倒たおすことができる。

　大人しく言うことを聞き従っているのは、商品部屋へ向かうためだった。

　商品部屋には多くの美麗児が閉じ込められていると聞く。

　まだ舌足らずな幼女が恐怖に身を震わせているかもしれない。

　誘ゆう拐かいされた深窓の令れい嬢じようが見張りの男たちの下げ卑びた視線に晒されて不安で瞳ひとみを涙なみだで満たしているかもしれない。

　そんな不安で血の気が引いた彼女たちの肌に温ぬくもりを与あたえたい。

　主に肌と肌との触ふれ合あいで。

「……ウフェ。ウフェフェフェフェフェ」

「おい、この商品いきなり笑い出したぞ」

「狂きよう人じんか？　返品したいな」

　男たちに連れられて地下へと潜もぐっていくルナだったが、その妄もう想そうには翼つばさが生えてどんどん大空へと飛び立っていく。肌もほのかに熱を帯びてきた。

　そんなルナに、男たちは薄うす気き味みの悪いものを見る目つきを向けた。

「……この商品から凄すさまじい邪じや念ねんを感じるんだが」

「早く部屋に放ほうり込んでおこうぜ。なんだかこの商品、嫌な予感がするし。まぁジークの旦だん那なに任せておけば大だい丈じよ夫うぶだろ」

「エヘラヘラヘラ」

　心なしか、男たちの足取りが早くなる。

　やがてルナが連れてこられたのは頑がん強きような錠じようが威い圧あつ感を放つ分厚い扉とびらの前だった。

　男の一人が扉を乱雑に叩いて呼びかける。

「旦那、ジークの旦那！　新しい商品です」

　男の声が大きいのは、大声でないとこの扉の向こうに届かないからだ。この扉の分厚さが、中に抱かかえ込んだ悲劇の大きさを無言で伝えてくる。

　普ふ通つうの少年少女たちではこの扉は突とつ破ぱできないだろう。

「旦那！　聞こえてますかい！」

　扉は何の反応も示さない。痺しびれを切らしたような男が本気で扉を叩こうと拳こぶしを振ふり上あげたところで――扉は開かれた。

　男が拳を振り上げたまま硬こう直ちよくする。開いた扉の先で立っていたのは、短たん槍そうを手にした男だった。高めの上背を利用し見下したように睨み付けてくる。

　鎧よろいや脛当て、マントを身に着けているのだが、その装備は模様などが統一されておらずバラバラだった。戦いの場で殺した相手から目ぼしいものを奪うばってきたのだろうか。

　全体的にどこか枯かれた雰ふん囲い気きを持っているも、眼光だけは萎しおれてなお尖とがる野の薔ば薇らの棘とげのように鋭するどさを失っていない。年齢の分からぬ風ふう体ていだったが、ルナは彼が三十五歳程度であると推測した。

　ジークと呼ばれたその男は、振り上げられた拳を睨み付ける。

「あ、すいやせん。これはですね――」

　言い訳しようとした男の首目め掛がけて閃せん光こうが放たれたのはその時だった。ジークが短槍を片手で素早く構えて刺突を放っていたのだ。勢いがついた鋼の刃やいばは風切り音を従え獲え物ものの首へ一直線に飛んでいく。

　穂ほ先さきが喉のど笛ぶえを食いちぎらんとするその一歩手前、ジークが槍を止めた。

　結果的に男は喉のど元もとに刃を突き付けられる形になり、声を掠かすれさせる。

「だ、旦那。何を……」

「暇ひま潰つぶしだ。ガキの見張りはつまらなくてたまらねぇ」

　ジークは微かすかに穂先を男の喉のどに当てる。ツゥ、と血の滴しずくが男の肌を伝う。

「手て前まえは用心棒として雇やとわれたんだがなぁ。宛あてがわれた仕事がガキの見張りとはどういう料りよう簡けんなんだろうなぁ。自分の槍が正当に評価されてないのかと思うとやりきれなくてつい無差別に攻こう撃げきしちまいたくなるんだよ」

　ジークの身体からはツンと酒の臭においがした。酔よっぱらっているのだろうか。

「しょ、商品に疵きずをつけるのはナシでお願いしますぜ……」

「ほぅ？　この状態で命よりも商品の心配か。お前さん、中々肝きもが据すわってるな」

　ジークは渋しぶみの利いた声で笑うと、一いつ瞬しゆんで槍の先をルナへと向ける。

「入れ。中では静かにしろ」

　ルナはジークの顔を見上げ、それからゆっくりと中に足を踏み入いれた。

　商品部屋の中は薄うす暗ぐらく妙みように生温かかった。目が慣れてくれば、やや広めの部屋に多くの人ひと影かげがあることが分かる。その数、およそ二十人。

　部屋の規模から考えればこれからもっと連れてこられるのだろう。

　数歩歩くと、背後で扉が閉ざされる音がした。振り向むけばジークがドアの前に座すわり込み水すい筒とうのようなものを傾かたむけてチビチビ呑やっている。

　ジークの目だけは暗がりの中でも爛らん々らんとしていて、油断のならない存在感をひときわ漂ただよわせていた。

「お姉ちゃんもつかまったの？」

　不意にルナに声がかかる。ルナが声のかかった方を向くと、そこには十歳もいかぬ少女の姿があった。栗くり色いろの髪にあどけない瞳。寝ね間ま着きのような麻あさのドレスを着ており、その手に熊くまのぬいぐるみを抱えている。

（お、お姉ちゃん……お姉ちゃんって！）

　脳に火矢が突き刺ささったような衝しよう撃げき。ルナの中で何かが弾はじけた。

（今まで言われたことがないから気づかなかったけど、何て甘あまく耳に響ひびくのかしら。姉のフィーネのことは普通に名前で呼んでいたけれど、お姉ちゃんって言葉の響きがこんなに嬉うれしいものだと知っていたらそう呼んだのに！　ごめんなさいフィーネお姉ちゃん……）

　何かを拗こじらせ始めたルナだが、幼女に相対する時はいたって淑しゆく女じよ面をする。

「どうやらそうみたいね。それより貴女、お名前は？」

「コレット」

　少女はぬいぐるみを脇わきに挟み、両手で指を七本上げてみせる。「七さい！」

　ルナは周囲とジークの様子を盗ぬすみ見る。この部屋に見張りはジーク一人のようだ。

　これは情報収集の好機。ルナはコレットを連れてジークから距きよ離りを置くと、声を小さくしてコレットと名乗った少女に聞く。

「ここにはあの男の他に見張りはいないの？」

　コレットは少し不安げに瞳を揺ゆらす。

「えっとね、本当は怖こわいおじさんたちがけっこういたんだけど、いなくなっちゃった」

「どうしてかしら？」

「あの人のせい」

　コレットがこっそりと戸口を塞ふさぐジークを指差す。

「あの人、ホントはえらい人を守るためにやってきたはずなんだって。けれどそういうお仕事をさせてもらえないって文句いってるの。んで、お酒のんで、あばれて、他の見はりの人をやっつけちゃうの。だから他の見はりはいなくなったの」

　ルナはもう一度ジークを盗み見た。

　おそらくあの男は要人警護の用心棒として雇われたつもりだったのだろう。だが実際は商品部屋の見張りを任された。その現状に誇ほこりが傷つけられた男は酒に浸ひたり、他の見張りを酒の勢いで排はい除じよしていったのだろう。

　あるいは他の見張りを倒すことで自分の力を認めさせ、要人警護の職につけてもらうことを期待していたのかもしれない。

　いずれにせよ酒の臭いを撒き散らかしているあの男に要人警護の呼び声がかかるとは思えなかった。

　ただ……

「あの男は貴方あなたたちに乱暴はしないの？」

「しないよ。どなったりはされるけど」

　そう。ただの酒乱なら貴重な商品の見張りを任されていたりはしないはず。

　商品には手を出ださないという雇われとしての矜きよう持じと槍の腕うでが、ともすればすぐにもクビにされてしまいそうな彼をこの職にとどめ置いているのだ。

「おいそこ。何を話してやがる」

　ジークの声が飛んだ。ルナとコレットが身を硬くする。

「ったく、またぬいぐるみのガキか。新入りが入る度にギャアギャアと姦かしましく……。いい加減にしないとお前さんが後生大事にしているぬいぐるみ、手前が取り上げるぞ」

　ジークが脅おどしの言葉をかけると、コレットがぬいぐるみを強く抱だきしめた。

「いやっ！　タヌキはわたさないもん！」

「クマ公に妙な名前を付けやがって！　これ以上騒さわげば本当に……」

「わたさないもん……ふぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇん!!」

　ジークの凄すごみが過ぎたのか、とうとうコレットが泣き出してしまう始末。ジークが頭を抱える。コレットのギャン泣きが閉ざされた部屋に反はん響きようし、音量が増しているのだ。

「ああ、分かった！　手前が悪かったよ！　だから泣なき止やんでくれ！」

「わ　だ　ざ　な　い　も　んぅぇぇぇぇぇぇぇぇん……」
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「新入り！　ぬいぐるみのガキを黙だまらせろ！　うるさくて敵かなわん！」

　ジークが半ば八つ当たり気味にルナへと怒ど鳴なる。

　ルナはそっとハンカチを取り出すと、涙を流すコレットの顔を優やさしく拭ふいた。

「ほら、怖くないわ。お姉ちゃんが一いつ緒しよにいてあげるから」

「……わたさないもん」

「大丈夫よ。タヌキさんは貴女のお友達でしょ？　誰だれも盗とったりしないわ」

　しばらくの間があり、コレットの息いき遣づかいが落ち着いてきた。

「……うん」

　コレットは微かに頷うなずくと、その小さな手でルナの着衣をぎゅっと掴つかんだ。

（かわいい）

　ルナがほっこりした気持ちでいると、ジークの声がかかる。「新入り。こっち来い」

　ほっこりした気分に水を差されたルナはささくれた気持ちでジークの所へ向かう。幼女との触れ合いを邪魔されて大変おかんむりだ。ジークに氷結魔法の一いち撃げきでもぶちかましてやろうかとも考える。

「何の用かしら？」

　ぶっきらぼうにルナが問えば、ジークはマントの下でもぞもぞと手を動かすと、小さな包つつみを取り出してルナの手に載せた。

　開けてみれば、それはクルミの焼き菓子だった。甘い香かおりは蜂はち蜜みつのものだろうか。

「礼だ。他の連中に気づかれないように食え。全員分は無いからな」

　ルナはジークの顔をまじまじと見る。

　酒を呑みながら焼き菓子を懐ふところに忍しのばせる。この男は両刀使いなのだろうか。

　あるいは……。

「ねぇ貴方」

　ルナは頭の中である仮説を組み立てながらジークに向かって尋たずねる。

　酒にはおおよそ合わぬ焼き菓子を持っていて、全員に行いき渡るかを気にするなんて普通のごろつきには思えない。ならば……

「ひょっとして子ども好き？」

　刹せつ那な、ジークのマントを突き破やぶって穂先が現れた。それはルナの左ひだり眼球にあとクルミ一つ分といった間合いで止められる。一瞬の早はや業わざに流石さすがのルナも悲鳴を上げた。

「お前さん、この行動が子ども好きのそれに見えるか？」

　ジークの獣けもののような唸うなり声ごえ。

　顔を蒼そう白はくにしながらルナは後ずさりし、そのままジークから離はなれた。

　甘かった。何が氷結魔法をぶちかますだ。幼女との触れ合いで頭が茹ゆだったに違いない。

　ルナは敵の力量認にん識しきを誤っていた自分を猛もう烈れつに恥はじる。

　ジークは強敵だ。

　彼があそこに居る限り脱出の機会は無いものと思わなくては。




　それから暫しばらく時間が経たった。

　一人、また一人と商品部屋の人数が増えていく。大半は少女だが、中には透き通るような容姿の少年の姿もあった。年齢などは様々だったが、恐怖や憂うれいの表情だけは誰の顔にも共通していた。

　そして十六歳くらいの少女が部屋の中に連れ込まれた時、商品部屋の中に緊きん張ちようの糸が張はり巡らされることとなる。

　少女が部屋に投げ込まれ、次いで鎧姿の大男が部屋に踏み入ったのだ。

　髭ひげ面づらで片眼鏡という出いで立たちのこの大男は痛がる少女を踏みつけて、彼かの女じよの苦痛の声で自分の耳を楽しませる。

　突とつ然ぜん始まった暴力に被ひ害がい者しやの少女は勿論のこと、部屋にいる他の子どもまで悲鳴を上げはじめた。

「んン～。実に耳に心ここ地ちよい悲鳴ですね～」

　男にしてはやけに甲かん高だかい声が、大男の喉から飛び出してくる。

「やはり警備の疲つかれは美少女の悲鳴で癒いやすに限りますね～。商品だなんだと言っても所しよ詮せんは奴ど隷れいですからね～。ちょっとくらい痛めつけても問題ありませんね～」

　大男はつま先で少女を蹴け転ころがして仰あお向むけにした。そのまま少女の腹の上に足を載せ徐じよ々じよに圧をかけていく。少女の吐と息いきに苦しみが溶とけ出していく。

「んっン～。どうやらこの部屋にはまだまだ美少女がいるようですね～。どうでしょう。私に踏みつけられてもいいという方はいらっしゃいませんかね～。心配しなくても皆みなさんの玉のお肌に瑕きずはつけませんよ。私、傷つけずに蹴けるのが得意なんですよ～」

　当然立候補者がいるはずもない。大男は困ったような声を出す。

「私信用されていないんですかね～。それも仕方ありません。初対面ですから。では私の技術をお見せしましょうかねぇ～」

　大男は歯は茎ぐきを見せて足あし蹴げにした少女に笑いかける。

　ゾワリ、と総毛立つような笑えみだ。

「今からこの美少女を使って実じつ践せんしてみましょうね。それで問題無いと判断したらぜひとも立候補して下さい～。あ、立候補が無い限り、私はこの娘を蹴り続けますよ。手加減はしますが、あまり蹴られ過ぎると命の保障は出来かねますよ～」

　足蹴にされた少女が助けを求めるように周囲を見渡す。

　別の誰かが犠ぎ牲せいになればあの少女は助けられる。しかし誰も名乗り出ない。

　どうする？　ルナは焦あせる頭を動かして計算する。

　あの大男は傭よう兵へい。『夜会』の傭兵ともなれば腕が立つに決まっている。

　魔ま法ほう補助道具である魔典を衣服の中に忍ばせてあるので勝算はある。ただ、今戦えば計画は大きく変へん更こうされることになる。

　計画か。目の前の美少女か。

（……女の子を傷物にするなんて嫌よ！　けれども計画も大切だし、ここは私が身代わりになって耐たえるしか！）

　自分が身代わりになる。

　悩なやんだ末の宣言が、喉元まで出かかった矢先だった。

「……待ちな」

　決して大きくはない、だが無視できない威圧感を含ふくむ声がする。

　ジークだ。

「お前さん。そろそろ自重してもらおうかい」

　言葉には微かに殺気が滲にじんでいる。

「おや。誰かと思えば、酒飲みの傭よう兵へい崩くずれさんではないですか～」

　大男は今しがた気づいたとばかりにジークを挑ちよ発うはつしてみせる。

「子どものお守りご苦労様です。どうぞお邪魔はしませんので、私が遊んでいる間、酒を飲んでいて下さいな～」

「そうしたいのは山々だが、むさい男が目の前をちょろちょろしていると酒が不ま味ずくなりやがる。ましてその男が変態とあってはなおさら不快だ」

　ジークはのっそりと立ち上がる。右手の短槍の穂先がダラリと不ふ吉きつに下がっている。

「んン！　面おも白しろい。私とやり合うおつもりですか～」

　大男の目にも剣けん呑のんな光が宿った。そのまま彼は腰こしの剣けんを抜ぬき放つと正面に構える。

　その剣は血ち抜ぬきが普通の剣よりも深く作られており、構えた切っ先はほんの僅わずかに垂れ下がっていた。

　深い血抜きはこの剣が刺突で威い力りよくを発揮するものであることを示し、垂れた切っ先は男の肩かたと手に無む駄だな力が入っていないことの証しよう拠こ……つまり男の実力を表している。

　出来る。素人しろうとのルナでもはっきりと分かる実力者だ。

「どんな剣の達人でも酔えば腕が鈍にぶくなりますよ。まして私くらいの使い手を前に、酒を入れて戦うのは冗じよう談だんが過ぎるでしょう。まぁ、あなたの酒が抜けるまで待つつもりはもうありませんけどね～」

　大男の言葉は正しい。

　傭兵というと飲んだくれの荒あらくれ者ものという印象をもたれることがあるが、一流の傭兵は酒から一定の距離を置く。

　酒は気分を高こう揚ようさせて闘とう志しを湧わかせるだの、傷を受けても痛覚が鈍るので戦い続けられるだのという話は全すべて二流以下の傭兵の間に広がるデタラメだ。剣で切られた痛みは酒程度で鈍るものではないし、痛覚を鈍らせるほどに飲んだらそもそも戦闘で使い物にならなくなる。

　一流の傭兵が酒を持ち歩くのは、消毒、解げ毒どく、敵の追つい跡せき犬の鼻を潰つぶす手段という風に、飲む以外で活用するためだ。酒を嗜たしなむ一流も無論いるが、戦う前に飲む奴やつはいない。

「さぁ、いきますよ～！」

　ジークに酒が入っている時点で大男の勝利は決まったようなものだったが、大男の攻撃に油断の二文字は無かった。

　大男は巨きよ躯くに似合わぬ素す早ばやい突とつ進しんを仕し掛かける。

「クク。酒を飲んでいたら勝ち目はない、ねぇ」

　大男の強きよう烈れつな打突が迫せまるのを前に、ジークはニヤリと口こう唇しんを持ち上げた。

「……手前だって承知してるさ」

　その次の攻こう防ぼうがルナには見えなかった。

　ジークと大男が交差し、火花が飛んだのは分かった。

　そして大男の方が白目をむいてふらつき、ジークが顔を顰めながら右手を振っている。

「まさか、あなた……酔っては……」

「お前さんもやりやがる。手前の右手、小指の骨はどうやらイッちまったようだねぇ」

　大男は何かを言いかけると、そのまま地面にどうと伏ふした。

　その音を聞いたジークはマントの一部を千切ると固定具として右手の小指に巻く。

「剣での突とつ撃げきで相手を突き倒して首を斬きる戦闘法。元はロザランドの突撃部隊か」

　大男を扉の外に放り出し、どこかやるせない吐息を漏もらしたジークはまたも戸口の前に座り込む。

　そして何事も無かったかのようにまた水筒を傾ける。

　ルナはしばらく迷ったが、ジークに再び近づいた。

「ねぇ」

　小声で話しかければ、ジークは面倒そうな表情を浮うかべる。

「何だ？　焼き菓子のおかわりならやらんぞ」

「違うわよ。その水筒の中身、水ね？　あなたの息からお酒の臭いがしないもの」

　ジークが眉まゆを動かす。

「体に酒の臭いをまとわせているだけ。本当は酔っていないんでしょう？」

「だったら何だ。水を飲ませてほしいのか？」

「理由が知りたいのよ。貴方ほどの槍の使い手がこんなところで、しかも酔ったふりまでして燻くすぶっている理由。その気があれば騎き士し団だんにも入れるでしょう？」

「そう、騎士団。手前がここにいる理由はその騎士団だ」

　ジークの眉み間けんに皺しわが寄った。

「いい暇潰しだから話してやろう。どうせ、知られたところで問題ない」

　その言葉に不吉な響きを匂わせるジーク。

　ルナは警けい戒かいを緩めずにジークの話に耳を傾ける。

「手前は騎士団に戦友を殺されているんだよ。だから奴らに復ふく讐しゆうする」

「復讐……」

　ルナの脳のう裏りで紫し電でんが弾けた。ルナは頭を振ってそのイメージを追おい払はらう。

「それがどうしてこんな場所に繋つながるのかしら」

「手前の勘かんだが、騎士団の連中は既すでに今日の『夜会』を嗅かぎ付つけている。おそらく主力を送り込んでくるだろう。その時に狙ねらわれるのは主催者だ。つまり、要人警護をしていれば確実に騎士団の連中と殺し合いができる。騎士団連中にとって『夜会』の奴に殺されるのは耐え難がたい屈くつ辱じよくだからな。いい復讐になりそうだ」

　ジークがニヤリと笑う。

「お前さん。顔色が悪いぜ。どうかしたかい？」

　ルナは手にじっとりと汗あせがにじんでいるのを感じた。

　この男は危ない。勘だか何だか知らないが、騎士団の動きを察している。

　そして、ルナがただの「商品」でないことにも感づいているようだ。流石さすがにフェリマのスパイであることまで察しているわけでは無さそうだが。

　ここから離れた方がいい。ルナの第六感はそう言っている。

　だが、ルナにはまだ気になることがあった。

「だったら、どうして酔ったふりをしてまでこの部屋にいるの？　その槍の腕を活かしてとっとと要人警護をすればいいじゃない。ひょっとして貴方やっぱり――」

「違う！」

　ジークが犬歯をむき出しにする。「手前は子ども好きじゃない！」

「まだ何も言ってないじゃない」

　ジークがハッとした表情になった。無論、ルナが見み逃のがすはずもなく。

「……ふーん」

　ルナはジークに蛆うじ虫むしを見るような目を向けた。

「戦友の復讐よりも、あどけない子どもたちを選んだのね。この……ロリコン」

「ロリコンじゃない」

　ジークの顔に玉の汗が浮かぶ。

「手前は小しよう児に性愛者じゃない。違う。そういうんじゃない」

「犯罪者はみんなそう言うのよ」

「違う！」

　ジークの声に怒ど気きが宿った。

「手前のはそういういかがわしいものじゃない！　例えるなら……そう、あれだ！　久しぶりに孫が訪ねてきてくれた退たい役えき将校のような心持ちだ！」

「設定が現実的で気持ち悪いわ」

「お前さんには分からねえだろうな。歳を取った男の寂せき寥りようってやつが。孫の顔ってやつは乾かわいた日々を優しく癒す慈じ雨うなんだよ」

「誤魔化さないで。その例えは貴方がロリコンであることの否定になっていないわ」

　ジークという男、極きわめて怪あやしい。

　さっきだってムキになって槍を突つき出してきたあたり、解かい釈しやくは間ま違ちがっていないはず。

　今やルナの目は、犯罪者を取り調べる騎士団員のそれよりも鋭くとがっている。

「……ロリコンじゃない。もっと純じゆん粋すいで文学的で健全で清せい廉れんで青少年に優しい感情だ」

　噛かみしめた歯の隙すき間まからジークが漏らした。

「ふーん。つまり、子ども好きだからここにいるのね」

「そんなんじゃない」

　ジークの顔には疲れの色があった。

「……手前は、ここにいる子どもたちのことを忘れないためにここに留とどまっている」

「どうして？」

「疑問に思わないのか？　この『夜会』の仕組みに」

　ルナが首を傾かしげると、ジークは噛みしめるように説明する。

「参加者は商品を持ち寄って商品を買う。これではただの露店市バザーだ。客にとって利益が少なすぎる」

　確かに。

　美少女を手に入れようとするならば、それに値する美少女を『夜会』に渡わたさなければならない。騎士団に狙われるリスクを考えれば『夜会』の仕組みは危険の割に旨うま味みが無い。

「だから『夜会』はもう一つの顔を持つ。それは禁術の魔典や武器。麻ま薬やくや禁制の魔法薬などの市場だ。客は商品の他にそういったものを求めてくる。スリルを求めてな」

　そして、とジークは続ける。

「それらの商品は『福袋ギフト』と呼ばれる方法で売りさばかれる。商品の子どもたちの中から一定数を選び出し、その腹を裂いて中に麻薬や武器などを入れ、縫ぬい合わせる。その商品を買った客は中に何が入っているかを楽しみにしながら、持ち帰って取り出すわけだ」

「取り出すって……」

「やり方は知らん。医師を雇うところもあれば、生きたまま腹を裂くような奴もいる」

　その光景を想像し、ルナは咄とつ嗟さに自分の口元を手で押おさえた。

「意外や意外。こういった商品は女性客に人気らしいぞ。男は面倒を好まないそうだ」

　知りたくもない薀蓄を披ひ露ろうし、ジークが虚うつろに笑う。

「お前さんは気づいていたか？　何人かの商品がここから連れ出されていたことに」

「……まさか、お腹なかに仕込まれるために？」

　ジークが貫つらぬいた無言が、ルナの推測を肯こう定ていする。

「大変！　すぐに止めないと」

「どうやって？」

　ジークの声が冷える。

「ここには各地から集められた手て練だれが傭兵として雇われている。何人かは魔法の使い手でもある。お前さんが仮に特別な力を持っていたとしても勝てはしない。そもそも――」

　ジークがマントの下で手を動かした。短槍を握にぎったのだ。

「――手前がここを守っている限り、脱だつ走そうは不可能だ」

「脱走する気はないわ」

　ジークの突破が不可能であることは承知だ。

　だったら無理に突破しなければいい。どうどうとこの部屋から出る方法はある。

　ルナはジークに背中を向けると自分の衣服をゆっくりと脱ぬがした。露あらわになる雪の肌はだ。その背中に火傷やけどとも裂れつ傷しようともつかぬ醜みにくい傷があるのを見て、ジークが息を呑のむ。

「お前さん、これは……？」

「私の肌はもう傷物なの。今いま更さらお腹に縫い痕あとができても誤差の範はん囲いだわ」

　だから、とルナは背中を向けたまま頼たのむ。

「もし、次に連れて行かれる子どもがいるとしたら、それを私にして頂ちよう戴だい」

　ルナが向き直ると、ジークが呆あつ気けにとられたような表情をしているのが分かった。

「怖くはないのか？」

「怖いわよ」

　ルナは素直に認める。

「だけど可愛い女の子まもるべきものをここで見捨ててしまったら、明日の私は今日の私を許せなくなるわ。自分のことを呪のろいながら生きていくのは嫌なの……あの人のように」

　そう言うルナの頭には一人の男の姿があった。

　守るべき者を守れず、最さい期ごは自身すらも復讐の対象として焼き殺した男。

　アスティス・クリムバーン。彼かれもまたルナが自分のような生き方をすることを望まないだろう。そうだろうと信じたい。

「……お前さん、いい度胸だなぁ」

　ジークが呟つぶやいた瞬しゆん間かん、分厚いドアが強くノックされ向こうから声が届いた。

『ジークの旦那。実はもう一つ「福袋ギフト」の仕込みが必要になりましてね。ついては部屋で誰か適当に見み繕つくろってもらいたいんですが』

　ジークはルナを再度見て、ルナは頷きでそれに応じた。

「……貴方に言っておきたいことがあるの。貴方は騎士団への復讐のためにここにいるそうだけど、騎士団員にもいい人はいるわ。私に貴方の復讐を止める権利はないけど、それだけは伝えておきたいの。貴方にも後こう悔かいはしてほしくないから」

「……お前さんの言葉、覚えておこう」

　ルナはジークに微笑ほほえみかけて、彼が開けた扉から外へと出ていく。

　部屋の子どもたちを見捨てるわけではない。

　連れ出された子どもたちを助け、必ず戻もどってくる。子どもたちを守り抜くために。
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「紳しん士し淑しゆく女じよの皆みな様さま、ようこそお集まり下さいました。ただいまより『夜会』を開かい催さいいたします」

　地下神しん殿でんを改築した劇場。その舞ぶ台たいで光を浴びながら、司会の男が高らかに『夜会』の開催を宣言した。

　光がだいぶ強くなったことで、今なら会場が見み渡わたせる。

　広さはかなりある。音楽会と寸劇会を同時開催できそうだ。

　既に人が多く集っている会場。フェリマとナハトの姿もそこにはある。

　雰ふん囲い気き溢あふれる薄うす暗くらがりの中で、フェリマは目を凝こらして参加者の顔を見分けていた。

「……モルデット子し爵しやくの姿がある。孤こ児じ院いんなどに多大な寄付をしている篤とく志し家かだったのにまさかこんなところにいるなんて。それにあちらには大だい富ふ豪ごうの……」

「しっ」

　ナハトが唇くちびるに指を立てた。「何か始まるようだぞ」

　フェリマとナハトは舞台へ目を向ける。司会者が大おお仰ぎように一礼してみせた。

「会の前座を兼かねて主しゆ催さい者しやよりちょっとした余興がございます」

　司会者が指を鳴らすと、舞台に二人の少女が連れ出される。

　舞台に光が当てられているためよく見えるが、たとえ薄暗がりの中であってもはっきり見えるほどに、彼女たちの表情には恐きよう怖ふと疲れの色があった。

　司会者は得意げに手を広げる。

「こちらは双ふた子ごの姉妹。これより皆様に姉きよう妹だい愛あいの美しさをご覧に入れましょう」

　司会者は勿もつ体たいをつけるかのように聴ちよう衆しゆうを見渡して、懐から小こ瓶びんを取り出す。

　それを姉妹のうちの片方の口をこじ開け、無理やり中身を注ぎ込んだ。

　中身を飲まされた方は司会者の手から解放されると、その場に両手をついて勢いよく咳せき込む。

　直後、少女の顔色が目に見えて悪くなり、体が小刻みに痙けい攣れんを始めた。

「だ、大丈夫!?」

　もう一人の少女が駆かけ寄よるが、震ふるえる少女は姉妹の悲痛な叫さけびに応じる余よ裕ゆうもない。

　ただ己おのれの中からこみあげてくる苦しさに蹂じゆう躙りんされ続ける。

「さぁー大変なことになってしまいました」

　司会者の男が白々しくも声を張り上げる。

「今彼女が飲んでしまったのは猛もう毒どくです。この毒を飲んだ人間は体の底からこみあげてくる悪お寒かんと息苦しさに苛さいなまれ、やがては死に至るという恐おそろしい毒なのです」

　話を聞いた姉妹が悲鳴を上げる。姉妹の一人が毒を飲んだ少女の背中を必死でさするが意味が無い行動であった。

「このままではこちらの少女は死んでしまいます。ですが、ここに集まるのは紳士淑女の皆様。皆様は恵めぐまれない子にも救いの手を差さし伸のべる優しい方々であると私は知っております」

　司会者の台詞せりふ回しに、会場のあちこちで笑い声が起きる。

　その笑い声を満足そうに全身で受け止めた司会者が指を鳴らす。すると舞ぶ台たい袖そでから大きなテーブルが運ばれてきた。その上には番号がふられた九つの甕かめが載せられている。

「薬の入った九つの甕。実はこの中の一つに解げ毒どく薬やくが入っているのです。こちらの姉は果たしてその一つを見つけ出し、妹を救うことができるのでしょうか!?」

　ちなみに、と司会者は笑みを深くする。

「間違った薬を飲ませても心配ご無用です。妹はきちんと楽になれるでしょう」

　その言葉に込められた意味が分からぬ姉ではなかったようだ。

　つまり、九つの甕のうち一つは妹を救える解げ毒どく剤ざい。あとは全部猛毒だ。

「制限時間は妹が死ぬまで。時間制限はありません。じっくりお考えを。では開始！」

　大だい歓かん声せいが起きる中で、双子の姉は呆ぼう然ぜんとテーブルの前に立ち尽つくす。

　見ているフェリマは歯を食いしばっていた。

「くっ……こんなバカなこと、今すぐにでも」

「よせフェリマ。丸まる腰ごしのお前が出て行ってもどうにもならんぞ」

　ナハトは腕うで組ぐみをしながら甕を注視する。

「症しよう状じようから見るに、あの子が飲まされたのはウロキリソウの毒のようだ。あれの解毒薬は強い刺し激げき臭しゆうが――」

　フェリマは舞台へ声を飛ばそうとした。臭いを確かめろ、と。

　だが司会者が思い出したように付け加える。

「そうそう。その甕には蓋ふたがしてありますが、中には臭いを嗅いだだけで意識が飛ぶような毒もございます」

　フェリマの喉まで出かかった言葉が、スゴスゴと引き下がっていく。

　そんな劇薬まで仕込まれているのでは迂う闊かつに臭いを調べろなんて言えない。

「何か方法は無いのか？」

「俺おれだったら五十と数えずに解毒剤の甕を探し出せるんだが、甕を調べられないことにはどうしようもない。とにかく焦るな」

　ナハトが言うには、ウロキリソウの毒で死ぬには半日は必要だと言う。

　この場で憂ゆう慮りよすべきは妹の苦しみの姿に耐えかねた姉が早まった行動を起こすこと。

　焦りのあまり間違った甕を開けてしまえば、双子は助からない。

「ここで、観客の皆様だけにヒントを一つ差し上げましょう」

　司会の男が少女に見えないように、懐から折りたたまれた布を取り出すと広げる。

　布には大きく文字が書いてあった。

　――解毒剤は奇き数すうの甕に入っている。

　助けようとしている少女が司会者の行動に気付き、慌あわてて文字を見ようとしたときには司会者はもう布を折りたたんでいた。

「奇数だ！」

　観客から声が飛んだ。

「奇数の甕に毒が入っているぞ！　解毒剤は偶ぐう数すうの甕だ！」

　続けて「いや、その言葉は嘘うそだ」「甕の中は全部毒だ」などと言った言葉が飛とび交かう。

　少女は目に涙なみだを浮かべて必死で言葉を拾おうとしていた。だが、その言葉のどれもが心無い嘘に満ちている。

　フェリマは許せなかった。

　観客たちもだが、何よりこの場で何もできない無力な自分がだ。

　その時、舞台の上で苦しんでいた妹が血を吐はいた。

　毒の影えい響きようによるものだ。床ゆかに数すう滴てき、血の飛沫しぶき。

　吐くといっても口元から血が伝う程度だったが、赤黒いその色が姉の思考力を奪うばう。

　妹を救いたい一心で、姉は甕を一つ掴んだ。

　その番号は――４。

「「駄だ目めだ！」」

　フェリマとナハトは同時に叫んだ。

　しかしその声は聴衆たちの大歓声によってかき消される。

「いいぞ嬢じようちゃん！」「妹さんを救ってあげなよ！」「それで正解だぞー」

　姉は真っ白になった頭で、震える手を甕の蓋に伸ばす。

　もしあれが開けただけで被ひ害がいを受けるような猛毒入りだったら？

　目の前で少女たちが死ぬのを見逃すのか？

　作戦の続行か、この場に割って入るか。どれが正解なのだろう。

　舞台の上の少女はフェリマの苦く悩のうも知らず、死の甕の蓋を開けようとした。

　そして――
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　舞台の少女が甕を手に取る、その少し前。

　ルナは男たちに連れられて、湿しつ気けのこもった部屋に通された。

　そこの壁かべは非常に分厚く、どれだけ叫ぼうとも声が外に漏れない造りになっている。

　部屋の中にはエプロンのようなものを着た三人の男たちが待ち構えており、その着衣には点々と血が飛んでいた。

　部屋の真ん中には子ども一人を乗せて丁度いい大きさの机。

　この上で本物の商品を仕込まれるのだろう。ルナは表面上こそ冷静に、だが内に怒いかりの火を宿す。

「これが最後の『福袋ギフト』か」

　男の一人がルナを掴むと乱暴に机の上に乗せた。

　仰向けに机の上に転がされ痛みで顔を顰しかめると、三人の男はルナを取り囲んで荒あら縄なわなど拘こう束そく用具を取り出す。

「心配いらないよ。ちょっと固定して、眠ねむくなってもらうだけだからね。痛くないよ」

　赤黒い液体が滲んだ物ぶつ騒そう極きわまりない縄なわを手に持った男が猫ねこなで声を出した。

　ルナは赤みがかった目で男を睨にらむ。

「何が心配いらないですって？　無む垢くな少女たちに酷ひどいことをしておいて」

「酷いことなんてしないさ。ちょっとした検査だよ」

「ご禁制の物品をお腹に仕込む検査なんて初めて聞くわ」

　男たちは互たがいに目を見かわした。

「何ど処こでそれを知った？」

「悪事は必ず露ろ見けんするものよ」

「……なるほど」

　男の一人がルナに見えるよう手を掲かかげて見せた。

「ならば話が早い。これがお前に入れられるものだ」

　その手には、小さな小瓶が握られていた。

（何かしら？）

　ルナは小瓶を見つめる。

　妙みような胸むな騒さわぎを覚えた。

　禁制の品だから碌ろくでもないものだろう。だが妙に心がざわつく。

　目を凝らしたルナは、一つの可能性に行き着いた。

　ありえない。しかし、まさか……

　目を見開くルナを見下し、男はニンマリと笑う。

「教えてやるよ。これはバスカっていう麻薬の原材料だ。それも北の方にあるティゴザって町から送られてくる飛び切りの純度のやつさ」

　その言葉が、ルナの耳を抉えぐった。

「……ティゴザの、バスカ？」

「これも知ってるのか？」

　知っているも何も、ティゴザのバスカはルナが主導で作っていた。

　尤もつともルナは麻薬として売りさばいていたのではない。あくまで薬としての目的だ。

　売人から何までしっかりと素す性じようは調べ上げたつもりだった。薬の流れも確かく認にんしていたはずだ。それが『夜会』に流れている？

　何な故ぜ。どうして。

　そんな言葉が頭の中で回っている。

「ティゴザで良質のバスカが採れるんだが、売人が中々固いやつでな。俺たち『夜会』にバスカを流そうとはしなかったんだよ」

　当然だ。しっかり管理していたのだから。

「だが、ティゴザで大きな事件があってな。新しく執しつ政せい官が赴おもむいたが、そいつがこれを横流ししているって寸法だ」

　ルナの血が凍こおる。

「ありえないわ。ティゴザには騎士団からの委い託たくで執政官が派は遣けんされたはず。その執政官がどうしてそんなことを？」

「よく知ってるじゃないか。だが、途と中ちゆうで執政官が妙に腕利き揃いの盗賊たちに襲しゆう撃げきされ死亡し、道中でまったく別人にすり替かわっていたことは知らなかったようだな？」

　ルナは思わず唇を噛む。

「本物を殺して、『夜会』の手のものを執政官として送り込んだのね……」

「正解。ご褒ほう美びに高純度のバスカをあげよう。ただし、お前の腹の中にだ」

「この上に会場がある。すぐに売られちまうよ」

　男たちが本格的にルナを押さえ込む。

　その手がルナの肌に触ふれた。

　ひんやりとした肌。まるで刃やいばのような。

（……ごめんなさい、みんな）

　ルナは静かに詫わびた。

　それはフェリマに、ナハトに、そして商品部屋の子どもたちへの計画変更の詫び。

　やっと、ティゴザは元通りになるはずだったのだ。

　アスティスという「恐怖」から逃のがれ、自ル分ナという「悪」から解放され、新しい執政官の下で貧しいながらも健全な町として歩み始めるはずだったのだ。

　だが、その歩みは『夜会』により妨さまたげられた。

　しかも自分が念入りに管理していたバスカをこうも簡単に流されて。

　否。自分にそれを責める資格はない。

　理由はどうであれ自分は麻薬の原材料を流していたのだ。それだけで十分に罪。バスカのことで『夜会』を責める資格は自分にない。

　因果応報だ。フェリマのように正義を掲げる権利は自分にない。

　それでも『夜会』を見過ごすことはできない。

　悪人には悪人なりの矜きよう持じがある。

　絶対に許さない。

　ルナは掴つかまれていた右手を強ごう引いんに振ふりほどき、自分の着衣の中に突っ込んだ。

　右手が目当ての感かん触しよくを覚える。それは、服の中に隠かくし持もっていたルナの得意分野。

　魔典だ。ルナが呪じゆ文もんを唱え本に魔ま力りよくを送り込むと、あらかじめ本に記されていた魔法が一いつ瞬しゆんで発動した。

　ルナの身体が青白い光を放ち、周囲に寒風を撒き散らかす。

　悲鳴が漏れぬよう密閉された室内で風は逃にげることなく荒あれ狂くるい、男たちはその風に飛ばされ石壁に勢いよく叩たたきつけられた。燈火ともしびが次々消えゆく中、男たちの意識も次々と闇やみに沈しずんでいく。

　そして灯あかりが無くなった部屋で、ルナの身体だけがその位置を主張する。

　ルナの身体は氷のドレスを纏まとっていた。氷の靴くつを履はき、氷のティアラを冠かんする彼かの女じよは闇の中でも光ひかり輝かがやいている。

「本当にごめんなさい。けれど、私は『夜会』をもう許せない……！」

　発動した魔法『氷天アイスバーン』はルナを冷気の支配者へと変える魔法。効果は一時的なものだが、発動中のルナは氷の女王と形容できるくらいの氷を操あやつることができる。

　その力で生み出だした氷ひよう柱ちゆうで身を覆おおいルナは上じよう昇しようする。

　向かうは天てん井じよう、その向こう。

　許されぬ者たちが待つ舞台だ。







三章　横槍サプライズ







　それは床を突き破やぶって現れた。

　フェリマとナハトの声がかき消される中。少女が４の甕を開けようとした刹せつ那な。舞台の床から巨きよ大だいな氷柱が出現した。

　場の全ての視線は氷柱へと向けられる。甕を開けようとした少女の手は、虚こ空くうで彫ちよう像ぞうのように止まっていた。

　――パリン

　透すき通とおった音を立てて巨大な氷柱が砕くだけ、いくつもの小さな氷の結けつ晶しようへと変わる。

　氷の粒つぶが灯りを受けて舞台で煌こう々こうと輝く中、氷のドレスに身を包つつんだ美少女ルナ・ホワイトメアが静かに舞台へと足を下ろした。

「……これも、余興なのか？」

　水を打ったように静まり返る会場で、呆ほうけたような言葉が観客から漏れる。

　流石に会場を警備していた者たち――たぶん腕利きの雇やとわれ――は余興ではないと察したらしく、素早く舞台に躍おどり上あがりルナを取り囲む。その数、ざっと十人。

「あの魔ま女じよ何をやってるんだ」

　フェリマの横でナハトが苛いら立だたしげな声を上げる。

「計画では商品部屋で待機し、あの魔ま法ほうを使って子どもたちを守り続けるはずだったろ。こんなところでどうして……」

　フェリマにも理由は知れない。ただ、ルナに何かが起きたのには気づいた。

　ルナの表情に苦く悶もんと怒りの色があったのだ。

　他の者から見ればただ美しいだけの少女の顔。付き合いがあるフェリマだからこそ分かるルナの気持ち。

　計画を変へん更こうしてでも無視できない衝しよう動どうがルナに生まれたのだろう。

「貴様、何者だッ！」

　舞台に上がった傭よう兵へいの一人が詰きつ問もんした。持つ剣はまっすぐにルナへと向けられている。

　ルナは会場を一いち瞥べつすると、怒りを宿した目を傭兵たちへと向ける。

「……暴れさせてもらうわよ」

　ルナの声は小さかったが、不思議と会場内の全員に伝わった。

　攻こう撃げき意志のある声だ。

　殺気に敏びん感かんな傭兵たちが本格的な攻撃態勢に移るのに先んじてルナが仕掛ける。

　ルナは素早く指で宙に文様を描えがき、魔ま法ほう陣じんを作る。同時に口は呪文を唱えていた。

「我が陰に敵ゆだんはしない　敵こそ我が陰なさけもかけない　光に向けばちよつとじしん心に陰をはないけれど　陰を制せば新これがわたしのあ陰を畏れよたらしいちから！」

　宙に展開した魔法陣がルナの呪文と魔力に呼応し、透き通った棒状の物体を生み出す。

　床に突き刺ささったそれは氷の剣けん。

　フェリマたちの知っている剣とは一風変わっており、片方にしか刃が無い。緩ゆるやかな刃の反りもどこか血なまぐさく、芸術品の美しさの中に殺気を秘ひめている。

　その剣が突き刺さっている地点を起点に、舞台の床が凍りついていく。

「魔ま法ほう使つかいの近接戦せん闘とうを見せてあげるわ。これが私の新技『氷結向日葵の移り香アイスヒユーガ』！」

　氷が舞台を侵しん食しよくし尽くしたところでルナは叫ぶと剣を抜ぬき、構えた。

「「剣けん術じゆつ!?」」

　フェリマとナハトの驚おどろきの声が重なる。

　剣に生きている傭兵たちを相手に、剣で挑いどむ魔法使い。ありえない光景だった。

「……いや」

　ナハトの声がすぐに冷静になる。「これは、案外……いけるか？」

　フェリマがナハトの言葉の意味を尋たずねようとする前に、舞台でルナが傭兵の一人に高速で接近した。

「なっ!?」

　傭兵は剣で迎むかえ撃うとうとするも、足場が氷漬けのため滑すべって対応できない。ルナがその脇わきを駆け抜ければ、傭兵の身体に鋭するどい傷が生み出される。

　傭兵たちの顔色が変わった。

　魔法使いは近接戦闘が不得手というのが一いつ般ぱん常識だ。その魔法使いに剣で負けるなんてありえない。そのありえないことが現実に起きている。

「なるほど」

　感心した声を上げているのは、舞台を見つめているナハトだ。

「魔女が現在発動中の魔法は、確か一定時間冷気の支配力を強めるものだったな。あれで地面を凍らせて相手の自由を奪い、自分は魔力を使って氷上を自在に動く。達人も足あし腰こしが定まらない場所では動きが鈍にぶる。まして相手に高速で突っ込んでこられたらなおさら反応できないって寸法か」

　ナハトの言葉通りルナは次々と傭兵たちに手傷を負わせていく。

　ルナの剣の腕うでは素人しろうと以下だが、相手が氷の足場で身動きが取れないのに対してルナが氷を自在に動けること。そしてルナの持つ氷の剣が異様な切れ味を誇ほこっていることが重なり戦せん況きようはルナに大きく傾かたむいていた。

　だが、敵もさる者。

　傭兵の一人がルナとの交こう錯さくで素す早ばやく剣を振るいルナの剣を打うち砕いた。

　ルナの持つ奇き妙みような片刃剣は切れ味こそ抜ばつ群ぐんだが、強度はそう無いらしい。

　ルナの手の中で剣が砕け散ちるのを見てフェリマの手に震えが走る。

「武器を失ったな。終わりだガキィ！」

　牛歩ながらも接近を果たした傭兵の一人がフレイルを振り上げた。

「……不用意に間合いを詰つめるのは危険よ」

　ルナが凍りついた床に手を向けると、床からさっき砕かれたはずの剣が生まれた。

「ッ!?」

　傭兵は驚きながらも一いち撃げきを放つ。ルナは氷上にて滑るように回かい避ひし、新しく生まれた剣を持つ。

「これが新しん陰かげ。私の陰けんをいくら砕こうが、新しい陰が次々と生まれるわ」

　ルナは剣を振り上げて男の顔を斬きった。

　素人しろうと剣技なので致ち命めい傷しようには至らないが、血管の集中する顔が裂さけたことで血が多めに流れた。

　ルナは特に追つい撃げきすることもなく、まだ攻撃意志のありそうな敵へと目標を変える。

　フェリマは思わず口を開けてその光景を見ていた。

「ルナ様って本当は強いんだな」

　手練れの傭兵たち相手にたった一人で大立ち回り。

　フェリマだってできる自信が無い。まして魔法使いでそれをやってのけるとは。

　感かん嘆たんが漏もれるのも自然なことだった。

「発想の勝利だな。魔ま法ほう剣けんの使い手ならいざ知らず、魔法使いが剣術を使うという考えは相手にも無かったはず。あの魔女、考えたな」

　ナハトにしては珍めずらしい素す直なおな賞賛。けれどナハトの表情は硬かたくなっていく。

「問題は相手も段々と冷静になり始めてきたところだ。次し第だいに相手も反はん撃げきしてきている。それにあの魔女はそもそも近接戦闘の経験に乏とぼしい」

　果たしてナハトの言ったとおりだった。

　凍った足場、それにルナの速度にも慣れてきたのだろう。傭兵たちの反撃の鋭さが増している。

　それでも今日のルナはどこか神懸かっていた。

　敵の攻撃を紙かみ一ひと重えで避よけ、氷の剣で敵の腕の筋を斬っていく。剣が砕かれようがルナは凍った床から新しい剣を生み出し、更さらに相手と切り結ぶ。




「素す晴ばらしい！」




　ルナがあらかたの敵を床に伏ふせさせたとき、不意に観客席から声が上がった。

　見れば、貴族の一人がほとほと酔よった顔を綻ほころばせて拍はく手しゆをしている。

　大方、ルナの戦闘を見せ物の一つだと思っているのだろう。別にこの貴族だけではなく、大半の貴族が同じような顔をしていた。

　この勘かん違ちがいは彼らがあまりに脳天気で危機意識に欠けているのも原因だが、氷のドレスを纏ったルナの戦いがあまりにも幻げん想そう的てきで美しいからでもある。

　そんな貴族にルナは舞台から冷たい視線を送る。

「何を言っているのかしら。こいつらを全員片づけたら、次は貴方あなたたちの……」

　ルナの言葉はそこで途と切ぎれた。

　舞台袖からルナめがけて大きな火球が放たれたのだ。ルナは急いで氷の壁を生み出し防ぼう御ぎよしようとしたが、貴族たちに気を取られていた分だけ反応が遅おくれる。

　間かん一いつ髪ぱつ。火球がルナに直ちよく撃げきする前に、ルナの氷ひよう壁へきがその進路を遮さえぎった。

　だが壁にぶつかった火球が破は裂れつ。衝しよう撃げきがルナの体を襲おそう。

「きゃあっ！」

　ルナは氷の上を転がる。

　舞台袖に潜ひそんでいた敵の傭兵には魔法の心得があったようだ。彼は転がるルナめがけて二発、三発と追撃の火球を放つ。

　一発がルナの体に命中した時、見ていたフェリマの心臓が跳はね上がった。

　ルナは先ほどよりも大きく吹ふき飛ばされる。

　氷のドレスが溶とけ落ちる様は、これ以上の戦闘が困難であることを物語っていた。

「逃げろ！」

　フェリマは叫んだが、無理な注文だった。

　うめき声を漏らすルナの周囲を、すでに傭兵たちが囲んでいたからだ。

「そうだ！　そのまま押さえ込みなさい！」

　司会者の言葉に傭兵たちは機き敏びんに応じた。

　ルナは手足を拘束され、口には猿さるぐつわを噛かまされ呪文を封ふうじられる。

「ふぅ。手こずらせてくれましたね」

　司会者は乱れた頭とう髪はつを直すと、咳せき払ばらいを一つする。観客の方に向き直ったときには、彼の顔には笑えみが戻っていた。

「皆様、大変失礼いたしました。ですが氷上を舞まう妖よう精せいの可か憐れんなる姿を堪たん能のうしていただけたと思います。さて――」

　司会者はここで言葉を区切ると、静まりかえった会場に宣言する。

「急きゆう遽きよ予定を変更いたしまして、これより皆様にお目にかけるのは妖精の夭よう逝せい。夜会に刃は向むかった愚おろかで哀あわれなこの者の処しよ刑けいを執とり行おこないます」

　毒を飲んだ姉妹のことなど、もはや彼らの眼中には無かった。

　新しい玩具おもちやの出現に彼らは沸わき立たつ。

「……計画は続行不可能か」

　ナハトが険しい顔で呟いた。

「フェリマ。こうなりゃ仕方がない。あの魔女だけでも助け出すぞ」

　フェリマもルナを助けたい。

　だが、どうやって？

　フェリマの疑問を受けて、ナハトは小さな小瓶を取り出した。

「気化毒だ。本当は脱だつ出しゆつ口こうを塞ふさぐために用意していたんだが、事情が変わった。これを会場に一いつ斉せいに撒き散らかして大混乱を引き起こす。その隙すきに魔女を連れて脱出するんだ」

「ま、待ってくれ。確かにそれならばルナ様を救えるかもしれない。だけど、商品となっている子どもたちは？」

「口くち封ふうじのために殺されるだろうな」

　ナハトは苦りきった口調で残ざん酷こくな現実を突つきつける。

「それを防ぐために魔女を商品部屋に配置したんだが、当の本人が捕つかまっていたら意味がない」

「そんな……」

　フェリマは舞台を見やる。ルナが舞台の中心につれてこられ、司会者の男自らが剣を振って体を温めていた。

　時間が無い。

「俺とお前の二人だけでこれ以上の作戦遂すい行こうは無理だ。だったらせめて魔女だけでも救い出す。納なつ得とくしろとは言わないが、俺たちは今出来ることをしなければならない」

　逃げ場ばを残さないほどの正論だった。

　ナハトは俯うつむくフェリマの肩かたにそっと手を載せる。

「俺は仕し掛かけに入る。お前はここで様子を見ていてくれ。もしかしたら奇き跡せきが起きるかもしれない」

　そう言い残してナハトは足早にその場を去る。

　奇跡。ナハトらしからぬその言葉が、こちらを気き遣づかってのものだとフェリマは気づいていた。

　だからこそ辛つらかった。

　こんな窮きゆう地ちで何も出来ず、あまつさえ誰だれかに気遣ってもらうしかない自分の弱さが。

（せめて剣さえあれば）

　それは言い訳だと自覚している。

　この場で剣があってもフェリマはナハトほどに役立つことはできないだろう。騎き士し剣けんがなければ魔法は大して使えないし、頼みの『誰も知らなネームレスい逆襲劇リベリオン』は会場にいる連中相手には使えそうにない。

　ふと、フェリマは隣となりに人の気配を感じた。

　ナハトが戻ってきたのだろうか。

　そう考え隣を向いて、フェリマは再び息を呑のむ。

　亜あ麻ま色いろの髪かみ。緑色の瞳ひとみ。

　かつてティゴザで出会った姿。出会った時間は僅わずかでもフェリマは覚えている。

　ルナの姉、フィーネ。だがこれは仮の姿。

　正体はアスティスの相棒であった悪あく魔まだ。

　その彼女がどこか暗い笑みでフェリマを見つめている。

「焦あせっているんですね。人殺しさん」

　人殺し。

　アスティスを殺したフェリマに悪魔が向けた言葉は鋭かった。

「何故、ここに……？」

「決まってるです。アスティスを殺したクソ騎き士しを惨みじめに殺してあげるためです」

　悪魔の台詞に怨おん念ねんが籠こもっている。

　彼女は王都まで追ってきたのだ。そして復ふく讐しゆうの機会をうかがっていた。

　残ざん忍にんな愉ゆ悦えつは、どこかアスティスのそれと通じるように見える。

「でも、ただ殺すだけじゃ面おも白しろくないです。自分が原因で守るべき対象が死ぬ。クソ騎士さんにはこれが応こたえるんですよね？」

　悪魔はクスクスと笑うと、大きな声で会場にある情報を伝えた。

　華きや奢しやな体のどこから出しているんだろうと思うくらいの声だった。

「会場の皆みなさん聞いて下さい！　この会場に一人、騎き士し団だんの斥候スパイがいます！」

　会場の注目が一瞬で悪魔へと集まった。

　舞ぶ台たいの上でルナも悪魔を見ている。死んだ姉の姿の悪魔が、今自分たちを追いつめようとしているのだ。

　フェリマは焦っていた。

　自分の正体が明らかになれば、フェリマも処刑される。丸腰の自分は抵てい抗こうできない。

　そして騎士団の斥候がいたということで「夜会」は中止になるだろう。

　ルナの反乱だけなら商品の一人の暴挙ということで済まされ、「夜会」が中止になることはない。

　けれど騎士団員フェリマの潜せん入にゆうが割れれば話は別だ。

　多くの脱だつ出しゆつ路ろから「夜会」の連中は逃げおおせ、次の「夜会」が開かい催さいされてしまう。

　そして集められた子どもたちは騎士団に情報を渡わたすのを防ぐため殺されるだろう。

　全すべてはフェリマの正体が明らかになったせいで。

　考えるだけで喉のどが妙に渇かわいてきた。緊きん張ちようで唇くちびるも水分を失っていく。

「やめろ。やめてくれ……」

　フェリマは哀あい願がんしていた。

　悪魔に全ての視線が集まっている今、強引に口封じするということは正体を暴ばく露ろするようなもの。







[image: ]







　フェリマには頼たのむことしかできない。

　悪魔はそんなフェリマを満足げに眺ながめて、

「嫌いやです。そのまま無様に死んじまえ」

　フェリマの祈いのりを踏ふみにじった。

　フェリマは自分の周囲から音が急に消えていくのを感じた。

「発表します！」

　悪魔が高らかに宣言する。

　その眼は復ふく讐しゆう心しんでギラギラと輝いていた。

「騎士団の斥候は――」

　もう駄目か。

　フェリマは半ば覚かく悟ごを決めた。




　……そして、断だん末まつ魔まの叫さけびが上がった。




　見れば、舞台の上で一つの命が奪われていた。

　殺されたのは司会者の男。彼かれの側頭部を短たん槍そうが貫つらぬいている。

「まったく。バレちまったら仕方がねぇ」

　どこか飄ひよう々ひようとした台詞と共に舞台袖から一人の男が現れた。

　男は舞台の中心まで歩き、躯からだから短槍を引ひき抜いた。

　軽く血振りをして、男は観客に向き直る。

「さぁてお前さんたち。手前の声は聞こえるな？　そう。傭兵とは仮の姿。手前こそ音に聞こえしロレルカトル騎士団員の斥候」

　そこまで言った男は、いきなりルナを押おさえていた男たちを強きよう襲しゆうした。竜たつ巻まきのような槍やり捌さばきが、瞬またたく間まに男たちを物言わぬ屍しかばねへと変える。

　圧巻だった。

　舞台で助けられたルナでさえ、何が起きているのか分からないといった顔をしている。

　そして男は観客に軽く一礼するのだ。

「ジーク・ノイノア……『夜討騎士ナイトレイダー』の名で覚えてもらいたく」

　名乗りを上げたジークは観客を傲ごう然ぜんと睨みつける。

　フェリマにはジークという騎士に覚えがない。

　けれど、これはまたとない好機だ。

　観客の注意が今は舞台のジークへと移っているし、悪魔にしても同様だ。

　悪魔は呆ぼう然ぜんとしていた。フェリマを吊つるしあげようとしたら、知らない男が自分こそ斥候であると自白してしまったからだ。

　生じる隙。それをフェリマは見み逃のがさない。

　フェリマは悪魔の腹に肘打ちを叩き込む。

　舞台に釘くぎ付づけになっている面々は皆、悪魔が小さく呻うめいて気を失うところを見ていなかった。

　フェリマには邪じや魔まされた怒りは無かった。あるのは、ただ悲しみだけ。

「アスティスの件は済まない。だが、私も殺されるわけにはいかないんだ」

　フェリマは悪魔にそう言いい添そえてその場を離はなれる。

　当初の計画は完全に崩壊した。今いま更さらルナやナハトと作戦のすり合わせをすることもできない。

　ならば三人とも臨機応変に対応するまで。

（ジークが作ってくれたこの混乱。今ならこれに乗じて主しゆ催さい者しやを見つけられるのでは？）

　ルナの救出にはナハトが動いてくれている。皮肉屋だが、ナハトはこういう時ほど頼たよりになるとフェリマは知っていた。

　ここは彼に任せ、フェリマは主催者がいる場所を突き止とめるため会場を出ようとする。

　数ある入り口の一つに向かえば、見張っていた運営の男が道を塞いだ。

「敵の斥候がまだいるかもしれません。よって恐きよう縮しゆくですが、お客様には留とどまっていただきウギョエッ!?」

　騎士団員であるフェリマは格かく闘とうの心得もある。

　かくしてフェリマの一撃が男を昏こん倒とうさせていた。

　男の顔に刻み込まれた苦痛は、フェリマがどこを攻撃したかを語っている。

　その男を人目につかないように物もの陰かげに隠し舞台の方を見ると、ルナとジークが包ほう囲い網もうを突とつ破ぱしようと奮戦している。

　包囲網には多くの傭兵が費やされており、今なら廊ろう下かの警備も手て薄うすだろう。フェリマにとって動きやすい状じよう況きようだった。

（ルナ様、無事でいてくれよ）

　男の帯から剣を失敬する。あちこちが傷だらけで、かなり乱暴な使われ方をされていたのが一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　会場から出ると薄うす暗ぐらい廊下が続いていた。

　ここは客が来ることを想定していないらしく、明かりも非常にまばらだ。道も入り組んでおり、敵が潜んでいても分からない。道に迷う危険性もあるだろう。

「見つけだしてやるぞ。主催者！」

　フェリマは剣を手に暗い廊下へと足を踏み入いれる。

　ルナたちのことは気がかりだ。

　けれど今は前に進む。それがフェリマにできることなのだから。

「……ん？」

　そして道中。フェリマは気になるものを見つけた。

　石造りの壁に巧こう妙みように偽ぎ装そうされた扉とびら。おそらくは会場に繋つながっているものの一つだろう。

　これは脱出路かもしれない。

「行きがけの駄だ賃ちんだ」

　薄うす暗くらがりの中で目を凝こらし蝶ちよう番つがいを確認する。剣の先に少し圧を加えれば――
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　凄すごい。

　ルナから見て、ジークの戦いはその一言に尽つきた。

「どうしたどうしたお前さんたち！　手前の首一つとることもできんようじゃ傭兵の立場が泣くぞ！」

　舞台の上。ジークが動けば、短槍が風を切りながら敵を打ち払はらっていく。ジークも傷を負っていたが、相手に与あたえた傷と比べれば微々たるものだ。

　自由になったルナは、三十ほどに数を増やした傭兵の包囲網を削けずることに協力する。

　強力な魔法を使っているため魔力残量は心こころ許もとないが、近づく敵はジークが薙なぎ払ってくれる。

　だから呪じゆ文もん詠えい唱しように時間を割さき、安全に氷の魔法を使うことが出来た。

「貴方、本当は騎士団員だったの？」

　戦いながらルナが問えば、ジークはニヤリと笑ってみせる。

「手前は潜入任務専門の騎士でね。ロレルカトル騎士団にも正体を秘してある。手前の存在を知っているのは騎士団長と数名程度さ」

「騎士団への復讐というのも雰ふん囲い気きを出すための作り話ペルソナだったのね。その様子だと、薔ば薇ら文様を身につけたこともなさそうね」

「手前から言わせりゃ、薔薇文様の剣や鎧よろいなんて気き恥はずかしくて身につけられん。薔薇は誠実と正義の証あかしだが、そんなものは見せびらかすものじゃない。男だったら心の片かた隅すみに、人知れず一輪の薔薇を咲さかせていりゃいいんだ」

　ジークは近寄ってきた敵の顔に水すい筒とうの水を浴びせてひるませ、薙ぎ倒たおす。

　秩ちつ序じよだった行動をしない傭兵たちの包囲網は一人ひとりの行動が読みにくいのだが、一斉に襲い掛かかってこないのは僥ぎよう倖こうだ。

「まあ、手前も大層なことは言えないがな。潜入のために手前は多くの子どもが『福ふく袋ぶくろ』にされるのを黙もく認にんしていた。情報収集のためとはいえ、手前がクズであることは変わりがない」

「じゃあ何でこの場にいるのよ。私も見捨てればよかったじゃない」

「さあな」

　ジークを両側から挟はさみ撃ちにしようと、二人の傭兵が襲いかかった。

　対してジークはまず一人を槍の石いし突づきで強きよう烈れつに突き、その反動を活いかして今度は反対側から迫せまる敵を刺し貫く。

「……お前さんが部屋を出る時、手前のことを思いやってくれたのが嬉うれしかった……それが理由では駄だ目めか？」

「……好きにしなさい！」

　ルナはジークから顔を背そむけるように敵に向き直ると、魔ま法ほう陣じんから氷の礫つぶてを飛ばす。

「おい、お前何をやっている！」

　包囲網の傭兵が叫んだ。彼はルナやジークとは別の方を見ていた。

　その先には略礼服の青年――ナハトが転がった甕かめを調べている。

「解げ毒どく剤ざいは７番か」

　ナハトが７と記された甕の中身を、苦しんでいる少女の口に流し込んだ。

「貴様もこいつらの仲間かっ！」

　傭兵の矛ほこ先さきがナハトに向かう。

　即そく座ざにナハトは４と記された甕を向かいくる相手めがけて投げつけた。

　敵の顔に甕が命中し、割れた瓶びんの中身が顔に付着する。

　するとシューッという音がして、敵の顔がグズグズに崩くずれ始めた。

「見るな！」

　これはナハトも予想外だったのか、青い顔をして少女たちの顔を覆い隠す。

「畜ちく生しよう！　あんな強酸まで仕込んでいやがったのか！　そんなものを少女に開けさせようなんて、『夜会』のバカどもはどんな神経してやがる！」

　悪態を吐ついて、ナハトはルナへと呼びかけた。

「魔女！　お前のせいで計画は滅め茶ちや苦く茶ちやだ！　俺おれがどんな予想外にも対応できる完かん璧ぺき料理人でなかったら俺もこの子たちも死んでたぞ！」

「料理人要素関係あるのかしらそれ！」

　ルナも憎にくまれ口ぐちをたたく。

「おい、お前さんはこの娘むすめの仲間だな！」

　ジークがナハトへと叫び、何かを投げる。

　ナハトが空中で掴んだそれは丸められた羊皮紙だった。広げれば、この会場の隠し通路や脱出路が詳しよう細さいに記録されている。

「子どもを逃がすことはできなかったが、商品部屋は手前が塞いでおいた！　少々の間ならあの部屋には誰も入れない！　だからお前さんは通路を封ふう鎖さしてくれ！」

　敵の攻撃でジークの顔に一本の血の川が伝う。それがジークの表情をますます鬼き気き迫せまるものにした。

「手前たちは今、『夜会』の尻尾しつぽを掴んでいる！　このままこいつらを逃がすわけにはいかない！　『夜会』に殺された騎士たちのためにも、犠ぎ牲せいになった子どもたちのためにも、これから犠牲になろうとしている子どもたちのためにも、こいつらを誰だれ一人ひとり外に出すわけにはいかん！　自由に動けるのはお前さんだけだ！　頼む、封鎖してくれ！」

　ジークを以もつてしても厚い包囲網は突破できない。だからジークは見ず知らずのナハトに託たくした。

　ナハトは少女たちに避ひ難なんするよう指示し、ジークへ紙を掲かかげてみせる。

「了りよう解かいだオッサン！　脱出路の封鎖と子どもたちの安全は俺に任せろ！」

　ナハトの言葉で、ようやく貴族たちは自分たちの危機を知ったようだ。

　それまでは「事件が起きているが、傭兵たちに何とかしてもらおう」と思っていた彼らも、ナハトが脱出路を塞ぐと知ると、慌あわてて自分たちが入ってきた出入り口に殺さつ到とうする。

　だが、その扉は開かなかった。

　めぼしい通路は皆、向こう側から塞がれていたのだ。

　ナハトはその光景を見て口元を緩める。

「へぇ。フェリマも中々やるじゃないか」

　混乱に乗じてフェリマは主催者の場所を探さぐり当あてようとしている。その行きがけの駄賃として、見つけた扉を片かたっ端ぱしから封鎖しているらしい。

　もう守られてばかりのお姫ひめ様さまはいないんだな、と口にしたナハトは疾しつ風ぷうのように駆かけだした。

　フェリマが封鎖した通路はほんの一部。まだまだ隠かくされた通路が、舞ぶ台たい裏うらや会場の外に多く存在する。その全てを封鎖してやるのだ。

　多くの子どもたちを守るために。

「……守るっていいねぇ。殺しなんかより何倍もやりがいがある！」

　笑みを浮うかべながらナハトは舞ぶ台たい袖そでへと消えていく。
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　ナハトが去ってからもルナとジークの奮ふん闘とうは続いた。

　だが、戦況は徐じよ々じよに不利になる。

　ジークの槍が徐々に繊せん細さいさを失っていくのだ。穂ほ先さきに付着した血脂が威い力りよくを奪うばい、右手小指の骨折もジークの槍捌きに影えい響きようしている。

　またそれだけではない。傭兵たちの奮闘もルナたちに苦戦を強しいている。

　中でもジークに重傷を負わされた傭兵は、命を捨てた特とつ攻こうを仕掛けてくる。

　ある者は自分の身をわざとジークに貫かせることで彼の槍を封じようとしたし、別の者は味方の盾たてになった。

　どうして？　ルナには理解できない。

　こんな『夜会』のようなクズのために、彼らは何な故ぜ命を投げ出だすのだ。

「こいつらは本物の傭兵だ」

　ルナの戸と惑まどいを察したジークが荒あらい息で言う。

「成りすましの傭兵だった手前とは違ちがう。真の傭兵は依い頼らい主ぬしのために命を賭として戦う。依頼主の徳や大義など問題ではない。契けい約やくが結ばれた時点で、依頼主のために文字通り死力を尽くす。奴やつらにはそれだけの覚悟がある」

「契約があれば、クズのために自分は捨すて駒ごまになってもいいと言うの？」

「男ってのは不器用こそ誉ほまれなんだよ。一度決めたことを通すのが粋いきなんだ」

「そんな我わが儘ままが恰かつ好こう良よいと思っているなんて。だから男って嫌きらいなのよ！　暴力的で、自己中心的で！」

「我儘は男の罪だと言うのなら、それを赦ゆるさないのは女の罪さ」

　こんな時にも拘わらず、ジークの口元が笑いに持ち上がる。

「クズのためにも全力で力を尽くす。そんな不器用な男に惚ほれてみるのも、お前さんの女を上げる良い経験だぞ」

「……ああ。だったら私、多分この世界で最高にいい女だわ」

　クズたちのために身を削って奮闘した執しつ政せい官をルナは一人知っている。

　皮肉気に笑ったルナの頭の中に、小さく紫し電でんが弾はじけた。

「ハハ。さて、いい女を守るのはいい男の義務だな」

　ジークが痛む体に鞭むちを打ち、槍を持ち直す。

「悪いな。お前さんたちの傭兵としての忠節には感じ入るが、あの娘を守るためにここは突破させてもらう」

　ジークが穂先を力なく床ゆかに垂らした。

　彼の攻撃の基本形だ。足と腰こしに力を入れ、肩と腕の力を抜く。

　防御も、攻撃も、全てがこの構えから始まる。

　舞台に出てから彼はこの構えで何人もの傭兵に地を舐なめさせてきた。

　今度も、同じ。

（……同じ？）

　ジークの姿にルナが覚えたのは微かすかな違い和わ感かん。

　ルナは槍こそ詳くわしくないが、構えに余計な力を入れぬことが大切だとは知っていた。

　けれど今のジークは力を抜き過ぎている感じがする。

（違うわ）

　ジークの垂れ下がった右手を見て、ルナは認にん識しきを改めた。

　力を抜いているのではない。力が入らないのだ。

　右手はもう槍を持っているだけだ。振ふり回まわしたりすることはできない。

　足腰と左手はまだ大だい丈じよう夫ぶそうだが、相手は片手で勝てる力量ではない。

「何時から……なの？」

　無意味だとは知りながらも、ルナは尋ねる。

「少し前からだ」

「その腕ではもう無理よ。私が戦うわ」

「それこそ無理だ。自分の力を冷静に分ぶん析せきできないお前さんではないだろう？」

　そう。無理だ。

　ルナにはこれだけの敵を捌さばききる手段は無い。

　多くの敵を殺傷する魔ま法ほう『紅蓮地獄ヘルグレンゲ』は用意していない。

　魔典の用意が追いつかなかったことが原因だが、そもそもあの魔法の威力は地下のような閉へい鎖さされた空間で使うと、魔法の使用者やその仲間にも被ひ害がいが及およぶ可能性を考えなければならない。

　今のルナの攻こう撃げき手段は通常の氷結魔法だけ。

　それでもルナは戦う。

　ルナが救えなかったとある騎士を、ある女騎士が恐おそれを越こえて戦うことで救済した。

　恐れを呑み込み戦うことの大切さをルナは女騎士より教わった。

　だから退かない。立ち向かう。

　その先に死が待っていたとしても、この判断に迷いはない。

　ルナはジークの横に歩みを進めた。

　背後で守られるのではない。自分を助けてくれたこの男を守りながら戦う。

「……覚悟はいいな？」

　ジークが問い、ルナは魔ま力りよくを集中させることで問いに応こたえる。

　ルナとジーク。二人の散り場が幕を開けようとしていた――瞬しゆん間かん。




「はいストーップ」




　間延びした女の声が、血ち霞がすみ立ち上る舞台の空気に水を差した。

　ルナたちへの包囲網に一人の女が歩いてくるのが見えた。毒々しいまでに自己主張する藍あい色いろのドレス姿の女性だ。

　美人の部類に入るのだろうが、ルナとしてはもうちょっと年ねん齢れいが若く、なおかつ化け粧しようの薄うすい女が好みだった。

「誰だ？」

　ジークが胡う乱ろん者を見る目を女に向けた。

「手前はお前さんに用はないぞ」

「あらぁ、忘れてもらっては困るわ。この会場の上は殿方の楽園そういうところよ。男だったら私に用が無いってことはないんじゃないかしら？」

「今は戦いの最中でね。それに手前としてはもうちょっと年齢が若く、なおかつ化粧が薄い女の方が好みだ」

　ジークと女の趣しゆ味みが一いつ緒しよだということが分かりルナは少しだけショックを受ける。

　お前も所しよ詮せんはロリコンだ、と見えない何かに告げられた気がしたのだ。

「このお店でも五本の指に入る私に食指を動かさないなんて、無ぶ粋すいな人」

「魅み力りよく的てきだとは思うがね。男ってやつは女に惚れるんじゃなくて、女を侍はべらせる自分自身に惚れるもんだ。お前さんの魅力と、お前さんを侍らせる手前自身に惚れられるかどうかは別問題ってわけさ」

「いけずね。けれど、私には貴方たちに用があるの」

　女は包囲網の傭よう兵へいたちに呼びかける。

「お兄さん方。このお二人のお相手は私がするわ」

「おいおい、冗じよう談だんだろう？」

　ジークの目が鋭するどく光る。

「この傭兵たちよりお前さん一人の方が強いって言いたいわけじゃないよな？　まぁお前さんが魔ま法ほう使つかいである可能性も考え、戦うのであれば手前は最初から全力で殺やるが？」

　戦場で女、子ども、老人が動員されているのを見たら魔法使いである可能性が高いので率そつ先せんして狙ねらえ。これは傭兵たちの間では常識でもある。

「戦うんじゃないわ。私はご主人様のところにお二人をご案内するために来たの」

「ご主人様？」

　女の瞳が妖あやしく光る。

「そうよ。『夜会』を開催しているご主人様。そのお方がお二人と面会を希望しているの。それも、護衛を付けずに一人だけで」

　ジークとルナに緊張が走る。

「主催者が手前たちと面会だと？」

「何かの罠わなじゃないかしら」

　ルナが警けい戒かいすれば、女はせせら笑う。

「今のあなたたちを罠にかける必要があって？」

　女からしてみれば、今にも殺されそうなルナが今いま更さら罠の心配をするのが可お笑かしかったのだろう。

「で、どうするのかしら？　ご主人様の誘さそいに応じるか、それともこの場で傭兵さんたちに殺されるか」

　指を立てた女が意地悪く囁ささやく。

「ご主人様は本当に一人きりで部屋にいらっしゃるわ。ご主人様を葬ほうむりたいなら千せん載ざい一いち遇ぐうの機会よ」

「……いいだろう。その誘い、乗ってやる」

　ジークが歯を剥むいて言葉を刻む。

「じゃあ、いらっしゃいな」

　ジークは怒いかりと困こん惑わくを浮かべ、ルナはただ冷静に女の背中を追いかける。

　二人に会場の客からの目線が突き刺ささる。厄やつ介かい者ものめ、死んでくれ、無様に殺されてしまうがいい……伝わってくるのは腐くさった感情ばかりだ。

　絶対に死ぬもんか。ルナは心に決める。

　あのアスティスにすら自分の命は差し出さなかった。

　ましてこいつらにくれてなぞやるものか。

　絶対に生き残ってやる。今はどんなに不可能に思えても。

　決意を胸に、ルナは僅かばかりの魔力を集中させた。外にいる騎士団への合図だ。




　　　◇




　女に連れられて二人は隠し廊下を移動した。

　やがて、二人はイチイの木で作られた扉の前に案内される。

　扉には美しい女め神がみが彫ほられていた。魔法関係のものかとルナは疑ったが、ただの芸術品としての装そう飾しよくであるとすぐに分かった。

　女が扉をノックし返事を待たずに開ける。

　中に入ると、そこにはやや広めの空間が広がっていた。

　最初に目に入ったのは、向かいの壁かべに掲げられた大きな肖しよう像ぞう画がだ。

　愛らしい笑みをたたえた婦人が金の額がく縁ぶちの中にいる。腕うで利ききの絵え描かきの作品だろう。

　絵の中の彼かの女じよは今にもこちらに手を振りそうなくらい丁てい寧ねいに描えがかれている。

　そしてこの部屋はこの肖像画を眺めるためにあるのだとすぐに分かるくらい、照明から壁の色使いまで肖像画を栄えさせる工く夫ふうがなされている。

　その部屋の中央。ちょうど肖像画を最も美しく見ることができる位置。

　そこに大きな椅い子すがあった。

　ルナたちが入った扉に背を向ける形で置いてあるその椅子には、大おお柄がらな男が座してルナたちを待っていた。

「……美しい絵だろう？」

　男が背中を向けたままルナとジークに呼びかける。

　落おち着つき払った、感情の感じられない声だった。

「この部屋も地下神しん殿でんの一室だった。重要な儀ぎ式しきを行うための場であり、高位の神官しか入室を許されなかったらしい。それを我がこのように改装した。全てはこの絵を存分に味わうために」

　女が男の背中に一礼して退出する。

　女が扉を閉めると、「ガシャ」と鍵かぎのかかる音がした。ルナとジークはこの部屋に閉じ込められたのだ。

　男が椅子からゆっくりと腰を上げる。

　そして振り返かえる。

　およそ五十歳くらいだろうか。かなりの背せ丈たけを持ち、頭とう髪はつとふさふさとした口ひげは新雪のように白い。

　彼は祭典用の礼服を身に着けていたのだが、その礼服は白と黒の生き地じで作られていた。本来礼服は華はなやかな色を使うのが基本で、地味な色を基調としていても体のどこかにタイなどで派手な色を補うもの。

　白と黒の二色だけという礼服は基本的にありえない。おそらくは特注だろう。

　そんな男の顔を見てジークがたじろぐ。

「レグリエ・ファード・イーゲンボーグ伯はく爵しやく……ッ！」

　ティゴザ暮らしだったルナはその名を知らない。ジークに問いかける。

「知っているの？」

「先祖代々戦争の手て柄がらでのし上がってきた家系さ。中でも彼は若かりし頃ころより高位の貴族でありながら、戦場では最前線に立つ男として有名だった。どんな酷ひどい戦せん況きようからも生き残ってくることから、不死身って言われていたらしいぞ」

「昔の話だ。今の我には矢や槍そう入り乱れる戦場に立つ体力はない」

　振り返ってから伯爵は瞬まばたき一つしない。

　声にも感情の一つ混じることなく、不気味だ。人形を相手にしている気分になる。

「この部屋に通されたってことは、お前さんが『夜会』の主催者と判断していいな？」

「いかにも」

「そうかい」

　ジークの目の色が変わった。ダラリと垂れていた短槍に闘とう志しが吹ふき込まれ、穂先がゆっくりと鎌かま首くびをもたげていく。

「本当に護衛はいないようだな。いかにお前さんが昔戦場で活かつ躍やくしていようと、現げん役えきの騎士団員に勝てると思っているのか？」

「護衛など必要ない。むしろ、絵を楽しむのには邪魔だ」

　そう述べながら伯爵はゆっくりと壁かべ際ぎわへと歩く。

　壁には美しい装飾が施ほどこされた大剣が掛けてあった。一目見た時は芸術品だとばかり思っていたが、実用のものらしい。

　伯爵はそれを手に取ると、ジークにならってダラリと剣を垂らす。

　貴様なんぞ怖こわくもない。そう言いたげだった。

「『夜会』のことについて聞きたいことは山ほどあるが、まずは捕ほ縛ばくさせてもらう。積もる話は騎士団の尋じん問もん室でやろうじゃないか。茶くらいは出してやるぞ」

「……ククク」

　伯爵の顔に笑いのようなものが宿った。

「威い勢せいのいい口だが、それは果たして我に向けたものか？」

「何？」

「我を罵倒するというよりは、怖おじ気けづく自分自身を踏みとどまらせようとしているように見えるぞ」

　ジークの額に血管が浮かんだ。

「ふざけたことを言いやがる」

「いや。貴様は我を恐れている。こうして向かい合うことすら怖くてたまらないはずだ。槍の先が震ふるえているぞ？」

「武む者しや震ぶるいってやつさ。ようやくクソみたいな『夜会』を叩たたき潰つぶせるんだからな」

「ならば一いつ瞬しゆんで攻せめかかればいいだけの話。貴様が我を攻撃できないのは、我を恐れているからだ」

　ジークの噛かみしめられた奥おく歯ばが嫌な音を立てる。

「……殺してやる」

「冷静になって！　伯爵は貴方あなたを挑ちよう発はつしているのよ！」

　ルナは急いで言う。ジークは今にも無む謀ぼうな突とつ撃げきをしかねない剣けん幕まくだった。

（ジークが冷静になる時間を作らないと！）

　ルナは唾つばを飲み込んで伯爵に話しかける。

「私たちをここに呼んだのはどうしてなの？　認めるのは癪しやくだけど、あの時の私たちは危ない状態だった。放っておけば楽に始末できたはずなのに」

「楽に？　それでは楽しみようがないではないか」

　伯爵は真ま面じ目めな顔で返す。

「我が貴様らを呼んだのは、貴様らが惨むごたらしく死んでいくのを我自身の目と手で楽しむため。傭兵に殺されたなんて報告を聞くだけでは、我の悪徳は成じよう就じゆしない」

「悪徳を……成就？」

「そうとも」

　伯爵は両手を大おお仰ぎように広げた。

「我は悪徳を積みたいのだ。そのために悪行を重ねてきた。子どもを商品として売りさばき、禁制の品を垂れ流し、刃は向むかう者は目立つやり方で処しよ刑けいし、後は……正義を守るはずの騎士に子どもを『福袋』にする手伝いをあえてさせる、とかな」

　瞬間、ジークの顔色が土気色に染まった。

「何だと……？」

　ジークの歯の隙すき間まから憎ぞう悪おの呻きが漏もれる。

「そう、貴様のことだジーク・ノイノア。我は貴様が騎き士し団だんの斥候スパイであることをとっくに知っていたのだよ。知っていて貴様に『福袋』用の子どもの選別をさせたのだ」

　そう告げる伯爵の笑えみは、今にも殴なぐりかかりたくなるくらいに満面そのものだった。

「貴様は大いに悩なやんでいたらしいな。怪あやしまれないために潜せん入にゆう中は仕事を拒きよ否ひできない。人知れず謝罪の言葉を口にしながら、貴様は愛する子どもたちに次々と『福袋』になるよう告げていった。おかげで我が悪徳は実に満たされた。感謝しよう」

「伯爵ゥ……!!」

　ジークの唸うなり声ごえは最も早はや狼おおかみのそれだった。ひたすらに獣じゆう性せい。人間の理性は無い。

「そして全すべての真実を知った貴様は我へ復ふく讐しゆうしようとするだろう。だが、その復讐は無残に潰ついえる。これ以上の悲劇が、これ以上の喜劇があるだろうか！　貴様の怒りと絶望が我が悪徳を満たすのだ！　さあ来い！　貴様の全てを我が悪徳に捧ささげるがいい！」

　次のジークの行動は、ルナに制止する暇ひまを与えなかった。

　どこに残っていたのだろうと思うような力を槍に込め、床を踏ふみ割るかのような力を足に込め、ジークは暴風雨よろしく突撃する。

「死ねぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇ!!」

　ジークの殺意が穂先の一点に集中し、敵を食くらい尽くそうとしていた。

　だが、伯爵は泰たい然ぜんと構えたままだった。

　怯おびえるわけでも慌てるわけでもない。

　そして、

　ジークの短槍が伯爵の喉のど笛ぶえ目め掛がけて襲おそい掛かったのに合わせ、伯爵が大剣を盾にしてその一いち撃げきを防ぼう御ぎよする。

　金属同士のぶつかり合い。負傷と疲ひ労ろうが重なっていたジークはその反動を殺しきれなかった。生まれたのは、ほんの僅わずかな隙すき。

　その隙を伯爵は正確に衝つく。

　手にした大剣が唸りを上げてジークに襲い掛かった。

　大剣の攻こう撃げき範はん囲いは広い。ジークは身を反らして躱かわしたが、傷だらけの身体では完全には避よけきれない。大剣の先せん端たんがジークの頬ほおに傷をつけた。

　なんのことはない、ただの傷のはずだった。

　少々血が出たが、元より傷だらけのジークには今更気にすることもない程度だった。

　しかし、次の瞬間。

　ボッ！　と水の入った袋ふくろが弾け飛ぶような音がして、

　槍やりを持ったジークの右みぎ腕うでが弾け飛んだ。

　骨も、筋肉も、全てが内側からグチャグチャに分解されて飛散する。

「あ、れ？」

　ジークが呆然と自分の腕……があったところに目を落とす。

「……手前の右腕、どこ行った？」

　阿あ呆ほのように問いかけたジークを伯爵が蹴けり飛ばした。

　ジークはゴロゴロと床を転がる。転がった跡あとには濃こく太い血の線が引かれた。

「ジーク！」

　ルナはうずくまるジークに駆け寄より傷を診みる。

　右みぎ肩かたより下は完全になくなっていた。

　右肩の少し先では骨がむき出しになり、赤黒い肉にく塊かいが筋を引きながら床に垂れる。

　ルナは喉のどからこみあげてくる酸すっぱいものを堪こらえてジークの傷に氷結魔法を放った。

　ジークの傷が白い氷で覆おおわれる。

　荒っぽいし後できちんと治ち療りようを受けなければならないが、これで止血になったはず。

　魔法は痛みを伴ともなうはずだが、自分の腕が一瞬で消えた衝しよう撃げきの方が大きかったのか、ジークから反応は無かった。

「……その剣が原因ね？」

　ルナはジークの大おお怪け我がの原因が剣であると見み抜ぬく。

　装飾が施された美しい大剣であったはずのそれは、ジークに傷を負わせてから姿を一変させていた。

　刀身は色を禍まが々まがしいまでの紅に変え、形状も刺とげ々とげしいものになっている。

　剣からは魔力が感じられた。体にねっとりとこびり付く。

　実に嫌いやな魔力だ。

「いかにも。これぞ我が呪武『鮮血の彼岸花スパイダーリリー』だ。呪武は知っているな？」

「ええ」

　呪武とは魔力が込められた武器のことである。

　魔法の込められた斬撃そのものも恐ろしいが、呪武を作るために生いけ贄にえがいることもまた恐ろしい。

　禁制の品であるが、伯爵が今いま更さらそんなことを気にするまい。

　やっかいな武器の出現に、ルナにいよいよゆとりが無くなっていく。

「この剣で傷を負わせた相手は四し肢しのいずれかが欠損する。相手を殺さずに無力化できる素す晴ばらしく人道的な得物だ」

　最後の「人道的」という言葉にニュアンスを込めた伯爵。

　彼かれもこの武器が人道的だとは思っていないはず。これもまた挑発なのだ。

「……聞いたことがあるわ。戦争では相手を殺すよりも相手に戦せん闘とう不能の痛手を負わせるほうが効果的。そうすれば敵は怪け我が人にんを看病するため人手を割かねばならず、相手の戦力を大きく削ることができる」

「ただ殺すよりもジワジワと効いていくのだよ。さしずめ、彼岸花リコリスの毒のように」

　得意げな伯爵は右腕を失ったジークへ蔑べつ視しを向ける。

「ほれみろ『夜討騎士ナイトレイダー』。全ては我の言った通りになったぞ。貴様の本気の攻撃は我に届かず、貴様は憎き我に嬲なぶり殺されるしかない。腹を抱かかえて笑い出したくなるくらいに悲しい結末だな」

「テメェ……殺してやる。殺してやる……ッ！」

「そう、もっとだ。もっと憎悪を煮にえたぎらせろ。貴様の誇ほこりを、尊厳を傷つけた我を憎め。正義の刃やいばを光らせ挑いどんでくるがいい。それを無残に打うち砕くだいたとき、我は至高の悪人になれる。我が悪徳が満たされる」

「伯爵ゥゥゥゥゥゥッ!!」

　ジークは叫さけび、吐と血けつした。

「興奮しないで！　これ以上は命に関かかわるわ！」

「だが一撃！　せめて一撃浴びせなければ！　手前が酷いことをした子どもたちがうかばれない！」
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　ジークの目からは熱い涙なみだが零こぼれていた。

　それは伯爵の悪徳を更さらに増長させる。

「そうだ！　泣け！　喚わめけ！　叫べ！　そして為なすす術すべもない己を呪のろい死んでいけ！　貴様は既すでに満まん身しん創そう痍い、その小こ娘むすめからも絞しぼりカスのように微び弱じやくな魔力しか感じられん！　貴様らの敗北は確実！」

「くっ」

　伯爵の見立ては正しかった。

　次に伯爵に切り込まれたらどちらかが命を落とすことになる。

　伯爵が見せつけるように一歩を踏み出す。死の間合いが縮められる。

「最さい期ごだ！　せめて奇き跡せきにすがれ！　そしてその奇跡にすら見捨てられ絶望の中に沈しずんでいくがいい！　我が悪徳のために！」

　伯爵の『鮮血の彼岸花スパイダーリリー』が迫る。

　ルナはすがった。

　奇跡にではない。

　今のルナには、奇跡よりも先にすがるべき存在がいる。




　そして、ドアが燃えた。




　ルナとジークが入ってきて、そのまま二人を閉じ込めていた、この部屋にたった一つしかないイチイ製のドアだ。そのドアが炎ほのおに包まれ、ぼろぼろと崩れていく。

「さあ主しゆ催さい者しや。とっておきのサプライズを用意したぞ」

　炎の向こう側から声が聞こえた。ルナの待ち望んだ声だった。

　その人物は炎の向こう側からやってくる。

「騎士団所属、フェリマ・ソーレインによるこの状じよう況きようからの逆ぎやく襲しゆう劇だ。お楽しみいただけると嬉しいが」

　ボルドーのドレスを着て部屋に堂々と立つは騎士。

　彼女はフェリマ・ソーレイン。

　ルナが奇跡よりも頼たよる仲間。

「……仲間を助けに来たというわけか。美しい友情だ。その友情劇を完かん膚ぷなきまでに破壊してこそ、我が悪徳に磨みがきがかかるというものだ」

　伯爵は呪武をフェリマへと向ける。

　禍々しい刀身が、新たな獲え物ものを見つけた喜びに輝かがやいている。

「粗そ末まつな剣だな。傭兵からかっぱらってきたか？　使い慣れない武器は心もとないだろうが、替えの武器はやらんぞ」

「要いらないさ。武器は貴公への煮えたぎるような怒りで十分だ」

　闘志をみなぎらせたフェリマは伯爵に指を突き付つけ宣言する。

「『夜会パーテイ』は終わりだ」







四章　色カルマ







　レグリエ・ファード・イーゲンボーグ伯爵。

　直接会ったことはなかったが、フェリマはこの男を知っている。

　多くの戦場に赴おもむきながらも揚よう々ようと帰ってくる。不死身だと言う声もあった。

　そんな彼が眼前にいる。敵として。殺意をちらつかせながら。

「フェリマ！」

　ルナから声が飛んだ。ルナの横にはジークと名乗った男が倒たおれている。

「敵の大剣に気を付けて！　それは呪武『鮮血の彼岸花スパイダーリリー』！　掠かすり傷きず一つでも負わされれば、たちまち手足が奪われるわ！」

　フェリマの剣けん先さきが少しだけぶれる。

「呪武か。そんなものまで……」

「ほほう。恐きよう怖ふを感じたな？」

　伯爵が威い嚇かくのために大剣を掲げてみせた。

　けっこうな歳だろうに、年齢による剣の衰おとろえは感じられない。

　経験を積んだ分だけ、若者を相手するより厄やつ介かいかもしれない。

「レグリエ・ファード・イーゲンボーグ伯爵。『夜会』の主催者は貴公か？」

「無む々なしい質問だ。この光景を見たら答えは明らかだろうに」

　釈しやく明めいすらしない伯爵に、フェリマは剣を突き付ける。

「よくもこんなことが平然とできるな……！」

「平然とやっているわけではないぞ。生き生きと、伸のびやかにやっている」

「異常者め」

「自分と異なる人間を『異常』という言葉で片付ける短たん絡らくさには感心せんな。折せつ角かくだから貴様も差別される側の苦しみを味わってみるといい。両手両足失ってな」

　伯爵が大剣を振る。風切りの音が、地じ獄ごくの獣けものの唸り声にも聞こえた。

「行くぞ！」

　フェリマは床を強く蹴り、伯爵へ挑みかかった。

　接近戦なら自信がある。手に馴な染じまぬ他人の剣でも、剣筋が乱れることはない。

　一撃で相手の腕を潰す。それで捕縛する！

　フェリマの頭の中に浮かんだ勝利への道筋は、しかし一瞬で砕かれる。

　伯爵の腕を剣で突こうとした途と端たん、伯爵も大剣でフェリマに切りかかっていたのだ。

（速い！）

　想像以上の剣撃に、無意識のうちに体が防御を選せん択たくする。

　フェリマは剣で大剣の一撃を防御しようとした。

　接せつ触しよくの瞬間、剣を握にぎる手に強い痺しびれが生まれた。

　勢いを完全に殺しきることはできず、フェリマはそのまま吹き飛ばされる。

　頭を振って急いで起き上がると、自分が今まで持っていた剣が沢たく山さんの欠片かけらとなってそこかしこに散らばっているのが見えた。

　大剣戦術の一、武器破は壊かい。こうあっさりときめられても屈くつ辱じよくを感じないのは、それだけ伯爵が強いからだ。

「うまく防いだな」

　伯爵が笑う。

「残念だがまぐれは長く続かん。この『鮮血の彼岸花スパイダーリリー』で足と腕を削そいでやろう」

「期待していなかったが、降こう伏ふくの意思は見られないな。ならば……！」

　フェリマは左足を後ろに流し、構えた。

　もう両手には何もなかった。騎き士し剣けんはおろか、小さなナイフすらも。

　徒と手しゆ空くう拳けん。

　状況は完全に不利だが、フェリマの目は自じ暴ぼう自じ棄きになっていない。

　不安は怒りで抑おさえ込む。『鮮血の彼岸花スパイダーリリー』の紅色よりも真っ赤に燃える炎の意志で立ち向かう。

　両者がゆっくりと間合いを詰つめる。

　だがそこで、ドアの無くなった扉とびらから『夜会』の運営と思われる男が慌あわてて入ってきてしまった。

　男は主催者である伯爵とフェリマが戦っている光景を見て目を丸くする。

　すると伯爵が男に無機質な目を向けた。

　視線に射られた男は我に返ると報告する。

「た、大変です。我々は閉じ込められました」

「……説明せよ」

「緊きん急きゆう避ひ難なん用の隠かくし通路全てに毒の霧きりが発生。通れなくなりました。霧が発生していない通路が一つあるのですが、その先にいるはずの仲間と連れん絡らくが取れません。おそらく通路の先に騎士団がいて、仲間は既に――」

（ナハトだ！）

　フェリマはすぐに思い当たった。

　当初の計画通り、ナハトが隠し通路を全て塞ふさいだのだ。

「毒を放った者は？」

「見失いました」

「まぁ問題ない。こいつらの仲間というのであれば、向かう先は一つしかない」

　伯爵に焦あせりは見られない。

「商品部屋だ。奴やつはそこでガキを守ろうとするだろう。哀あわれなものだ」

「どういう意味だ？」

　嫌な感じだ。フェリマが問いただせば、伯爵は視線をジークへと移した。

「ジーク・ノイノア。貴様、どうして正体が発覚したか分からないのか？」

「……何ィ？」

　血走った眼で伯爵を睨にらみあげるジーク。ルナが懸けん命めいにジークをなだめる。

「簡単なことだ。斥候を使うのは貴様ら騎士団だけではない。我も商品の中に斥候を紛まぎれ込ませておいたのだよ」

「ッ!!」

「必死で商品の顔を思い出だしているな？　だが、誰だれが斥候だったかは分かるまい？　別に恥はじることはない。あの斥候はこの国の闇やみを背せ負おいし者の一人。貴様程度では見破ることすら敵かなわぬ存在だ」

「ならば、子どもたちは……」

　ジークの声は震えていた。

「貴様は商品たちを守ったつもりだろうが、詰めが甘あまい。あの中に潜ひそむ斥候は、いざとなれば商品たちを処分することになっている。貴様らが『夜会』を引ひっ掻かき回してくれたおかげでもうそろそろ我が斥候は商品の処分を試みるはずだ。貴様らの仲間もろともな」

　さらに、と伯爵は嗜し虐ぎやくの喜びを声に乗せる。

「騎士団が突とつ入にゆうしてこようが、それは獣の巣穴に飛び込む行こう為いだ。死をも恐れぬ傭兵たちが騎士団を襲うだろう。金さえあれば傭兵などいくらでも補ほ充じゆう可能。騎士団は勇ゆう猛もうに戦うだろうが、待まち伏ぶせされてはどうしようもあるまい」

　そして、と伯爵は悪逆の愉ゆ悦えつに震える。

「貴様らは我に勝つ手段が無い。三重苦。絶望だ」

「それがどうした？」

　フェリマは鋭く言う。

「状況不利は分かっている。分かった上でこの場にいる。今いま更さらそんなことを並べ立てて私が逃にげるとでも思ったのか」

　状況は不利だ。恐怖もある。

　それでも騎士としての覚かく悟ごが、ティゴザで奪うばった命の重みが逃とう走そうを許してはくれない。魔ま法ほうが上う手まく使えなかろうがフェリマは立ち向かう。それが奪った命への敬意。

　大だい丈じよう夫ぶだ。

　フェリマは自分に言い聞かせる。

　商品部屋に敵の斥候がいても、向かったのはナハトだ。大切な仲間だ。

　仲間を信用しなくてどうするのだ。

　それに、騎士団だって五年前から『夜会』と戦い続けている。

　怒りと屈辱を胸にここまできたのだ。

　任務を命じられた時のレオリムの言葉を思い出す。

『騎士団の主力で連中を一いち網もう打だ尽じんにしてやる』

　あの時、団長の目には強い怒りと誇りの光があった。この国最強の騎士団長が自信を持って送り出す主力なのだから、傭兵の待ち伏せにも抗あらがえるはず。

　心配無用。今は自分の為なすべきことをすればいい。主催者を捕縛するのだ。

　フェリマは間合いを詰めなおす。伯爵も構える。

　二人の激げき突とつまでの距きよ離りは、あと六歩と少々。




　　　◇




　石の壁が冷たく光る廊ろう下かを、黒い人ひと影かげが疾しつ走そうする。

「い、いやがった！　こっちに来……ゲヒッ!?」

　走る先に立っていた運営の男が一人、後頭部を掴つかまれ壁に頭を叩きつけられる。

「弱い！」

　人影ことナハトは吐はき捨すてた。

「傭兵ならいざ知らす、常人より少々腕に覚えがある程度で俺おれは止められないぞ！」

　ナハトは着実に運営の数を減らしながら商品部屋を目指す。

　ナハトもフェリマと同様に丸まる腰ごしだ。細剣『閃光の木天蓼シルバーヴアイン』は宿に隠してある。

　だがナハトは身体が剣一つ分軽くなったとしか感じていない。

　丸腰の劣れつ勢せいなど、運営の男たち相手では意味をなさなかった。

　途と中ちゆうの石段を三さん段だん跳とびで通過して、ナハトは地図を頼りに商品部屋へとひた進む。

　やがてナハトは丈じよう夫ぶそうな扉の前にたどり着いた。

　地図と照らし合わせて確かく認にんする。ここが商品部屋だ。

　早さつ速そく子どもたちの安否を確認しようとするが、鍵がかかっていることに気付く。

　足元を見れば、この部屋のものと思われる鍵が破壊されて転がっていた。

「あのオッサン、開けるこっちの苦労を考えてくれよ……」

　ジークは中の子どもたちを守るため誰も立ち入れないようにした。

　けれどもナハトは中の子どもたちに用があるのだ。

　どうしても確認しておきたいことがある。

　ナハトはポケットをまさぐると、小さな麻あさ袋ぶくろを取り出した。

　袋の中から取り出したのは赤黒い小さな石だ。ナハトはもう一つ、こはく色をした液体の入った小こ瓶びんを取り出すと石にふりかける。不思議なことに、石はかけられた液体をそのまま吸い取っていく。

　特とく殊しゆな火山岩。封ふうじられた扉を開けるための鍵となる石。

　十分に液体を吸った石を扉の前に置き、ナハトは中に向けて大声で叫んだ。

「今から扉をブチ開ける！　目を瞑つぶり、歯を食いしばり、扉からできる限り離はなれろ！」

　中からの返答は待たなかった。ナハトは廊下を照らしていた壁際の篝かがり火びを一つ失敬すると、石に向かって投げた。

　石に篝火が重なる。ナハトはその場から急いで離れる。

　そして、轟ごう音おん。

　空気が震え、もうもうと煙けむりが広がった。

　液状の爆ばく薬やくと、液体を蓄たくわえる火山岩。即そく席せきで作った単純爆ばく弾だんだったが、効果のほどは破壊されたドアが証明してくれている。

　爆ばく発はつの煙に顔を顰しかめながらナハトは部屋へと入っていく。

　廊下よりも室内は薄うす暗ぐらい。

　足を踏み入いれれば、部屋ではすすり泣きがあちこち上がっている。

　爆発がよほど怖かったのだろう。子どもなら無理なからぬことだ。

　それでも何人かの子どもはナハトを見て、弱いながらも目に光を灯ともす。

　ナハトが『夜会』の人間ではないと見抜いたのだ。

「だ、誰？」

「通りすがりの料理人だ。お前たちを助けに来た」

　さらに多くの子どもたちから反応があった。

　解放される喜びに任せてナハトに駆かけ寄ろうとする子どももいる。

「全員動くな！」

　だがナハトは刃のような声でその足を封じた。

　そしておもむろにパイプを取り出すと、部屋の中に飛んでいた篝火の欠片を拾って、燻くすぶっている火で葉に点火する。

　ナハトはそのまま紫し煙えんを燻くゆらせながら部屋全体に聞こえるように話す。

「……なるほど。そうだよな。『王の影かげ』の構成員は素す性じようの分からぬ者がいい。奴ど隷れいとして売られるような子どもたちなんかは足がつきにくいし、暗殺者として教育するなら善悪の区別が定まっていない子どもの時期がいい。暗殺の素質がありそうな子を見つけるのに、ここはうってつけの場だよな」

　ほとんどの子どもたちにはこの言葉の意味が分からなかったのだろう。きょとんとした表情がいくつも並ぶ。

　だが一人。ナハトが部屋に踏み込んでから一回もナハトへ顔を向けていない子どもがいた。薄暗い中、大勢が集まるこの空間でもナハトの目は彼女を見み逃のがさない。

　ナハトは大きく煙を吐き出した。

「……お久しぶりです。センパイ」

　ナハトの言葉の向かった先には、クマのぬいぐるみを抱だいた少女がいた。

「ふ、ふぇ？」

　見るからにいたいけな少女は意味が分からないと言うような顔をする。

　クマのぬいぐるみをぎゅっと抱き寄せたその手に力が入っているのは、緊きん張ちようのためだろうか。

「お、おにいちゃん、何を言ってるの？」

「いやぁ。相変わらず見事ですね」

　ナハトは苦笑いする。

「もう三み十そ路じの坂も半ばだというのに臆おく面めんもなく『おにいちゃん』だなんて。『王の影かげ』の斥候は伊だ達てじゃないってやつですか？」

「みそじ？　コレットは七さいだよ！」

「七歳で、しかもここに売られてくるような少女が『三十路』って言葉が年ねん齢れいを表すものだって分かりますかね？」

「…………」

　コレットと名乗った少女は沈ちん黙もくする。

　ナハトは余よ裕ゆうを見せつけるように煙を吐き出した。

「組織での通り名は海月くらげ。『王の影』きっての面師で、魔法と技術で子どもに変装をしての諜ちよう報ほうや暗殺を得意とした。俺に面師としての技術を少々教えてくれもしましたよね」

「……やはり生きていたのかい、黒くろ猫ねこ……ッ！」

　コレットが発したのはそれまでの少女然とした声ではない。

　屈辱と苦く渋じゆうに満ちた、絞り出すような声だった。

「暗殺者の卵を見つけ出すためあんたは『夜会』と手を組んだ。『夜会』にしてみてもいざとなったら商品を全員口くち封ふうじしてくれるあんたと協力することは利点がある。商品に紛れ込んだ斥候。相変わらずやり方がえげつないですね」

　上でただならぬことが起きたことにコレットは気づいていただろう。

　つまり自分の到とう着ちやくがもうしばらく遅おくれていれば、コレットが商品たちの処分に動き出した可能性もあったということだ。

　ナハトは内心の冷ひや汗あせをもみ消すかのように、煙を吐き続ける。

「さてセンパイこれからどうします？　俺としてはセンパイからいろいろ話を伺うかがいたいんですよね。例えばフェリミネア・デゥ・ボートキアン第二王女のこととか」

「くっ」

　コレットはナハトへと敵意を宿した視線を飛ばす。

「あらら。やる気満々ですか。まぁ、楽して話を聞き出せるとは俺も思ってませんでしたけど」

　ナハトは持っていたパイプを勢いよく振ふった。

　火のついた葉の塊かたまりが部屋の中央に転がり、煙がもくもくと上がる。

　それを吸った子どもたちの目がトロリとしてきた。やがてふらふらと姿勢がおぼつかなくなる。

「睡眠作用のあるククジの葉です。即効性はないんですが、精神的にも肉体的にも弱った子どもたちには効果テキメンですんでね」

　ナハトはパイプに火を点つけてからわざと部屋に煙が充満するような吸い方をしていた。

　部屋で意識を保っているのは二人となった。

　暗殺者として薬に耐性のあるナハト、そしてコレットだ。

　ナハトはポケットのケースからククジの葉を更に一つつまみ取り出すと、パイプに入れて火を点けた。

「俺はこれから起こることを子どもたちに見せたくないんですよ」

　念には念を入れて、ナハトは十分にククジを焚く。

　この部屋でこれから行われることを、子どもたちの目に触れさせるわけにはいかない。

「さぁセンパイ。武装してくださいな。どうせそのぬいぐるみの中に武器を隠し持もっているんでしょう？」
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「……ッ！」

　見透かされたコレットが顔を醜悪に歪める。

「うぬぼれるのもいい加減におしよ。元暗殺者と現げん役えきの暗殺者。勝てるとお思い？」

「思ってますよ」

　ナハトは平然と言い放つ。

「伝説の面師ならいざ知らず、面師の技術というのはどうしても体に負担をかける。あんたは魔法と技術を駆使してその姿を留めることに成功しているが、副作用で身体機能は常人程度になっているはずです。常人が黒猫に勝てるとはまさか思ってませんよね？」

　煙が十分に充満した。

　ナハトはパイプを懐ふところに眠らせ拳こぶしを固める。

　ナハトの心はこの時だけは昔に戻りつつあった。黒猫と呼ばれていた自分に。

「俺は『王の影』であんたに技術を教わった。あんたが武装するまで待っているのもその時の敬意からだ。だけどそれも終わりだ。武器は弩か？　毒針か？　あるいは毒を塗ったナイフか？　いいからさっさと準備をしろ」

　構えを取ったナハトの指が、何かを握りつぶすかのように蠢く。

　それはこれから起こりゆくことの暗示。

　絶対に逃がさない。そんな決意の表れ。

「舐めるんじゃないよ！」

　コレットの手に銀の針が躍った。クマのぬいぐるみの腹の中より出されたそれにナハトは見覚えがある。暗殺用の毒針だ。

「そんなものが俺に通用すると思っているのか？」

「通用しないものを持ち出すと思っているのかい？」

　コレットは逆手で針を持つと、自分の腕に針を刺す。

「……！」

　ナハトはパイプを投げ捨てて身構えた。コレットから感じられる危険度が格段に跳はね上あがったのだ。

「……とまぁ、ちょっとした肉体強化ってところさ」

　コレットはやおら壁かべに近づくと、いきなり壁に拳を入れた。

　ゆっくりとコレットが拳を戻せば、石造りの壁には亀裂が生まれている。

「素手で勝てるとは思わないことだねぇ。仔猫ちゃん」

　ねっとりとした声音でコレットが嘲弄する。

　ナハトはしばらく考え込むと、提案する。

「……やっぱりこの勝負、お預けにしませんか？」

「今更それが通ると思っているのかい」

　ですよねぇ、とナハトは苦笑いし、コレットに向けて指を差す。

　その指先が素す早ばやく動き宙に文様を描いたのを目の当たりにしたコレットの表情は、ひどく滑稽なものに見えた。

「その状態のあんたを生きたまま確実に捕とらえられると断言できるほど俺は強くない。悪いが、ちょっと本気であんたを潰つぶしに行くぞ」

　ナハトの体から魔ま力りよくが漏れ出していく。『王の影』の面々も知らぬ、ナハトの一面。

「な、なんだい。いつから魔法なんて使えるようになったんだい。昔は魔法なんて使える素振りも見せなかったのに」

「最初からさ。ただ、この魔法は黒猫っぽくないから使っていなかったんだよ」

　宙の文様、魔ま法ほう陣じんはどんどんとその輝きを強めていく。

「これが本物の『閃光の木天蓼シルバーヴアイン』。閃光を操あやつる俺の切り札だ」

　魔法陣の光が最高まで満たされた時、ナハトの手の中で光が弾け、それは一筋の閃光の細剣となってその形を止める。

「さてと」

　ナハトは暗闇に光の線を描いて、コレットに告げる。

「闘やろうか」
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　同時刻。

　ルナとジークの去った会場は、別の緊張感によって支配されていた。

　一か所を除く全すべての出入り口が封ふう鎖さされていて、生き残っているのはわずか一か所。

　その一か所の出口の安全を確認しに行った運営や傭よう兵へいが全て帰ってこないのだ。

　客は早く帰らせろと喚きたてている。

　自分がいかに権力を持っているかを誇示して運営の者を威い圧あつする者もいれば、身に着けている黄金の装そう飾しよく品を全て運営の者に押し付けて、自分だけは優先して守ってくれと頼たのみこむ者もいた。

　運営の男たちは彼らを必死で宥めるが、運営側だって不安でいっぱいなのだ。

　待機している傭兵たちの方に目を向けると、彼らはジークやルナたちに負わされた傷の手当てをしている。彼らに恐怖の色は無い。傭兵という生なり業わい上、我わが身について覚悟はできているのだろう。

『夜会』とその客にとって、今や死をも恐おそれぬ彼らこそが唯ゆい一いつの頼りだった。

　と、

「おい、何か聞こえてこないか？」

　誰かがそう発言したことで皆みなが耳を澄ませた。

　すると、確かに、不穏な空気に似合わぬ鼻歌が聞こえてくる。

「……通路だ」

　運営の男が震ふるえる声で呟つぶやいた。

「これ、隠し通路から聞こえてくるぞ。誰かの鼻歌が近づいてくる」

　通路に入った運営や傭兵の中で、鼻歌と共に帰還するような性格の者はいない。

　となればこの鼻歌は敵のもの。

　すかさず傭兵たちが各々の得物を持つ。

　今や全員の目が隠し通路への入り口を見ていた。そこから現れる敵を恐れていた。

『……ふんふんふーん♪』

　だんだんと歌がはっきりと聞こえてくる。

『……シュビドゥバダァ～』

　ところどころ音程が外れているのも分かる。

『……ヒャッハー』

　もう鼻歌ですらない。

　血気盛んな傭兵たちの何人かはふざけの過ぎる相手に、顔を見ないうちから青筋を立てているほどだ。

　だが、冷静な思考を持っている者は事態の異様さに気付いた。

　聞こえてくる敵の歌声や足音は一人分。これはおかしい。

　騎き士し団だんは『夜会』の戦力がどれほど凄すごいのか分かっているはずだ。

　騎士一人だけで勝てる相手ではないと分かっているはずなのに。

　……否。

　何人かが雷かみなりに打たれたような顔をした。

　違ちがう。『夜会』には一人では勝てない。その前提条件が間ま違ちがっている。

『夜会』を一人で相手取れるかもしれない強力な戦力が、ロレルカトル騎士団にはいるではないか。

　それはまさに騎士団の「主力」を冠かんするに相応ふさわしい男だ。

　今までその男は前線には出てこなかった。だから『夜会』は彼が動かないものだと勝手に思っていた。アスティス・クリムバーンが死んだことも、『夜会』の気を緩ませる一因になっていた。

　だが、騎士団は『夜会』を憎ぞう悪おし徹底的に叩たたき潰そうとしている。

　もし騎士団がこの機会での『夜会』の殲滅を目論んでいるとしたら、むしろあの男こそ『夜会』攻略に相応しい人物ではないか。

　今までの戦いで斃れていった騎士たちの無念を背負い戦う。

　それもまた、騎士団長の責務ではないのか。

「き、気を付けろッ！」

　そして誰かが叫んだ。

「奴だ！　奴が来る！　騎士団長――レオリム・ランパレルがぁっ!!」

　その場にいる全員の心に恐怖と絶望を運ぶ名。

　背筋が凍こおるような恐怖が全員に共有された瞬しゆん間かん、隠し通路から果たして彼が現れる。

　薔ば薇ら文様があしらわれた黄金の鎧よろい。

　雄々しくはためく深紅のマント。

　右手の美しい騎士剣の握りには布が巻かれてあり、そこには今まで『夜会』との戦せん闘とうで散っていった騎士たちの名前と命日が記されていた。

　レオリム・ランパレル。

　通り名を『戦獅子』。ボトキア王国最強の騎士だ。




　レオリムは敵だらけの周囲を見み渡わたした。

　傭兵の姿が多く見える。そして彼かれらの少なからぬ人数が手傷を負っていることを確認した。視線を遠くの方まで伸ばせば、戦いで絶命した傭兵の死体が転がされている。

　フェリマの力量ではここまでの傭兵を相手取ることは難しい。

（潜せん入にゆう中のジークさんが戦ったんだろうね。何らかのアクシデント……例えばフェリマ君の正体が露ろ見けんしそうになり、それを庇ったとかかな？）

　あの人の性格ならありうるだろう、とレオリムは考える。

　本来レオリムは大切な任務を他人に任せっぱなしにする性格ではない。

　だが、ここ暫しばらくは騎士団本部を留守に出来なくなっている。

　王宮が……というよりも第一王女が何やら策動している気配があるので、その抑よく止し力りよくとして睨みを利きかせ続けなければならないのだ。

　今回の任務は己おのれの枷を例外的に外したもの。あまり騎士団を留守にできない。

（それにしてもまぁ、これほどまでにお客が集まったものだね）

　客として集まった面々を見るとやるせない気持ちになる。

　先日行った舞ぶ踏とう会かいで騎士団を称えてくれた子し爵しやくがいれば、虫も殺せぬか弱き乙女として世間で通っている富豪の娘むすめもいた。

　レオリムは無性にフェリマの顔が見たくて仕方がなくなる。

（みんな表裏が有りすぎだよ。あの単純……いやいや素す直なおで実直なフェリマ君みたいな人と一いつ緒しよにいた方が落ち着くなぁ）

　会場にフェリマの姿は見えない。

　きっと自分の為すべきことを見つけて、別の場所で奮ふん闘とうしているのだろう。

　もしかしたら殉職したのかもしれないが、レオリムはその可能性をできるだけ考えずにいた。

　そうさせないために自分はここにきた。

　自分の為すことを確認し、レオリムは剣を掲げた。

「悪逆非道の犯レデイース・アンド罪者の皆さん・ジエントルメン！　僕ぼくはロレルカトル騎士団を預かるレオリム・ランパレル。皆さんに降伏を呼びかけます！」

　これはレオリムの流儀だった。

　どんな相手であれ、戦う前に必ず一度は降伏を呼びかける。

　殺されないという選せん択たく肢しがある。この尊さをレオリムは知っていた。だからレオリムは自分の流儀に誇ほこりを持っていた。

「皆さんは騎士団による取り調べの後、しかるべき場で処分を受けてもらうことになるでしょう。取り調べ、並びに裁判の正当性は僕が保証します。騎士団は『夜会』に憎悪を抱いていますが、大人しく降伏した方の血まで流そうとは考えていません！」

　会場はざわついていた。

　最強の騎士レオリムからの譲歩。呑のむか、呑まざるか咄とつ嗟さに判断できないのだろう。

　そもそもこれが普ふ通つうの騎士だったら誰も耳を貸さなかったはず。

　何な故ぜなら普通の騎士は下級貴族で家か督とくを継げない者がなるものだから、ここに集まる貴族より格下だからだ。

　だがレオリムは出身が明らかになっていない。本人も堅く口を閉ざしている。

　出身不明者が騎士団長になることへの批判もあったが、その批判はいつのまにか握りつぶされていた。裏で大きな力が働いたのだ。

　身分差による判断がつかない相手。

　客は身分による機械的な判断ではなく、自分の頭で身の振り方を考えねばならない。

「お、おい傭兵ども！」

　一人の貴族が叫さけんだ。

「敵はたったの一人だぞ！　それだけの人数がいて、どうして攻せめかからない！　さっさと敵を片付けんか！」

　その言葉に傭兵たちは反応した。

　レオリムへの包ほう囲い網もうが歩幅一歩分狭まる。

　殺気が周囲に満ち溢れ、会場はすっかり息苦しくなっていた。

「……なるほど」

　レオリムがニコリと笑う。

「それが皆さんの判断ですか。ああ、大丈夫ですよ。僕を殺す命令を出しても、僕は皆みな様さまをできる限り殺さないようにします。まぁ、あくまで努力目標ですけど」

　それより、とレオリムは周囲の傭兵たちに目を向ける。

「傭兵諸君。君たちはどうするんだい？　ただ契けい約やくのために、ボトキア最強の騎士である僕と戦うかい？　僕としては君たちにも降伏してもらいたいんだよね」

　また一歩包囲網が縮まる。

　レオリムの提案は拒きよ絶ぜつされたのだ。

　レオリムは心の底から残念に思い、ため息をついた。

「分かった。戦ってあげるよ。でも、戦っている最中に降伏したくなったらいつでも言ってくれよ。まぁ、君たちはそうはしないだろうけどさ……」

　レオリムへの包囲網はもう蟻あり一匹通さぬ布陣となっている。

　剣、槍やり、斧、更さらには魔典……あらゆる武器がレオリムに向けて冷たい殺意を放つ。

「さて、さっそく戦いを始めるけど、ちょっと話しておかなきゃいけないことがある」

　レオリムは自分自身を親指で指差した。

「僕、レオリム・ランパレルは騎士団長だ。騎士団長と戦うっていうんだから、相手はそれなりに強くなければならない。僕の力は巷の雑魚をいちいち相手にしてあげるほど安くはないんでね」

　この挑ちよう発はつは劇的だった。

　雑魚、という言葉に包囲網の殺気が一気に倍に膨れ上がったのだ。

「だから雑魚かどうか一度君たちを試そうと思う。合格であれば僕と戦う権利がある」

「ほう？　どうやってだ」

　傭兵の一人がレオリムを睨み付つける。命よりも武名、という好戦的な顔だった。

　レオリムはすまし顔でそれに応じる。

「簡単だよ。この魔法で死ななかった人が合格だ」

　途端、レオリムの足元に巨きよ大だいな魔法陣が展開される。

「生命寂滅――『強者の極意ライオン・ハート』！」

　レオリムの身体から見えない力が放出された。

　光でもなければ衝しよう撃げき波でもない。

　実体を持たぬ力が傭兵たちの身体を通り過ぎていく。

　一いつ瞬しゆんだった。回かい避ひや反はん撃げきなど、反応の一いつ切さいを許さぬ速度で魔法は会場を駆け抜けた。

　――そして、傭兵のほとんどが崩くずれ落ちる。

　立っている者たちは傍かたわらの傭兵の様子を見て、歯を鳴らした。

「し、死んでる……」

　外傷は無い。

　それなのに傭兵たちが事切れているのだ。

　まるで死神が命だけを盗んでいったかのように。

　傭兵の中には魔法に通じた者もいたが、レオリムの魔法はその知識で理解できる範疇をはるかに超えていたのだろう。

「……ちょっとは生き残った人もいるみたいだね」

　展開した魔法陣を打ち消し、レオリムは再び周囲を見る。
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　その光景はだいぶ見晴らしが良くなっていた。

「な、何が起きた……？」

「ちょっと皆の勇気を試させてもらっただけさ」

　レオリムは生き残った傭兵に笑いかける。

「僕は生きる勇気のある人間としか戦いたくないんだよ。この魔法は、相手の生きたいと願う心に作用する。死ぬのが怖こわい、生き続けたいと思う人にはこの魔法は無害だけど、死んでもいい、命を懸ける、って思っている人は即死する。絶対に逃げられない」

　レオリムは少しその表情を険しくした。

「僕は『死んでもいい』なんて考える心を評価しないんだ。自暴自棄や自己犠ぎ牲せいは別に勇気が無くてもできる。死の恐きよう怖ふを乗り越こえて、ただ一つしかない命をどんなに辛くても懸命に守り抜ぬく心。死んでたまるかという意志。それこそが僕の考える勇気だよ」

　死を覚悟で、なんてメンタリティをレオリムは認めない。

　そんなメンタリティで挑いどんできた相手は剣を交えるに値あたいしない。

　だからこうして魔法で処分することにしている。煩い蠅を払うかのように、何の感慨もなく相手を即死させる。

　選別……それがレオリム固有の魔法『強者の極意ライオン・ハート』の力だった。

「あ、ありえない」

　魔典を持っていた傭兵が恐怖のあまり膝を折る。

「禁術の類たぐいには見えなかった。だけど禁術はなく心に作用する魔法と言えば……あんたはまさか……ッ！」

　傭兵はそれっきり口を噤んだ。

　もう誰にも攻こう撃げきの意志は無い。全員が圧倒的な存在を前に打ちのめされていた。

　レオリムはたった一発の魔法で会場を全て制圧したのだ。

　レオリムはもう十分と判断して剣を収める。

　今すぐにでもフェリマを助けに行きたいが、レオリムはその衝しよう動どうをぐっと堪えた。

　目を離した隙すきに客が逃げては話にならない。ここに留まり全員を釘くぎ付づけにすることが今自分に求められていることなのだ。

「……フェリマ君。この任務は君の手に余るものかもしれない」

　レオリムはどこかにいるはずのフェリマに向けて言う。

「だけど君には乗り越えて成長してもらいたいんだ。君を狙ねらう敵は僕なんかよりも何倍も厄やつ介かいな相手だし、時間が無い。君の成長を待っていられないんだ」

　レオリムにとってフェリマは特別な存在だ。

　守りたい。だからこそあえて危険な任務にも就かせる。

　フェリマを守るために、フェリマが自身を守れるだけの力を付けさせる。

　戦せん塵じんの谷に突つき落としてでもフェリマを鍛える。それがレオリムなりの愛情だった。
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　伯はく爵しやくの身体が宙を舞った。

　彼は重力のままに地面に激突する。

「グゥッ……」

　伯爵は離さず持っていた『鮮血の彼岸花スパイダーリリー』を倒れたまま振るうが、その時にはフェリマは間合いを十分に開けていた。

　伯爵の大剣での切り落としをフェリマが躱かわし、そのまま伯爵の腕うでをひねり上げて地面に蹴けり転がしたのだ。

　伯爵は起き上がるが、腰こしを打ち付けたのか動作は緩慢だった。

「大剣戦術についておさらいしておこうか」

　呻く伯爵にフェリマが言う。

「大剣で想定する敵は鎧をつけた敵、あるいは多数の敵。大剣の重量で相手の鎧を砕き、もしくは相手の防ぼう御ぎよを崩して骨を割る。多数の敵が相手なら振り回すことで相手を牽制。そして敵の武器破は壊かい。これが大剣の基本戦術だ」

「ぬぅ……」

「大剣の威い力りよくは強大だが弱点もある。振りが大きく隙を衝かれやすい。攻撃が単調になりやすい。特に近間に入られると攻め手を失う。そのため大剣で戦うときは必ず腰に短剣なり細剣なりと、予備の武器を持つ。貴公はその用意が無い」

　フェリマはここしばらく大剣の扱あつかいを学んでいる。

　騎士団にあった大剣を持ってみれば、その重さに自分が振り回された。大剣を扱うことがいかに難しいかを筋肉痛の痛みとともに味わってきた。

　だからこそ大剣の弱点も知った。

　その知識を活かすことで、伯爵を地面にたたきつけることに成功したのだ。

「どうやら貴公、よほどその大剣が気に入っているらしいな。だから無理をしてでも大剣で相手を斬ろうとする。結果、不要な隙が生まれている」

「大剣を気に入っているのではない。我はこの大剣で切り裂かれた人間の凄せい惨さんな姿と苦痛の呻うめきを気に入っているのだ」

「下衆が」

　フェリマは指で小さな魔法陣を宙に描くと、呪じゆ文もんを唱える。

　あらかじめ呪文を彫ほり込んである騎き士し剣けんが無いため詠えい唱しようの時間がかかるが、全く呪文を使えないというわけではない。事実、フェリマは扉とびらを焼いて入ってきたのだ。

「炎ほのおと浄化の精霊ウスマよ、焔ほむらを従えた大いなる暁よ！　我、ここに炎を求む！　望むは明けぬ夜に終わりを告げる気高き暴力なり！　我が魔力を贄とし、我に力を！」

　フェリマの魔法陣から火の玉がいくつも生まれ、威い勢せいよく伯爵に襲い掛かる。

「舐めるなァ！」

　伯爵は魔力を帯びた大剣で炎を一薙ぎした。

　炎の玉が切り裂かれ消滅する。その先から走りくるのはフェリマ。

「切った後は隙だらけだ！」

　フェリマは伯爵の懐に飛び込むと、伯爵の右手首と左肩を掴む。

「灼けろ！」

　フェリマの魔力が両手に巡り、小規模な魔ま法ほうが掌で炸さく裂れつした。

　フェリマの両手が掴つかんでいた右手首と左肩から煙が上がり、伯爵が歯を食いしばる。

「貴様ッ！」

　伯爵が苦くるし紛まぎれにフェリマに脚撃を食らわせる。フェリマは踏んばらずにあえて蹴られるがままにされることで衝撃を殺す。

　フェリマは頬ほおを伝う汗あせを拭った。

　攻撃を叩きこめたのはいいが、一歩間違えれば自分の手足が吹っ飛んでいた局面だ。

　二本の足で床ゆかを踏める幸運を噛かみしめる。

　一手先の自分の五体満足が保証されていない場。これが戦闘なのだ。

「ぐぉ……腕が……我が腕がァ」

　伯爵の右手首と左肩は傷を負っていた。

　火力が乏しかったために重傷ではない。それでも幾いくつも生まれた火ぶくれが、伯爵に針で刺さされたような痛みを与えているはずだ。

　伯爵はもう、剣を振り回すことはできないだろう。

「諦めろ。貴公の負けだ」

　誰だれの目にもフェリマの優勢は明らかだった。

　伯爵が呪武を持っていようが、フェリマの方が有利だ。

　だが、伯爵は終わらない。

「負け？　我が負けると？」

　火ぶくれだらけの手首を見て伯爵が嗤う。心底可笑しそうに。

「これを見てもなお、我が負けだと言えるか？」

　伯爵の手にぶら下がる『鮮血の彼岸花スパイダーリリー』が紅色に輝かがやきだす。

　すると、伯爵の手首と肩から燻っていた煙が宙に消えていく。

　加えて伯爵の傷が見る見るうちに癒えていく。

「さ、再生!?」

　右手を変わりなく動かし始めた伯爵は、フェリマの驚おどろきに対して一礼で応えてみせた。

「我は主しゆ催さい者しや。常に客に新鮮な喜びを提供する義務がある。『つかの間の勝利』という余興はお楽しみいただけたかな？」

「……呪武の力か」

　伯爵自身に魔力は感じられない。タネがあるとしたら大剣の方だろう。

「この『鮮血の彼岸花スパイダーリリー』は傷を与あたえた相手の四し肢しを奪うばう一方で、使用者の肉体の欠損を補う効果も持つ。腕を壊こわされたくらいで我は倒れん」

「それが貴公を『不死身』たらしめた真実というわけだな」

　常に最前線に出て生き残ってきたという伯爵。

　彼の生還を助けたのがこの呪武なのだろう。

「ふむ。先ほど貴様は我に向かって余裕綽々で大剣戦術について説明していたな。お返しに我も近接格かく闘とうについて語ってやるとしよう。貴様がやったように、上から目線でな」

　覇気を取とり戻もどした伯爵が仕返しする。

「徒と手しゆ空くう拳けんでの近接格闘は騎士団において確かに訓練される。しかしてその格闘の目的は『逃にげ』だ」

　正解。

　フェリマは伯爵の格闘術への理解の深さに内心で驚く。

　騎士団における素手戦闘の位置づけは防衛術。武器を破壊されたり寝こみを襲おそわれたりした場合に、素手で相手を怯ませて逃げる隙を作ることを目的としている。

「貴様の格闘は騎士団のものに独自の調整を加えて制圧目的にしたものだな。懐に飛び込み人体の駆動域を狙うことで相手を無力化する。効率的だが騎士の発想ではない。暗殺者の技術を転用したようにも見える」

「いいや。料理人の発想だ」

　フェリマは暇ひまがあればナハトに格闘の稽古をつけてもらっている。

　伯爵に使った技もナハトに教えてもらったものだ。

　どうして料理人に体術の腕があるのかフェリマも疑問に感じていたのだが、ナハト曰いわく「考えるな。感じるんだ」だそうである。

「付け焼き刃にしては見事な格闘だ。だが、もう一度我の懐に飛び込む勇気はあるか？」

　今度はフェリマが歯噛みする番だった。

「我の傷はすぐに癒える。我を倒たおしたければ一いち撃げきで致ち命めい傷しようを与えるしかない。素手でできるか？　首の骨でも折るか？　掠かすり傷きず一つで勝負が決まる大剣の間合いに、それでも挑んでこれるか？　ほらどうした。顔に怯えが出ているぞ」

　戦せん況きようは一瞬で逆転していた。

　体を動かす部位に傷を負わせても相手を無力化できないのなら、素手のフェリマに勝ち目はない。

　間合いを詰つめようにも、伯爵もフェリマの近接格闘に応じて攻撃を仕し掛かけてくるはず。

　初撃ならともかく、相手に手の内を知られている状態で懐へは飛び込めない。

　ふと床に目をやれば、ジークのものと思われる短槍が転がっていた。

　フェリマは急いでそれを掴みとると、槍を伯爵に向ける。

　けれど剣と違って握りがしっくりこない。

　フェリマは実戦に耐たえうる槍の訓練はしてこなかったのだ。

「お前さん……何してやがる。逃げろ。短槍は……素人しろうとが扱えるものじゃないんだ……」

　ジークの掠れた声が飛ぶ。

「私が時間を稼ぐから、ルナ様はその人を連れて逃げてくれ！」

「そうしたら貴女あなたが危険だわ！」

「私にはまだ魔力が残っている！　ルナ様がここにいる方が危険だ！」

　ルナに戦えるだけの魔力が無いことはフェリマも承知していた。

「逃げられると思っているのか？」

　待ち技一いつ辺ぺん倒とうだった伯爵が、好機と見たのか間合いを詰めてきた。

　大剣を立てるように持つことで、頭や喉のどや胸、鳩尾などといった急所を隠かくしている。一撃で殺されない限りはどの部位を攻撃されても癒えるのだから、あの構えは完かん璧ぺきな防御と言える。

「魔法を使う暇はやらんぞ！」

「くぅっ！」

　フェリマは攻撃できる部位を必死で探すが、伯爵を一撃で倒せる場所は無かった。

　それでもやるしかない。

　向かってくる伯爵への迎撃態勢をとる。

「痴れ者め！」

　伯爵が急に何かを投げてきた。

　投げナイフだ。鋭利な刃物がフェリマのむき出だしになった喉に飛ぶ。

　フェリマは意識せぬまま槍で叩き落とした。

　飛翔物に体が勝手に反応してしまったのだ。

　それが、致命的な隙を作る行動だったと頭では理解していながら。

　構えの乱れたフェリマに、伯爵の横殴りの大剣が襲い掛かる。

「冥土の土産に覚えておけ！　隙を作ることこそ戦いの基本なのだ！」

　大剣の軌き道どうは完全にフェリマを捉えていた。逃げられない。

　駄だ目めだ。死ぬ。




「させん！」




　横から突とつ然ぜんの衝撃。フェリマはそのまま横に吹ふき飛んだ。

　その頭上を唸うなりを上げて大剣が通り過ぎていく。

　フェリマは自分の髪かみの毛がわずかに切られたのを感じた。

　浮遊感の後、すぐに硬い床の衝撃が押し寄せてくる。

　床に数度転がって、フェリマはすぐに体勢を立て直した。

「……無事だったか」

　声がした。フェリマは先ほどまで自分が立っていた場所を見る。

　そこにはジーク・ノイノアが立っていた。

　彼が咄嗟にフェリマを突き飛ばしてくれたのだ。おかげでフェリマは『鮮血の彼岸花スパイダーリリー』の洗礼を浴びずに済んだ。

　そしてこれが、彼が両足で立っていられた最後の時間。

「よかった」

　ジークが静かにそう呟くのと同時、ジークの左足が破は裂れつした。

「ぐ、ぅおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　目を血走らせてジークが絶叫する。

　口の端はしからは血の泡あわがぷくぷくと浮かび、今すぐに布か何かを噛ませないと自分で舌を噛み切ってしまいそうだ。

「ほう！　あの手傷を負いながらもなお仲間を庇うために動けるとは。流石さすがだな。全てが無む駄だに終わるとはいえ、今の動きは中々よかったぞ」

　伯爵は呵呵大笑する。

　相手の努力を全てあざ笑うかのようなその笑いが実に耳障りだった。

　伯爵は自分の口ひげを撫で付けながら、ルナが魔力をかき集めてなんとか止血できないか奮闘するのを見下ろす。

「ううむ。貴様らのゴミみたいな努力は本当に我が悪徳を満たしてくれる。我も貴様らに相応の礼をしなければならんな。……そうだ、我が悪徳について語ってやろう。貴様らもどうしてこれから自分たちが殺されるかくらいは知っておきたいだろう？」

　フェリマたちは完全に伯爵にコケにされていた。

　それでもジークはもう逃げられず、ルナは戦えない。フェリマは自分のためにジークが怪我を負ってしまったことへの自責の念で足が動かない。

　伯爵が調子に乗っても仕方のない状じよう況きようだった。

「我が悪徳に拘る理由……それは我が妻だ」

　伯爵が壁に掛かけられた肖しよう像ぞう画がを指差した。

　たおやかな笑えみの夫人の肖像画だ。

「美しい色使いだろう？　だが、我には見えん。我は色が認にん識しきできんのだ」

「色が？」

　フェリマが聞き返す。

「そうとも。我は色彩を失いし者。妻が死んだ日より我は色の無い世界を生きている」

　伯爵の顔がどこか寂しげになる。そのまま彼は低い声で語り始める。




　　　◇




　伯爵の髭や頭とう髪はつがまだ茶色だったころ。

　愛しい妻が死んだ。殺されたのだ。

　犯人は元敵国の人間……伯爵に戦場で『鮮血の彼岸花スパイダーリリー』により足を奪われた者だった。暗殺者を雇って伯爵の妻を殺したのだ。

　犯人は伯爵が愛妻家であることを知っていた。だから本人を狙うよりも妻を狙った。

　その方が伯爵を苦しめられると知っていたのだ。

　果たして犯人の思惑通りだった。

　妻の死を知った伯爵は大いに嘆き、飲食の一切ができない状態が続いた。

　犯人には当時の騎士団による厳しい尋じん問もんが待っていた。

　犯人はすぐに洗いざらい白状した。

『イーゲンボーグの者によって足を奪われ、戦争から生還しても不自由な生活が続いた。家族には迷惑をかけ、碌ろくな仕事にもつけなかった。だから復ふく讐しゆうしようと思った』

　それが犯人の動機だった。

　犯人は知らなかったが、伯爵が『鮮血の彼岸花スパイダーリリー』を用いるのには訳があった。

　簡単なことだ。当時の伯爵はなるべく人を殺したくなかったのである。

　家柄上、戦争が起きたら参加せねばならない。それが自分の家の伝統だからだ。

　人を殺したくない。されど殺さねば自分が殺されてしまう。殺されてしまえば愛する妻のところに戻れない。

　そんな葛藤に苦しむ伯爵が巡り合ったのが『鮮血の彼岸花スパイダーリリー』だった。

　不殺制圧。伯爵の理想をそのまま形にしたような武器。伯爵は神に感謝し、戦場ではこれを用いた。

　その結果が妻の死に結びついてしまったのだ。

　伯爵は己を呪った。愛する妻を殺した己を呪殺したくてたまらなかった。

　そして、気づけば視界から色が消えていた。

　自分の頭髪や髭が茶色から白に恐ろしい変化を遂げていることも伯爵は認識できなかった。色彩の一切を失っていたのだ。

　物の形などは判別できるので、日常生活に甚大な影えい響きようがあったわけではない。

　ただ、妻の色鮮やかな肖像画を楽しめなくなったのは辛つらかった。

　愛しい妻は死んでしまった。せめて色鮮やかな妻の肖像画を楽しみたいと、伯爵は色彩を取り戻すために努力を惜おしまなかった。優れた名医がいると聞けば黄金に物を言わせて連れてきたし、とある毒が目を良くする効果を持っていると聞けば、自殺行こう為いと分かっていてもその毒を呑んだ。

　それでも色は戻らなかった。

　ある日、悲嘆にくれる伯爵は召めし使つかいの一人に八つ当たりをし、大おお怪け我がを負わせた。

　すると奇き跡せきが起きた。

　唐突に、視界に色が戻ったのだ。

　伯爵は狂喜し妻の絵を存分に楽しんだが、やがて色は少しずつ薄くなり消えていった。

　自宅に招いた医師にこのことを相談すると、伯爵の色彩消滅は精神的なものかもしれないと医師は言った。

　伯爵の色彩は自らの罪の意識により消えた。ならば復活させる鍵かぎもまた「罪」なのではないだろうかと。

　ならばと伯爵はその場で医師を害してみた。

　するとその医者の言ったことが証明された。伯爵の世界が再び色鮮やかに輝きだした。

　伯爵は自らが罪を感じるような所業を……悪徳を積むことに精を出し始めた。

　そうすることで世界に色が戻る。妻の絵を楽しむことができる。

　だが、色はすぐに消える。

　伯爵はだんだんまどろっこしくなってきた。色を完全に取り戻すにはどうしたらいいのだろうかと考える。

　中ちゆう途と半はん端ぱな悪徳ではだめなのだ。

　もっと大規模な悪徳を積む必要がある。

　だからこそ伯爵は『夜会』を立ち上げた。より悪徳を積むのだ。

　全すべては愛する妻の絵を楽しむために。




　　　◇




「――とまあ、これが我が悪徳を積む理由だ」

　フェリマが怒いかりで顔を紅潮させる前で、伯爵は弁舌巧みにそう述べる。

「……狂くるってる」

「狂ってる？　違ちがう。我はただ妻と妻の肖像画、思い出を愛しているだけだ。我は狂きよう人じんにあらず。我は愛妻家なり！」

　だが、と伯爵は残念そうな表情になる。

「どうやら『夜会』程度の悪徳では我が色彩を取り戻すことは叶わないようだ。かくなる上は更なる悪逆を積むべく、隣りん国ごくロザランドとの間に戦争を引き起こすしかないか」

「何だと!?」

　フェリマが激する。

　そんなこと、絶対にあってはならないことだ。

「落ち着け。今すぐにというわけではない。戦争ともなれば裏工作のため、二、三年は必要になる。それまでは『夜会』の悪徳で色彩を繋いでいこうか」

「そんなことさせると思っているのか！」

「我を止めるか？　どうやって？　貴様らはここで死ぬのだぞ？」

　伯爵が指を鳴らせば、部屋の隅すみの壁かべがギギギ……と重い音を立てて動く。

　そこにあらわれたのは隠し通路。

「この逃げ道みちは我しか知らん。貴様らを殺した後、我はここより脱出する。万一傭よう兵へいが全ぜん滅めつさせられていようが、この部屋に騎き士し団だんが来るときには我の姿はもう無い。主催者の正体を知っているのは、我の斥候スパイ以外に貴様らだけだ。貴様らの死と共に主催者の正体は闇やみの中に消える」

「ふざ、けんな……」

　ジークが血と共に言葉を吐はく。

「お前さんは……手前が止める。騎き士しとして……」

「騎士？」

　伯爵が吼えた。

「貴様が自らを騎士と名乗ると!?　笑わせるな！　騎士ならばどうして子どもたちの腹に禁制の品を入れる手伝いができたのだ？」

「それは貴方あなたが彼にやらせたんでしょう！　彼は潜入任務のため、怪あやしまれないように仕方なく……」

「拒きよ否ひすることだってできたはずだ。だが、こいつはそれをやった。我は知っているぞ。こいつは常に自分の正体がばれることを恐おそれていた。孤こ立りつ無む援えんの『夜会』の中で、正体が知られたら殺される。その恐怖に常に怯え、潜せん入にゆう任務なのに我から離はなれた場所にいようとした。自分の命と子どもたちを選べと言われ、こいつは自分の命可愛さに子どもたちを選別した！」

「や、やめろ……」

「貴様は何とも見下げた臆病者だ！　その上計算高くてずる賢い！　ここにいる二人を助けたのも、子どもたちを売った罪の意識を減らすための行為だ！　自分可愛さの利己的な行動だ！　人一倍臆病で卑怯なくせに他者には認められたくて格好をつける、それが貴様という男だジーク・ノイノア！」




「――黙れ」




　静かな、ただ途と方ほうもない怒りを込めた言葉がフェリマから生まれた。

「この人を臆病者呼ばわりすることは私が許さん」

　伯爵はいやらしく笑う。

「はて？　臆病が服を着て歩いているようなこいつが臆病者ではないと？　……いや、そもそもこいつはもう歩けんのか」

　伯爵の目はジークの消えた左足に向けられていた。

　ジークにとっては何と屈くつ辱じよく的なことだろう。

　けれどフェリマは声を張り上げたり無む謀ぼうな突とつ撃げきをしたりしない。

　ただ繰り返すのだ。

　黙れ、と。

「……私は『夜会』の余興を見た。舞ぶ台たいの上で少女たちが苦しんでいた」

　フェリマの頭に姉妹の苦しそうな表情が思い出される。

「私は今すぐにでも突撃したかった。相棒が諌めてくれなかったら突撃していたかもしれない。人が苦しんでいるのを前に、騎士は冷静でいられない。それはその人も同じだったろう」

　けれど、とフェリマは言葉を告げたす。

「その人は歯を食いしばって任務遂すい行こうのために己おのれを殺してきた。子どもを選別することは辛くてたまらないはずなのに。ばれたら殺される恐怖に押しつぶされてしまいそうなはずなのに。この人は自分しかできないことのため、懸けん命めいにこの場に踏ふみとどまった。私には同じことができるかどうか自信が無い」

　今まで、フェリマの傍そばには必ず誰かがいた。

　王都では常にレオリムが気にかけてくれていた。

　ティゴザでの初めての単独遠征。そこでもフェリマはルナやナハトという仲間を得て、アスティスを倒すことができた。

　誰かがいたから乗り越えられた。フェリマはそう思う。

　対してジークは困難な任務に一人で挑んだ。

　正体がばれたらいくら腕うで利ききの彼かれと言えど殺されてしまう。その恐怖に怯えながらも、屈辱的な仕事を任されてもなお彼は逃げなかった。

　その心は「勇気」という簡単な言葉で片付けていいものではない。

　勇気よりももっと複雑で、矮小で、臆病で、計算高く、そして気高い。

　ジークを形容する言葉をフェリマは見つけることができない。

　ただ、フェリマは自信を持って言える。

「私はこの人に敬意を表する。そして、それを嘲笑った貴公を排除する！」

「そんな奴やつに捧ささげる敬意とは、ずいぶんとまあ安いものだ」

　伯爵の剣けんに再び禍まが々まがしい魔ま力りよくが漂う。

　次で決めるつもりだろう。上等だ。

「ルナ様。ほんの僅わずかでいい。魔力は残っているか？」

　フェリマが問えば、ルナは戸と惑まどいの声を上げる。

「『誰も知らなネームレスい逆襲劇リベリオン』を使う気？　貴女はあんな奴に敬意を払えないでしょう」

「ああ。ただ、私の中の何かが叫さけんでいるんだ。『使え』とな」

　むちゃな要求だとルナは返す。

「私の魔力は命令一度分。貴女に全力での戦せん闘とうを強要すれば、貴女は勝敗がつくまで戦うことになる。不利になっても逃げられないのよ！」

「頼たのむ、ルナ様」

　フェリマは伯爵から目線を外さない。

「皆みんなを守るには、悪を絶つには。絶対にこの力が必要だ」

　ルナは拳こぶしを握りしめると、細い声を出す。

「……勝ちなさいよ？　負けたりしたら許さないからね」

　ルナは大きく息を吸い、渾身の魔力を込めて言葉を放つ。

「フェリマ、［全力で戦いなさい］ッ！」

　フェリマにかけられた「隷れい属ぞくの魔法」が発動。フェリマの全てを命令で縛る。

　ゼンリョクデタタカエ。

　意識とは別に体の全てがその力を解放する。フェリマが普ふ段だん扱えない、その身に宿る魔力が強制的に目覚めさせられていく。

　だが、それだけだった。

　魔力が多少上がっただけ。敵を穿つ白銀の大剣は出現しない。

　フェリマが生み出す大剣は敬意の剣。敵対する相手に敬意を抱けなければ顕現しない。

「フン。何かと思えば、ただ魔力を底上げしただけか」

　伯爵はつまらなそうに剣を構えると、一切を終わりにすべくフェリマへと向かう。

「我が悪徳の糧となるがいい！」

　紅色の斬撃が、フェリマの命を散らそうとしていた。




　　　◇




　伯爵は色褪せた視界の中でフェリマを捉えていた。

　まだ十六ほどの少女。彼かの女じよを殺せば悪徳が満たされるだろう。

　彼女の鮮血の色が早く見たい。どれほど綺き麗れいな色なのだろう。

　大剣の軌道のその先に答えが待っている。

　伯爵は期待を込めて斬撃を放った。

　が、

　バチィッ！

　鞭むちを打ったような音が響ひびき渡り、剣から火花が散った。

　同時に柄を握にぎっていた掌が焼け焦げる。伯爵は慌あわててフェリマから距きよ離りを置く。

　――何をされた？

　伯爵は掌を見る。焼け焦げが『鮮血の彼岸花スパイダーリリー』の効果で治されていく。

　ここまでの火傷やけどを一いつ瞬しゆんで負わされた。炎だろうか。否いな、炎を使った様子は無い。

「……『誰も知らなネームレス・い逆襲劇リベリオン』・第二解放リベンジ」

　女騎士の唇くちびるが低く言葉を紡ぎ、その周囲に強力な熱が出現した。

　それは、雷撃。

　それは、北の国で死んだある騎士を象徴するもの。犯罪者にとっては絶望の象徴シンボル。

「私の敬意の剣は斬きった相手を剣に刻み込み、記録する。斬った相手を忘れぬために、斬った相手の命の分まで必死で生きるために。そして第二解放は刻み込んだ人々の力を一時的に解放する！」

　そうか。

　伯爵は気づいた。

　フェリマ・ソーレイン。彼女こそアスティスを倒した騎士だったのか。

　こんな小こ娘むすめがアスティスを倒したと言われたら信じなかったが、今彼女が放っている力は奇妙で異様。これがアスティスを倒した力なのだ。

「こんな力を隠し持もっていたとは。いやはや、驚かされたぞ」

「隠していたわけじゃない。私自身この力は今になって知った」

「アスティス・クリムバーンの電撃をものにしているというわけか」

　それがどうした、というのが伯爵の正直な感想だった。

「相手の魔法を模倣する魔法は確かに存在する。貴様のそれも原理は同じだろう」

「違う」

　フェリマがはっきりと否定する。

「大いに違うぞ伯爵。私のこの技は、私が奪った相手の全てを背負う技。それ故に強く、同時に私にとって最大の脅威となる」

　途と端たん、フェリマから感じていた重圧プレツシヤーが跳はね上あがる。

「私には時間が無い。すぐに終わらせる」

　フェリマが一度瞳ひとみを閉じる。

　再び開かれたその瞳を見て、伯爵は心臓に氷水を流し込まれた心ここ地ちになった。

　目が違う。まるで別人の目だ。

「貴様は……誰だ？」

　伯爵は尋ねた。

「誰だと？　何をおかしなことを」

　フェリマは不敵な笑いを浮うかべる。先ほどまでとは身に纏う雰ふん囲い気きが異なっている。

「この身わたしはフェリマ・ソーレイン。貴公に正義を執しつ行こうする者だ」

　彼女の自己紹しよう介かいが終わった途端、攻こう撃げきは始まった。

　フェリマが突とつ撃げき槍そうのように突っ込んできて、伯爵の右手を掴んで電流を流したのだ。

　伯爵の思考が明滅する。筋肉は完全に伯爵の意思から離れ、フェリマから流される電流で踊り狂っている。しっかりと掴んでいた『鮮血の彼岸花スパイダーリリー』は、右手から零れ落ちて床に衝しよう突とつ。嫌いやな金属音が広がっていく。

　――この、力は……ッ！

　伯はく爵しやくはフェリマの力をアスティスの模倣だと考えていたが、違う。

　目の前にいる存在こそがアスティスなのだ。

「あ、悪たる我を倒すため、冥府から戻って来たかァァァッ！」

　伯爵はがむしゃらに暴れフェリマの拘こう束そくから逃のがれる。

　落ちた『鮮血の彼岸花スパイダーリリー』を拾い振ふり回せば、今のフェリマも『鮮血の彼岸花スパイダーリリー』はやはり脅威なのか飛びすさる。

「ク、ククク……面おも白しろい。我の前に『輝ける正義アストライア』が立ちはだかることになるとはな」

「この身わたしは全く面白くない。むしろ貴公の顔を見るのも不愉快だ」
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　フェリマは威い嚇かくするかのように体に電撃を纏う。

「重ねて言うが時間が無い。この身わたしはアスティスの存在を背負うに未熟。この状態も長く続ければ本来の人格に戻れなくなる。そうなる前に正義を執行させてもらうぞ」

「……出し惜しみをしてはいられないようだな」

　伯爵は手元の大剣に目を落とす。

　思えば、よく我が悪徳を支えてくれたものだった。

　もっと血を吸わせてやりたかったが、ここでこの剣とはお別れのようだ。

　伯爵は一度目を閉じてもう一度開く。

　すると、視界が変わっていた。

「……色だ」

　大剣の紅色が見える。視線を上げれば女騎士が身に纏まとった雷撃がはっきり紫色に色づいて見える。

「……色だ、色だァッ！　素す晴ばらしいィィ！」

　伯爵は狂ったような雄たけびを上げた。

「我に色が返って来たぞ！　嗚あ呼あ、最高だ！　さあ貴様ら、我の色の復活を、血祭にて盛大に祝うがいい！」

　色のある人生の幕開けだ。伯爵は高笑いを続けたまま殺し札を切る。

「この剣の一度きりにして最強の大技を見せてやろう！　『血塗れの曼珠沙華ダーインスレイヴ』ッ！」

　伯爵の叫びに呼応して、大剣の刀身が細かく砕くだけ散った。

「じ、自壊したのっ？」

　ルナという娘むすめが恐きよう怖ふと困こん惑わくの入り混じった声を上げる。

　これが大剣の最後の攻撃。

　砕けた破は片へんが宙へと持ち上がり伯爵の周囲を渦巻き始める。

「この剣を犠ぎ牲せいにすることで繰り出す最終奥義、それが『血塗れの曼珠沙華ダーインスレイヴ』だ。今からこの飛び散る破片を全て貴様らに発射する。この破片のどれか一つに掠り傷をつけられたら、その瞬しゆん間かん四し肢しは吹き飛ぶぞ」

「くぅっ！」

　フェリマが顔を歪めると魔力を集中させる。

　膨大な魔力だ。おそらく彼女も殺し札を切る気だろう。だが、伯爵の方が早い。

　何百という破片の弾幕。もう三人とも逃げられない。

「色カラーァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ!!」

　血祭の始まりだ。

　伯爵は周囲に飛とび交かう全ての破片をフェリマたちに放とうとした。




　ブシュッ！




　伯爵の視界が突如として狭められる。

　右目がものすごく熱い。何だろう。

　伯爵が右目に手をやれば、手は冷たい棒状の突起物に触ふれた。

　それは自分が先ほど投げたナイフだった。目を潰されたのだ。

「ぐ、おおおおおおおおおおおおおおっ!?」

　強きよう烈れつな痛み。左目だけで敵を睨にらみ見れば、右手左足を失った満まん身しん創そう痍いの男がニヒルな笑みを浮かべている。

　ジーク・ノイノア。先ほど伯爵が投げたナイフを彼が拾って投げ返していた。

「隙すきを作ること……それが戦いの基本だ。お前さんも……そう言ってたろう？」

　しゃがみこんだ男の言葉には満足げな響きがあった。

「手前は……所しよ詮せんは卑怯な臆病者だ。だから、こうして、不意打ちを仕掛けさせてもらったぜ……」

「ジィィィィィィィィィィィィィィクゥゥゥゥゥ!!」

　痛みで攻撃が一時中断される。忌いま々いましいことこの上ない。

　まだ終わらない。『血塗れの曼珠沙華ダーインスレイヴ』はまだ宙を飛び交っている。

　先制攻撃のタイミングこそ逸したが、まだ勝機はある。

　伯爵は再度破は片へんを飛ばした。

　今度は成功。一発でも当たれば相手を戦闘不能に追いやる破片が、紅色の壁のようになってフェリマたちに高速で向かう。

　勝った！

　伯爵はそう思っていた。




　その破片が全て弾き返されるまでは。




「え？」

　伯爵の口からこぼれたのは何とも間抜けな響きだった。

　見えない何かが炸さく裂れつし、破片が明後日の方向へ飛ばされる。

　あれだけ大量の破片を放ったのに、フェリマやルナ、更さらには回かい避ひ行動をとることができないジークに至るまで誰だれ一人ひとり傷を負っていない。

「ジーク・ノイノア……感謝する。おかげでこの身わたしが魔ま法ほうを使う時間が稼げた」

　フェリマが手を振ると伯爵の足元の床ゆかが破裂した。

「ぬぁ!?」

　伯爵は仰あお向むけにひっくり返る。

　馬ば鹿かな。何が起きているのかさっぱり分からない。右目を失ったとはいえ、色を取とり戻もどした我が視界に見抜けぬものなどないはず。

　この攻撃は一体何なのか。摩訶不思議な現象を前にした伯爵は上う手まく起き上がれない。

「不可視の業火『第四状態ルールオーバー』。どうだ、ティゴザで果てた正義の残滓の味は？」

　ジジジィッ……！

　宙が焼かれる音。その力は目に見えず、しかし全身の感覚器官が把握する。

　不可視の力を従えたフェリマが掌を伯爵に突つき出した。

　その場に集束した力が一気に伯爵に放たれる。

「やめろぉ！」

　気づけば伯爵は叫んでいた。

「やめろ！　やめるんだ！　その技には色が無いぃ!!」

　最初、体全体の皮膚が痒く感じた。

　それも一瞬のこと。次の瞬しゆん間かんには全身余すところなく焼き鏝を当てられたような激痛が走り、伯爵は体中から火花と噴煙を上げて大きく後ろに吹き飛ばされる。

　左目に信じられない激痛が生まれた。

　眼がん窩かの中でシュウシュウと音がする。眼球の水分が沸ふつ騰とうしている？

　伯爵の心は恐怖に呑のみ込まれかけていた。

　このままでは色どころではない。視界そのものを失ってしまう。

　そうしたら妻の絵をどうやって楽しむ？　思い出にどう浸ればいいのだ。

　フェリマ・ソーレイン。何と悪逆非道な女だろう。

　自分から妻を奪うばった。更には折せつ角かく色を取り戻した自分に無色透明な技でとどめを刺さした。一色でも多くの色を手に入れたかったのに。

　それすらあの女が……否、あの女とアスティスが色を奪っていった。

　嗚呼、両目が死ぬ。色無き世界に自分は落ちていく。

「嫌だぁ！」

　こんなはずではなかった。こんなはずではなかったのに！

「色を！　もっと色を！　妻を感じられる色をもっとおおおおおおおおおお!!」

　宙を掻かき毟りながら伯爵は叫ぶ。

　目が痛い。開けていられない。いや、そもそも目が自分に存在しているか分からない。

　不思議なもので、視覚を失った瞬間に嗅覚や聴覚が冴えわたっていくのを感じる。

　女騎士の接近を知覚する。

「これで、終しまいだ」

　伯爵には眼前で何が起きているのか分からない。

　ただ、死んだはずの視界に、橙色の光が広がった気がした。

「『断罪業火アークブレイド』」

　その言葉の後に、強烈な痛みが伯爵を襲った。

　意識がどんどん闇に落ちていく。色の無い漆黒の世界が手招きしている。

　色鮮やかな世界から伯爵は追放された。

　彼に与えられた色は、永遠の黒だ。




　　　◇




　伯爵は全身を焼かれて転がっている。

　フェリマはふぅと一息つくと、発動中の魔法の解除に取り掛かった。

　剣に、自分の中に刻んでいたアスティスという存在を自分の存在と分離させていく。

　思いのほか難航したが、フェリマは無事に元の状態に戻ることができた。

「……うん、完了だ」

　途端、猛もう烈れつな疲ひ労ろうが押し寄せてくる。フェリマは数歩よろめいた。

「フェリマ！」

　ルナが急いで駆かけ寄よってくる。

「大だい丈じよう夫ぶ？　ねぇ大丈夫なの？」

「ルナ様……心配してくれたのか」

「当たり前でしょ！　自分の中に他者の存在を内包するだなんて正気の沙汰じゃないわ！　下手したら二度と元の貴女あなたに戻れなくなるかもしれないのよ！　人格は大切にしなさい！」

「待て！　ルナ様だけには言われたくないぞ！」

　フェリマの人格はルナに弄られ、未だにニシン好きのままだ。

「でも……驚いたわ。あの時は本当にアスティスが生き返ったのかと思った」

「あれは私の敬意で剣に刻んだアスティスという存在の思い出コピーだ。彼は死んでいる」

「……分かってはいるけどね」

　ルナはフェリマから視線をそらすと、怪我をしているジークのところに走り寄る。

「……気を失ってるわ」

　伯爵が倒れたのを見て気が緩んだのか。

　ジークは目を閉じてその場に横たわっていた。

　倒れ伏す伯爵も手当てが必要な体だった。彼を不死身と言わしめた『鮮血の彼岸花スパイダーリリー』は砕け散り、この場で治癒することはできない。

　結局フェリマの『断罪業火アークブレイド』は伯爵の命を奪わずに終わった。

　騎士団員が罪人を勝手に処罰するのはご法度。伯爵はしかるべき場で裁いてもらう。

　そのためにも運び出ださなければならない。

「私たちで運び出すしかないか……」

　疲つかれた体をさすりながら、フェリマとルナは大人の男二人を運び出そうとする。

　かなりの大仕事になるだろう。体力が持つかどうか心配だ。

　その時入口から声がした。

「御お嬢じようさんたち、運搬のお仕事かな？」

　フェリマとルナが顔を向ければ、そこには頼れるあいつのニクい顔。

　略礼服はボロボロで口の端はしには血が滲にじんでいるが、それでも体にどこかひねた余よ裕ゆうさを纏わせている。

「もしよろしければ一日限定の運び屋、黒くろ猫ねこナハトに依い頼らいしないかい？」

　ひょうきんな言い回しに、フェリマとルナは思わず苦笑した。

　全く、この男は本当にいいタイミングで現れてくれるものだ。




　この夜、『夜会』は完全に消滅した。

　主しゆ催さい者しやであったレグリエ・ファード・イーゲンボーグ伯爵は重傷を負い騎士団に拘束され、客たちは全員レオリム・ランパレル騎士団長により押おさえられた。

　商品となっていた子どもたちは全員無事。『福袋ギフト』にされた子どもたちもしっかりとした治ち療りようを受けられることになった。伯爵の斥候スパイが子どもたちの中に潜ひそんでいたという件については、ナハトが「解決済み」としている。

　子どもたちがいつ平穏な日常を取り戻せるのか。

　そもそも取り戻すことは可能なのか、それはまだ分からない。

　けれど取り戻してみせる。それが騎士としての誇ほこりと意地。

　助け出された子どもたちを見た時、フェリマはそう思えた。

　フェリマを追いつめた存在、フィーネの姿をした悪あく魔まは知らない間に消え去っていたようだった。フェリマはレオリムに尋たずねてみたが、彼はそれらしき女性を見ていないと首を振った。

　レオリムが女性の顔を覚えていないことはないはずなので、まず間ま違ちがいない。

　五年にも及およんだ騎士団と『夜会』との戦い。それに終止符が打たれ、レオリムは晴れやかな表情を浮かべている。




　だが、孤独な任務に身を投じた一人の男の騎士生命は絶たれたのであった。







エピローグ







『夜会』崩ほう壊かいから十日が経たった。

　フェリマ、ルナ、ナハトの三名は騎士団の療養施し設せつに来ていた。

　静かな廊ろう下かには三人分の足音は煩いほどに響く。

　目的の部屋の前まで来て扉とびらを開けるとそこにはベッドに横になったジークがいた。

　ベッドの傍かたわらにいるのはレオリムだった。レオリムはフェリマたちに気付くと目線で入るように促うながす。

「ジーク・ノイノアさん。お見み舞まいに来ました！」

　三人で見み繕つくろってきた花束を、フェリマが代表して掲げた。これは施設のシスターに後で甕かめに生けてもらうのだ。

「済まんな」

　ジークが軽く会釈する。

　この十日の間に彼はかなり痩せていた。

「体調はどう？」

　三人の中では一番ジークと関わりがあるルナが心配そうに問えば、ジークは頑がん張ばって笑ってくれる。

「熱はだいぶ下がった。杖の稽古をするのはまだしばらく掛かりそうだ」

　毛布を見れば、ジークの右みぎ腕うでと左足があるべき部分に膨らみが見られない。

　ジークは騎士を辞めた。

　もとより彼の存在を知っている者は少ないので騎士団で送別の宴うたげをすることもない。

　本人もそういう華はなやかな場所は好きではないようだが、あれだけ任務に身を捧げたのに騎士を辞すその見送りがフェリマたち四人だけというのは寂さびしい。

「そんな顔をしてくれるな。手前みたいな奴のために四人も、それも団長自らご足労という待遇だ。手前は十分に満足してるさ」

「からかわないで下さいよ、ジークさん」

　レオリムは苦笑した後、表情を引き締める。

「……お気持ちは変わらないんですね？」

「ああ。申し訳ないが手前は戦いの舞台から降りさせてもらう。すみませんな、団長」

「前線に出なくても、後進を育てるという任務もあります」

「そういう真っ直ぐな仕事はもっと真っ当な騎士にやってもらった方がいい。手前は汚れ仕事専門だ」

「なら、仕方がないですね」

　ジークはベッドの横に立てかけてあった短たん槍そうを左手で掴つかむと、レオリムに差し出した。

　レオリムは一度ジークの顔を見て、後は何も言わず受け取った。

　武器の返上。騎士団で騎士が退団する時に行う儀ぎ式しきだった。

　短槍を手放したジークに悲しみの色は無い。

　ただひたすらに何かをやり遂げた男の顔。フェリマにはそれが印象的だった。

「……ああ、それと」

　ジークは毛布の下から紙を取り出してレオリムに渡わたす。

「何ですかこれ？」

「手前の退職金と今回の任務の危険手当の申請だ」

　すると、どうしたことか。

　書面に目を落としていたレオリムの顔面が真っ青になっていく。

「あの、ジークさん。この額は……」

「今までの危険手当を全部申請しようと思ってな。これでも少なく見積もった方だぞ」

　レオリムの目が魚よろしく泳ぎだす。

「た、多少前の任務ならともかく、昔の任務の危険手当までは払えないかなーって。もう時効かなーって思ったり……」

「それはここ二年間の危険手当だ。それより前の手当ては全部権利放ほう棄きしてある」

　それを聞いたフェリマは目を剥むいた。

　たった二年間の請求でレオリムを真っ青にさせるとは。一体ジークはどれほど危険な任務をどれほどの頻度でこなしてきたのだろう。

「……ジークさん。自己犠ぎ牲せいって言葉、素晴らしいと思いませんか？」

「払え」

　レオリムの顔が血流の悪い紫色になる。

「この騎士団は実にアットホームな職場です。騎士はみんな家族です。家族にお金を請求するのは良くないと思いませんか？」

「払え」

「働かせてもらった喜び。それこそが危険手当と退職金として……」

（そこまでして払いたくないほどの金額なんだ……）

　冷ひや汗あせをかきながら苦しい言葉を並べ立てるレオリム。フェリマはため息を吐いた。

「くそっ！　こうなったら最後の手段だ！　フェリマ君ちょっと火を貸してくれ！」

「団長が何を企んでいるか分かったので、嫌です」

　請求書を燃やしたところでどうにかなる話ではない。

　というか、燃やすなと言いたい。何だこの騎き士し団だんは。労働環境が黒ブラツクすぎる。

　フェリマがロレルカトル騎士団を「黒の騎士団」に改名しようかと進言しようとしたところで、ジークが窓の外を見る。

「払ってもらうぞ騎士団長。手前には養わなければならない家族がいる」

　ジークの視線の先、窓の外には施設の中庭があり、多くの子どもたちが遊んでいる。

　皆、夜会の商品だった子どもたちである。行くあてを無くした彼らをジークが引き取るというのだ。

　窓の外で沢たく山さん咲いている無邪気な笑え顔がおは、彼らを地下から陽の光が当たる場所に解放できた証しよう拠こだ。

「けれどジーク。その体で子どもたちを引き取ったりして大丈夫なの？」

　ルナが問う。

　共闘した仲だけあり、男嫌いのはずだがジークのことは気がかりらしい。

「片手片足が使えれば生きていけるさ。怪け我がが治れば義足についても考えるし、」

　ジークがそこまで言った途端、

「「「大丈夫!!」」」

「!?」

　響き渡るのは破砕音。

　窓枠が吹ふき飛ばされ、外で遊んでいた子どもたちが一いつ斉せいに部屋に雪崩れ込んできた。

　そして子どもたちはジークのベッドの周りに集い口々に捲し立てる。

「わたしがジークのおじさんとけっこんしておせわするの！」

「ボ、ボクがこの人の右腕になりますっ！」

「助けてくれたお礼に私が存分にお世話いたします。そう、色々と……」

「……恩人……動けない……私、お世話……一生……ウフ……」

　妙に艶っぽい子どもたちの声。フェリマたちは顔を見合わせる。

「……そう」

　やがてルナが諦観溢あふれる顔をした。

「こんな年端もいかぬ子たちを侍はべらせるなんて。貴方あなた、とうとうそこまで堕ちたのね」

「お前さんはどうしてそう手前を犯罪者に仕立てたがるんだ」

「貴方には恩義があるが、やはりこれは私としても、そのぅ……」

「フェリマとか言ったな？　剣にかけた手を下ろせ」

「本人はロリコンの罪を認め依願退職に。退職金はじめその他の手当ては返上の申し出がありました。我々としても所属する騎き士しがロリコンであったことは実に遺憾でありまして再発防止に全力で取り組みたいと、」

「騎士団長。退職金と危険手当の支払い惜しさに手前を陥れるのはやめろ」

　三々五々の反応に、ジークがため息をつきながら言う。

「……とにかく手前はロリコンではない」

「「「「「「「「「「は？」」」」」」」」」

　部屋の中の全員の視線がジークへと突き刺さる。

　何を馬鹿なことを、と全員の顔が訴えていた。

「ジークのおじさんはわたしがすきじゃないの？　わたし、おじさんすきだよ？」

「いや、別にそういうわけじゃ」

「ほら見ろロリコンじゃないですか」

「騎士団長そろそろ力ずくで黙だまらせんぞ？」

「お、男の子には興味はありませんかっ！」

　小さな男の子がそう言い出せば、ジークはどこからかクルミの焼き菓子を取り出すと、男の子の口の中に無理やり詰つめ込んで言葉を封ふうじた。左手だけなのに実に器用だ。

「だぁぁ！　手前は面めん倒どうを見るだけだ！　ガキに世話になるつもりもなければ、結けつ婚こんするつもりなんてまして無い！」

　言い放つジークだが、子どもたちはニッコリ笑う。

「でも、おじさんは私たちと結婚するよ」

「私たちって……複数と結婚できるわけがないだろう」

「できるよっ！」

　一人の女の子が春の花のような笑えみを浮かべた。

「愛があれば大丈夫なの！」

「そうそう！」

　別の子も続く。

「結婚に両者の合意は必要無いの！」

　フェリマは悩なやんだ。

　気のせいだろうか。今、頭がおかしいとしか思えない、しかして聞き馴染んだ言葉が聞こえた気がする。

　レオリムも同じだったのだろう。二人の頭の中にはとある人物が浮かんでいる。

「お前さん。そんな出まかせ、誰だれから教わった？」

「親切なお姉さん！　私たちがおじさんと結婚したいけどできないねって悩んでいたら、お姉さんが来て相談に乗ってくれたの。それでね、もうすぐここに来てくれるって！」

「「あっ……」」

　フェリマとレオリムの予感が確信に変わった。

　奴やつだ。奴が来る。

　果たして二人の考え通り廊下から足音が近づいてきた。

　フェリマは生なま唾つばを呑み込む。レオリムの顔も緊きん張ちようで引ひき攣つっている。

　そして彼女が入口に姿を現した。

「お前さん、誰だ？」

　体中に鎖くさりを巻きつけ大きな本を持ったメイドを見てジークが狼ろう狽ばいする。

「ご存じ……無いのですか……ッ！」

　レオリムが唇を震ふるわせながら説明する。

「彼女こそ、結婚の新概がい念ねんを作り、従来の結けつ婚こん概念を武力で崩壊させている、超機動仲人ザ・マツチメーカーアンさんです！」

　ジャラッ☆

　アンの鎖が、説明したレオリムをねぎらうかのように鳴らされた。

「……ご結婚おめでとうございます」

　フェリマはジークを祝福する。我ながら魂の抜けたような声だった。

「えっ？　どうして手前が結婚することが決まった流れになっているんだ？」

「……退職金、ちょっと色を付けておきますね。挙式は何かと物入りでしょうし……」

「騎士団長どうした!?　さっきまであれほど金を出し渋っていたのに！　あまりに不自然な優やさしさが怖こわい！」

　フェリマは生温かい目でジークを見つめた。

　騎士を辞めた彼かれの人生は続いていく。

　彼はこの先、大量の子どもたちと結婚前提の共同生活をすることになるのだろう。

　それは彼自身が思い描いた未来ではないのかもしれない。

　だが、残ざん酷こくなことに運命は決定づけられた。

　この件がアンに知られた時点で勝敗は決していたのだ。

　せめてお幸せに、とフェリマは切に願う。




　ジーク・ノイノア。

　彼は、もう、逃にげられない。




　　　◇




　子どもたちにもみくちゃにされているジークを尻目に、フェリマたちは病室を出ると、寒空の下へとやってきた。

　見上げれば、いつもよりも空が高い気がする。

「さて、僕ぼくは『夜会』の客たちの取り調べがあるからここで」

　レオリムが手を振りながら去っていく。

　それを見届けたナハトが、今まで何な故ぜか閉ざしていた口を開く。

「……ちょっと場所を移すぞ。話しておきたいことがある」

　真しん剣けんな口調にフェリマはキョトンとしたが、ルナは何かを察したような顔をした。

「まさか貴方、話すつもり？」

「色々考えてみたが、やはりフェリマは知っておいた方がいい。当事者だからな」

　ナハトはフェリマとルナについて来いとジェスチャーをした。







「お前はこの国の王女だ」




　町の中心から少し離はなれた広場にて。

　ナハトから告げられた言葉は、一いつ瞬しゆんだけフェリマの意識を奪い去った。

「あ、はは」

　フェリマは笑う。こんな突飛な事を言われては笑う事しかできない。

「予想もしない冗じよう談だんだ」

「事実だ」

　覆おおいかぶせるようにナハトが言う。

　フェリマはナハトを観察してみる。素面であることが確かく認にんできる。

　いつもの皮肉げな表情はどこへやら、真ま面じ目めくさった顔だった。

　頭の天辺からつま先に至るまで、どこにも冗談の色が感じられない。

　フェリマはルナを見た。ルナなら一笑に付すだろう。そう思ってのことだった。

　しかしルナの赤みがかった瞳ひとみに真剣な光を見た途と端たん、フェリマは押し黙ることを余儀なくされる。

「……貴女、自分がどれだけ異質な魔法を使っているか理解しているかしら？」

　異質。

　フェリマは自分の神聖魔法を、リスクはあるが便利なものだとただ思ってきた。けれどルナは神聖魔法の形容に異質という言葉を使う。

「それは王族だけに許された力なんだよ。フェリミネア・デゥ・ボートキアン第二王女」

　ナハトがゆっくりと口にしたその名前がフェリマの心に沁み込んでいく。

　どこかで聞いたことがある気がした。

　否定したかった。けれど聞いたことがあると感じてしまった時点で、もう否定できないところまで来ている気もした。

　無性に水が欲しくなる。

　もう冗談には付き合っていられない、と会話を遮ることもできる。

　それをしようと思わないのは、話を聞く勇気が湧わいたのか、単に言い出せない程臆病なだけか。判別は付きかねる。

「事実、なのか？」

　フェリマは証拠を出せとは言わなかった。

　これ以上ナハトとルナの言葉を否定する事もしなかった。

　ただ、最後に確認したかった。

　そして二人が無言で頷うなずくのを見て、フェリマは大きく息を吐はいた。

「……そうか」

　考えられないことではなかった。国王の子どもは数が多かったという話はフェリマも聞いたことがあったからだ。

　それが自分だと言われたことには驚おどろきだが、強力な神聖魔法の使い手であることがそのまま証拠になる。

「驚かないのか？」

　ナハトが意外そうに問うてくる。

「驚いたよ」

　フェリマは笑う。

「でも、私は私。フェリマ・ソーレイン。何も変わらない。今日だってこれから町の見回りをするし、騎士だ」

　一度驚きが過ぎ去ると、自分でも驚くほどに冷静になった。

「大切なことは自分で決めたいんだ。自分が何者なのかも。流されたくない。後こう悔かいはしたくないから。たとえ王女であっても、それは変わらない」

「強いんだな」

　フェリマは肩かたをすくめる。

「どうだろう。意志が強いのか、単に石頭なだけか」

「……後者かもしれん」

「もう一度黒くろ猫ねこナハトにしてやろうか。今度は炭化的な意味でだが」

　ナハトが普ふ段だんの皮肉げな笑いを取り戻した。

「そうそう。やっぱお前にはそっちの方が似合う」

　そのままナハトは少し顔を伏せる。

「でも、本当にお前は強いよ。流されずに自分を通すなんて。比べて俺おれはダメだな。まだお前に本当のことを告げる勇気が無い」

「ナハト……？」

　その横顔が少し寂しげで。

　いつものナハトではない気がして。

　フェリマはつい呼びかけてしまう。

「……と、これがお前のメイドから教わった婚活術『少し陰かげのある男を演出しろ』だ」

「貴様やっぱり許さんからな」

　心配した分だけ損した気分だ。

「……貴方、フェリマ相手に婚活術を仕し掛かけたってことは、まさかフェリマを狙ってるんじゃないでしょうね？」

　ルナがジト目でナハトを見る。

　ナハトは肩をすくめてみせると歩き出した。

「あっ、こら！　待ちなさい！」

　ルナが急いでナハトを追いかける。

　そのいつも通りの光景が、この日ばかりは輝かがやいて見えた。

　自分が王女であるならば、このまま永遠にいつもどおりの日々は送れなくなるかもしれない。

　それでも、自分は何者なのかは自分で決めたい。大切な事だから、流されたくない。

　この考え方は守っていきたい。困難であったとしても。

「おい、フェリマ。来いよ」

「早くいらっしゃい。命令よ」

　前方の二人が声をかけてくる。

　フェリマは大きく頷くと足を動かした。

　一陣の風が背中を強く押す。その決意を称賛するかのように。

　今日もフェリマは変わらない。

　頑張って見回りをしよう。夜にはナハトの美お味いしい料理が待っている。
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あとがき







　草くさ木きうしみつです。教育実習にて生徒たちに「一・七メートル級巨人だ！」と、狙われまくった首筋の傷が今夜も疼うずきます。母校は調査兵団の巣そう窟くつと化していました。

　本作を手に取って下さりありがとうございます。心より御礼申し上げます。

　相変わらず鉄てつ豚ぶた先生の描く美少女は綺き麗れいです。このように美少女に定評のある鉄豚先生に「オッサンを描け！」と言わんばかりの原稿を送る私は中々に歪ゆがんでいます。

　担当編集様にも本当にお世話になっております。いろいろご迷惑をおかけしております。丁重なアドバイス、参考にさせてもらっています。ありがとうございます。

　そして手紙やメール、直接と、色々な方にお声掛けいただきました。励はげみになります。

　この頁を読んでくださっている皆様の本日に、何か小さな幸せがおとずれますよう。
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

草木うしみつ先生／鉄豚先生
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